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第四章　灰かぶり姫　後編


プロローグ


ダンジョン。それは太古の魔物化したヤドカリが洞穴や遺跡を〝殻〟として一体化した、生きた構造物である。


魔物ヤドカリは、中に迷い込んだ生物の魔力と生命力を吸収するために進化を繰り返し、最も効率の良い〝餌〟である『人間』と『魔物』を呼び寄せるために死んだ生物の残留思念さえ読み取り、彼らが求める物をダンジョン内で生成するまでに至った。


魔物が好む最適な環境、人が好む貴金属や宝石類、鉱物から生成された武器や魔道具……。


元が人ならざるモノだけに、ダンジョンで生成される物の大半はゴミのような物だったが、永い時を経て残留思念を吸収し続けたダンジョンは、階層を増やし、洞穴を石造りの通路に作り替え、次第に人では作れない『魔剣』や『宝物』までも創りあげるようになった。


そして……千年の時を経たダンジョンに集まり続けた残留思念は、自然界にいる精霊とは異なる『ダンジョンの精霊』として自我を持ち、最下層に訪れた知性ある者に【加護ギフト】を授けた。


【加護ギフト】──人の力を超えた特殊能力。


かつて英雄はそれを求め、その力をもって数多の困難に打ち勝ち、人の世を、国家を泰平へと導いていった。


故に人は、ダンジョンを求め、夢を見る。


そこで得られるものが〝希望〟だけでないと知りながらも……。






そして此度もクレイデール王国の若い王族がダンジョンを攻略する。


数百年前、ダンドール公国とメルローズ公国という二つの国を併合し、急速に力を増して大国となったクレイデール王国は、こちらを危険視する隣国に対抗するために【加護ギフト】を求め、次代の王族がそれを得ることを望んだ。


王太子、第一王女、そして王太子の婚約者である令嬢たちがダンジョンを攻略する準備を進める中、筆頭宮廷魔術師であるレスター伯爵は、屋敷の執務室にて今回王太子の婚約者として参加する娘と、とても親子とは思えぬ雰囲気の中で冷え切った対話をしていた。


「カルラよ……無事に帰れとは言わん。王太子を死なすな。お前に望むのはそれだけだ」


「ええ、お父様」


「屋敷の者を従者として連れていくことは許さん。適当に外で見繕え」


「わかりましたわ」


とても死地に向かう子に親が掛ける言葉ではないが、ずっと眉間に皺を寄せて吐き捨てるようなレスター伯爵──イグナス・レスターの言葉にカルラは隈の浮いた目を細めて朗らかに微笑んだ。


親子の対話など何年ぶりだろうか。親は子を物として扱い、子は親を人とも思わず、互いの間には修復不可能どころではない、敵同士とも言える空気があった。


実際、イグナスがカルラを殺そうとしたのは一度や二度ではない。幼い頃はまだ利用できると考えていたからこそ娘を生かしていたが、成長するにつれ危険度は跳ね上がり、現状カルラが王太子の婚約者であることだけが直に殺し合わないただ一つの理由となっていた。


どうせ長生きはできない。一般人に殴られただけでも死にかねない。だがカルラは家の者に毒を盛られてさえ死ぬことはなかった。


「……さっさと行け。できることなら王太子殿下の盾となって消え失せろ。それがレスター家の王家への忠節となる」


父が娘に死ねと言い、娘はそれを笑う。


「ふふ……それは愉しそうだけど、それならわたくしが使う〝盾〟も必要ね。お兄様をお一人、連れていって良いかしら？」


「貴様……っ！」


「冗談ですわ、お父様。もうお一人しか残られていないのを忘れていましたの」


三人いた兄は一人しか残っていない。その兄もカルラに殺されることを恐れて何年も屋敷には戻っていなかった。


「ではごきげんよう、お父様。お母様にもご挨拶は必要かしら？」


「さっさと出て行けっ!!」


ガンッ！


投げつけられたインク瓶がカルラの閉めた扉に当たり、醜い傷と黒い染みを残す。


その音を扉の外側で聞きながら、カルラはクスクスと笑って廊下を愉しげに歩き出した。






カルラの望みはダンジョンにある。思ったよりも早く機会が巡ってきた。


本来なら王家の者がダンジョンへ潜るとしても、学園にも通っていない十代の前半では時期尚早と言える。その時期が早まったのは、おそらくカルラと第一王女エレーナのせいだ。


カルラはある時期よりさらに力に執着し、魔術師として宮廷魔術師さえも超え、その異常性が際立つことで王家は彼女を危険視し始めた。


エレーナはある時期よりさらに英知を増し、女王としての資質を示したことで王家もそれを早期に見定めるため、王太子と天秤にかけることを選んだ。


万全を期すなら王太子が成人するかせめて王女が学園に入るまで待つべきだ。本来ならカルラもその辺りまで研鑽を積むつもりでいた。


だが、カルラの機嫌が良いのは機会が早く巡ってきたことではない。王女エレーナが危険に遭うことで、二人の運命を変えた一人の〝少女〟が現れるかもしれないからだ。






「誰が死ねば、あなたに早く会えるかしら……」


＊＊＊


王城は国王と政治的な判断をする者たちが仕事をする場所で、それと隣接するように王族が住まう王宮があった。


王宮と言っても一つの建築物ではなく、中央にある宮殿には国王の居室があり、それを取り囲むように三つの王妃宮がある。さらにそれを取り囲むように大小様々な宮殿が立ち並び、その東側にある比較的新しい宮殿が〝第一王女宮〟となる。


「今回、ダンジョンへ連れていく、わたくしの従者は、セラとクロエになります。セラは王妃宮の警備責任者の一人ですが、今回より正式に第一王女宮の警備責任者となりました。二人とも、よろしくお願いしますね」


「「かしこまりました」」


第一王女宮の主人であるエレーナの言葉に二人の侍女が緩やかに頭を下げた。


今回の王族によるダンジョン攻略は貴族派の妨害が懸念され、秘密裏に行われるため、その人員は最低限に絞られている。護衛や荷物持ちは別として、参加者が世話役として連れて行ける従者は各二名のみとなっていた。


エレーナが選んだクロエという侍女は、まだ若いがエレーナが生まれたときより世話をしていた侍女であり、エレーナの信頼も篤く、本人も暗部の騎士であることから彼女の参加は最初から候補に挙がっていた。


だが、本来王妃宮と王女宮の警備を担当するセラが、王女の専属となったのには訳がある。


エレーナの異母兄である王太子エルヴァンは、ダンドールでのエレーナ誘拐未遂事件を切っ掛けに暗部の護衛を信用しなくなり、今回のダンジョン攻略でも従者から暗部を除外していた。


家族思い故の行動となれば、その誘拐をされかけたエレーナからすれば複雑な心境だが、現実的に考えれば王族の世話をできて護衛を兼任できる者など多くはない。しかも信用できる者となるとかなり限られ、エルヴァンは普段彼の世話を焼く侍従を連れていくしかなかった。


暗部の騎士ほどではないといえ、彼らも王族の世話役なら最低限戦える術を持っているはずだが、その程度ではダンジョンで役に立たない。


そこで国王陛下は、王宮警備の中でランク４の実力者であるセラをエレーナの専属にすることで我が子二人を守ろうとした。


だが、国王である彼と父である彼の思惑が違うように、父と娘の思惑も異なっていた。


「わたくしたちの目的は、わたくしの【加護ギフト】の取得ではありません。得られたら幸いですが、第一目標は王太子である兄の無事な帰還となります。そのためにわたくしたち全員が一丸となって兄を守ります。命を懸けなさい」


「「はい」」


自分も含めて王太子の盾となる覚悟を問うように、目を据えて宣言したエレーナに、セラとクロエも戸惑うことなく頷き、そんな二人の姿を目にしてエレーナは険しくしていた口元をわずかに緩めた。


「クロエもそうだけど、セラは巻き込んだようで申し訳なかったわ」


「いえ、わたくしもクロエも暗部に身を置いたときから覚悟はできております」


エレーナの言葉にセラが微笑み、隣のクロエも穏やかな雰囲気のまま静かに頷いた。


生きては帰れないかもしれない危険な任務。それでも、彼女たちに決意はあっても悲愴感はなく、その瞳には力があった。


「せっかくですもの。これを機にセラをお母様方から引き抜かせてもらったわ。よろしかったかしら？」


「殿下の思いのままに」


とても今年十一歳になる少女とは思えぬ貴族的な駆け引きを見せる王女エレーナに、セラも少しだけ苦笑する。


エレーナは今回の件で命は懸けても死ぬつもりはなく、生きて戻った後のことを考えていた。


結果を求めるのではなく、結果の影響を考えて事を進める。それは王太子には無いエレーナの資質であり、王としての器は兄を上回っていた。


四つの魔術属性を持ち、肥大化した心臓の魔石によって健康な身体でなくなり、王となれない身であるエレーナだったが、彼女は何一つ諦めてはいない。


幼い頃……決して諦めずに自分を救ってくれた〝少女〟がいた。


先の見えない闇の中、独りで闘い続けてきたエレーナに届いた、暗い道を照らす月の光……。


その時からエレーナは諦めることを止めた。






（今の私を見てどう思うかな……アリア）


＊＊＊


「父上、どうか私にも行かせてくださいっ！　私はクララの兄であり、王太子殿下の警護役なのです！」


「いい加減諦めろ、ロークウェル。お前はこのダンドールの跡取りであることを自覚しろ」


妹であり王太子の婚約者であるクララがダンジョンの攻略を王家より命じられ、それを決行寸前で聞かされたロークウェルは妹と友人を守るために同行を願ったが、それは父であるダンドール辺境伯によって止められた。


クララを可愛がっている熱血漢の祖父に頼めば同行は許されるかもしれないが、すでに家督を譲っていたことから、ダンドール家の意向は父によって決定される。


祖父とは違い父は理知的な人物であり、それ故、現在の乱れた国内情勢を乗りきるために家督と総騎士団長の地位を譲られたのだ。一般的な騎士家の者たちとは違い自身も理性的であるロークウェルは、父の考えを理解できるからこそ無謀な行動に出ることはできなかった。


「…………」


そんな父と兄の姿をクララはどこか他人事のように見つめる。


自分も祖父に頼めば参加を取りやめてくれるだろうか？　真剣に父に頼めば死地に向かうような真似をしなくて済むのだろうか？


（きっと……ダメね）


クララが正妃となることは、正妃になるはずが第二王妃とならざるを得なかった叔母の思いを酌んだダンドール家の総意であり、家臣を含めたすべての者たちが、クララが正妃になることを望んでいた。


前世の記憶が戻る前のクララも、何も知らなかったからこそ正妃となることを望んでいた。家族が望んでいたからそれが一番良いことだと思い込んでいた。今さらクララが正妃になりたくないなど言えるはずがなかった。


乙女ゲームのクララは【加護ギフト】を持っていなかった。ただ得られなかっただけかもしれないが、この時期この年にクララたちがダンジョンを攻略していないからだ。


ゲームでは魔族のイベント時に力を得るためダンジョンに潜ることになるが、もしかしたら魔族のイベントが早まっているのかもしれない。


ヒロインが学園に入る歳になれば『乙女ゲーム』が始まる。たとえヒロインと仲良くなれてもエルヴァンがヒロインに興味を示して恋仲になれば、その魅力に惹かれた周囲の者たちはヒロインを正妃とするためにクララの排除を考えるだろう。


ゲームでは映されていなくても今なら理解できる。メルローズの姫であるヒロインを正妃とするため、罪をつくられ政治的にクララは排除されるのだ。


死ぬかもしれないそんな未来を避けるためにクララはヒロインを排除できないか考えてきたが、その前に死ぬ可能性があることを知り、目の前が暗くなるのを感じた。






（私……何をやっているんだろ……）







虹色の剣


かつて過ごした男爵領を襲ったオークの集団という脅威と戦い、そこで再会したかつての師……まぁ、放任主義だったけど、ヴィーロやその仲間である魔術師サマンサと裏切り者グレイブの討伐をすることになった。


幻獣クァール──ネロとの戦闘と共闘。グレイブを退けることは出来たがとどめを刺すことは叶わず、再戦に向けて思いを新たにしたが、ヴィーロは新たな依頼を私に持ちかけた。


大規模ダンジョンへ潜る王族の護衛……エレーナを守ることだ。


それ自体は拒むつもりはない。彼女が危険に曝されるのなら私がエレーナを守る。それが私の誓いだからだ。


でもヴィーロは、そのために私がヴィーロの冒険者パーティー『虹色の剣』に入る必要があると言った。


まるで『良いことを言った』みたいな薄笑いを浮かべているヴィーロに、私は思わず半眼にした視線を向ける。


「断る」


「はぁあっ!?」


私がキッパリ断ると、私が断るとは思っていなかったヴィーロが唖然とした顔で裏返った声をあげた。


〝虹色の剣〟──確か、この国でも数少ないランク５の冒険者パーティーだったはずだ。ヴィーロがどうしてそこに私を誘ったのか分からない。けれど、サマンサの後釜なら正統な魔術師が入るべきで、ヴィーロもずっと魔術師を探していた。


それにずっとソロでやってきた私はパーティー戦をあまり理解していない。出来ないとは言わないが、私の隠密や暗殺を使う戦闘スタイルなら、オーク戦のように単独のほうが有効な場面が多いと判断した。


「ヒャッハッハッ、またキッパリ振られたのぅ、坊主っ！」


「婆さん、俺が女にフラれたみたいに言ってんじゃねぇよっ！　俺にだって女の一人くらい居るんだよ！」


「また貢がされておるのか？　懲りん奴じゃのぅ……」


呆れと憐れみの入り交じったサマンサの視線に、ヴィーロが何故か慌て出す。


「いやいやいや、今度は違うんだって！　アリアっ、お前も婆さんの戯言たわごと信用すんなよっ！　いや、話はそうじゃねぇんだ」


ヴィーロはようやく本題を思い出したのか、茶色の髪を乱暴に掻きながらいきなり私のほうに向き直る。


「ヴィーロ、禿げるよ」


「うっさいわっ！　いいか、よく聞けよ、アリア」


ヴィーロが何か色々と耐えるような微妙な顔つきで、私を誘った理由を説明してくれる。


魔術師であるサマンサの後継のことは抜きにしても、斥候であるヴィーロも自分の後釜を探しはじめていたらしい。


一般の冒険者は四十にもなれば引退を考える。でも、魔力が多い高ランクの冒険者は老化が遅く、五十代まで現役も珍しくない。ヴィーロも三十代の後半とはいえ見た目は三十前半で、冒険者としてはまだまだ現役だ。


「俺だってすぐに引退はしねぇが、長い歴史がある〝虹色の剣〟は特別だ。後継なら誰でも良いわけじゃねぇし、ノウハウを伝えるにも数年は掛かる。それにな……俺の女がちゃんとした給金のある仕事についてほしいって言うし、暗部からも正式に教導騎士的な高給金で誘われているし……」


「…………」


だんだん話が変な方向にズレてきた。


「小娘っ、坊主の女の話は話半分に聞いておけっ！　数年に一度はそんな話をして、すごすご戻ってくるからのっ！」


「わかった」


サマンサが横からツッコミを入れると私もやはりそうかと納得する。


「お前ら、なんだよ！　今回はマジなんだって！　いや、本題はそこじゃねぇ。要するにお前なら俺の後も任せられると判断した。それに、王女の護衛に就くにはただの冒険者じゃダメだ。あくまで冒険者パーティー〝虹色の剣〟への依頼だから、いくら王女がお前を信用しているとしても、周りはそう思わないだろ？」


その理由なら私も理解できる。確かに私の立場は元孤児の冒険者だ。ランク４になって冒険者として名を上げても社会的な信用が上がるわけじゃない。


「パーティーに加入すると考えずに、目的集団クランに入ると考えろ。お前だって俺が個人で仕事を受けているのは知っているだろ？　俺たちは個人の技量が高いから単独でも依頼を受けるし、大きな仕事の時だけパーティーになるだけの話だ。それにどうせ、お前は気に入らなければ勝手に抜けるだろ」


私のことを知っているヴィーロの言葉に私も静かに頷く。


「……なるほどね」


〝虹色の剣〟のような信用のある冒険者パーティーでしか、国家依頼の案件は受けられないのは理解した。


以前は『信用のあるヴィーロから紹介された子ども』だったから、王女のメイドでもあまり警戒されずに見逃された。でもある程度見た目が成長して、力を付けた今の私ではエレーナに近づくことも許されないだろう。


暗部は、離反したグレイブの代わりにヴィーロを誘うほど戦える人手が足りていない。同様に怪しい人間を入れるのは前よりも厳しくなっているのだと思った。


サマンサの後継の話も、魔術師は冒険に必要だけど、必ずしもパーティーに必須というわけではなく、〝虹色の剣〟としても数少ない高ランクの魔術師を探して長期間休止していると、依頼主との関係で問題が出るらしく、今回の王族の護衛を機会にランク３程度の光魔術師がいれば問題ないとして、活動を再開することにしたそうだ。


裏社会への牽制の話も、百年以上の歴史がある〝虹色の剣〟の名は伊達ではなく、かなりの抑止力になると思われる。……だけど。


「面白くないな。最初から断れないようになっているじゃない」


「その辺りが大人の汚さよ。だがな、それを理解できる頭があるからこそ、断れないと気付けるんだ。お前なら分かってくれると信頼していたんだよ」


憤然とする私の肩を、自称汚い大人であるヴィーロが笑いながら軽く叩いた。


まぁ……仕方がないか。王族にもちゃんとした護衛がいるはずだから私一人がいなくても変わらないとは思うが、それでも私が護ればエレーナの帰還率は高くなる。


「了解だ、ヴィーロ。私は〝虹色の剣〟という〝パーティー〟ではなく、〝クラン〟に参加させてもらう。それでいい？」


「もちろんだ、アリア。期待してるぜ」


「ヒャッハッハッ」


ランク５の冒険者パーティー、〝虹色の剣〟へ入ることが決まった。


私にとってパーティーへの参加はメリットもデメリットもあるが、今回はメリットが多いと判断する。


今回のように年に一度程度はパーティーとして動くこともあるそうだが、普段はヴィーロのように個人で動けるのならそう悪い話でもない。


「よしっ、決まったなら軽く予定を話しておくぞ」


「うん」


ヴィーロの話を要約すると、まずエレーナを含めた参加者──王族の若手がダンジョンに赴くのは今から四ヶ月後となる。


参加者のうち二人は私と同じ歳でまだ余裕はあるけど、あと二人の護衛対象が来年の頭より魔術学園とやらに入学するので、今年中に攻略を終えなくてはいけないらしい。


その彼らが潜ることになるダンジョンとは──


「フーデール公爵が直轄する離島にある、この国の三大ダンジョンの一つだ」


この国の『三大ダンジョン』とは、私がカルラと低層階に潜った王家直轄地のダンジョンと、国の南西にあるラクストン公爵領のダンジョン。そして今回のフーデール公爵直轄地の離島ダンジョンになる。


大規模ダンジョンは王家と公爵家という国家の要である貴族家が管理をしている。おそらく、そこまでするほどに大規模ダンジョンには重要なものがあるのだろう。


……それを次代の王族に渡すのが目的か？


エレーナ……大丈夫かな。


とにかく、次の任務がなし崩し的に決まってしまった。あと四ヶ月もあるのだから一度師匠の所に帰ろうかと思ったが、私は一度、王都で他の〝虹色の剣〟のメンバーと顔合わせが必要らしい。


それもまぁ、もっともな話だ。それに武器の手入れをガルバスに頼む時間はないが、その弟のゲルフに防具の整備を頼みたいと思っていたところだからそちらを優先する。


……最近、腰と胸辺りが動かしづらくなってきたから。私がそんなことを考えていると自分で簡単な手当を終えたヴィーロが投げ捨てた荷物を拾って撤収の準備を始めた。


「それじゃまず王都に戻るか。俺とアリアなら三週間もあれば着けるだろ」


「随分と急いでいるね」


魔術の治療なら私でもサマンサでも出来る。それなのにまるで逃げるように出発しようとするヴィーロに違和感を覚えると、それを言われたヴィーロの肩が微かに震えた。


「いや、別に……」


「ヒャッハッハ、小僧はな、公爵の関係者が来る前にとんずらしたいんじゃよ！　クァールまでいなくなったから、公爵の顔をつぶしたことになるからの！」


「仕方ねぇだろ、婆さん！　俺が懇意にしている貴族は王家派が多いんだ。貴族派に見つかったら厄介だろ。と言うわけでさっさと行くぞ、アリアっ！」


今の王家は内需を優先しているらしいけど、そのせいで産業の弱い領地が困窮して他国と交易することで金銭を得るしかなく、貴族派と呼ばれる彼らが他国の影響を国内に広げるせいで、王家と反目している。


「それは良いけど、サマンサはどうするの？」


「ああ……婆さんの報酬の話もあったな。討伐できていればギルド経由で金を振り込むんだが、婆さんはどうする？　王都でドルトンに会っていくか？」


ヴィーロがサマンサに話を振ると、彼女は面倒くさそうに顔を顰めた。


「今更、おっさんドワーフや、へんてこエルフの顔なんて見たいと思わないよっ！　他の連中には坊主が適当に言っといてくれ。わしゃ、さっさと帰って玄孫と遊ぶんじゃ」


「わかった。報酬はどうする？」


「どうせ、暗部の報酬じゃ、はした金じゃろ。その金で小娘に装備でも買ってやりなっ！　じゃあ、またの、坊主、小娘っ!!　ヒャッハッハッ！」


サマンサは大声でそう言うと、初めて会った時と同じく、私が声をかける間もなく街道を駆け出して、あっと言う間に砂埃を残して姿は見えなくなった。


「……本当にボケてるの？」


「自信が無くなってきたな……、言動は間違いなく〝ボケ〟なんだが」


「なるほど」


ツッコミのヴィーロと相性がいいはずだ。サマンサは人族なのに百歳超えているけど、あと百年は生きているような気がした。……本当に妖怪じゃないよね？






そうして私とヴィーロは、虹色の剣のメンバーと顔合わせのためにひとまず王都へ向かうことになった。


私とヴィーロだけなら隠密を使い、魔物を無視して野山を踏破できるが、都会派のヴィーロはそれに不服らしく、行程の短縮はできなかった。


「そう言えばアリア、戦闘力の他に、お前がランク４であることを示すものはあるか？」


その道すがら、ヴィーロが突然そう尋ねてきた。


「レベル４になったのは闇魔法。一応、レベル４の呪文は知っているから、少し練習すれば使えると思うけど？」


闇魔術のレベル４は、【幻覚イリュージョン】と【錯乱コンフュージョン】になり、呪文と意味は師匠から教わっている。一応、【影渡りシャドウウォーカー】もレベル４だけど、あまり一般的じゃない。


「それならいい。お前は〝虹色の剣〟に入る前提として、王都の冒険者ギルドでランクの更新をしろ。前までは加入させても正式なパーティー登録は後にするつもりだったが、ランク４なら登録していたほうが話は通しやすいからな」


「了解」


王族の護衛をするには〝虹色の剣〟に加入する必要がある。それでもランク３と４では受ける印象が段違いなので、私が直接エレーナを護衛することを認めさせるためにも、更新はしておくべきだとヴィーロは考えたらしい。


私がランク３の更新をしてからまだ半年も経ってないけど、また面倒事とか起きるような気がする……。


「本来なら途中の小さなダンジョンで最低限の知識やら手順を叩き込むところだが、お前なら直接現地でも問題ないだろ。その場で覚えろ」


「わかった」


いつも通りの放任主義だが、そのやり方が私に合っているからこそヴィーロもそういう教え方をしている。いい加減な男だが適当ではないのだ。


「王都の冒険者ギルドには話を通しておく。運が良ければそこで虹色の剣の誰かと合流できるはずだ。リーダーのドルトンはお前を試そうとするだろうが、おっかねぇから気をつけろよ」


「ん？」


リーダーの名前が『ドルトン』と言うことは理解した。でも……


「ヴィーロは一緒に王都に行かないの？　そういう予定だと聞いていたけど」


「王都までは行くぞ。ただなぁ……グレイブを取り逃がしたことは事実なんで、直接報告しないとまずそうなんだよなぁ。失敗扱いにならないよう祈っていてくれ」


「了解」


悲愴感がありながらもどこか面倒くさそうなヴィーロに私も微かに笑う。


でも、それなら王都までも一緒にいる必要はないだろう。私もレベル４の闇魔法を練習するので街中だと他の属性ほどではないけどやはり迷惑になると思う。


それから十日ほど道中を共にしてダンジョン探索のことを教えてもらい、そこで別かれて、一人で王都に向かうことにした。


そうなると旅の間、食料の補充以外に街に寄る意味をあまり感じない。森の中を移動しながら、真夜中の森で【幻覚イリュージョン】の練習をしているとき、ふと何か直感のように感じるものがあった。


「…………」


私の感知できる範囲に危険な生き物はいない。視力でも探知でもなく、この三年で身に付けた危険を察知する感覚にも何も触れるものはなかった。


でも……違う。顔を上げ遠くを見つめる私の瞳に、山頂に掛かる月の中に〝黒い獣〟の姿が一瞬だけ幻のように映る。


「ネロ……お前はそこにいるの？」






多少の時間を掛けて、約三週間で問題なく王都に到着した。


途中で少し噂を聞いたが、幻獣の討伐隊を出したヘールトン公爵は、特に戦果もなかったらしいが道中の安全は確保したと発表して事件を収めたそうだ。


かなり速い情報だが、冒険者ギルドや商業ギルドには『遠話の魔道具』があると聞く。おそらくはそれを使うほど、こんな情報を知りたがっていた貴族がいたということだ。


「そう言えば、王都の冒険者ギルドは初めてだっけ……」


王都には何回か来たけど、敵が多い私は多くの人と接触する場所を避けていたので、王都のギルドに立ち寄ることはなかった。


大通りの商業ギルドの真裏にある貴族の館ほどの大きさもある建物が、王都の冒険者ギルドだった。どの街でも冒険者ギルドは商業ギルドに隣接した位置にある。冒険者ギルド設立に出資した商業ギルドが効率よく素材を買い取るためだが、商業ギルドはどこも目立つ位置にあるため迷うことはない。


冒険者は荒くれ者だが王都に来るような者はある程度の常識はあるらしく、他の街のように汚れや傷はあまりない。それでも両開きの扉が開いたままになっているのは、人通りの多さとやはり武器や鎧で傷つける者がいるからだろう。


冒険者ギルドの中に入ると、ダンスホールほどの石床のロビーに商談用の幾つかのテーブルと椅子が並べられ、吹き抜けになった天井には魔術の明かりが輝き、奥には十個ほどの受付カウンターと、他の街ではあまり見なかった綺麗どころの受付嬢がずらりと並んでいた。


規模と豪華さは別にして、造り自体は一般的なギルドと変わらない。到着したのは昼を少し回った頃だったが中には十数人の冒険者がいて、入ってきた年若い私にジロリとした視線が向けられた。


軽く見渡しただけだが、年齢的にも実力的にも〝若手〟はほぼいない。


王都に来るような冒険者は各地で腕を上げて、貴族や富豪との繋がりを求めてくる者が多いので、必然的に年齢もランクも高くなる。


中には王都生まれの新人冒険者や、移動途中でただ立ち寄っただけの者もいるはずだが、後者はともかく、王都では大部分が高ランク者用の依頼だと聞いたので、新人はすぐに王都を離れることになるのだろう。


必然的にここにいる冒険者のほとんどはランク３以上になるが、私を見て驚いたり露骨に顔を逸らす者は、おそらく私を《鑑定》した人たちだ。


逆に私を外見で侮るような冒険者は怖くない。鑑定スキルとは自分の目や肌で感じる相手の魔力や実力を数値化したものだ。実戦経験が多く実力がある者ならたとえ鑑定を使えなくてもおおよその実力は測れるから、実力者の多い王都では進んで絡むような者は少ないと思う。


ギルドの受付嬢たちは元冒険者の場合もあるし、当たり前のように鑑定スキルを持っていたようで、私を〝視た〟数人の受付嬢が席を離れると、カウンターの奥から受付嬢ではなく身なりの良い老紳士が私のいるところまで出向いてきた。


「冒険者ギルドへようこそ。もしや、〝灰かぶり姫〟でいらっしゃいますか？」


「名乗ったことはない」


「失礼いたしました、アリア様。お噂は王都にも届いておりますが、ここまでお若い方だとは思いませんでした。〝虹色の剣〟の方々より話は伺っておりますので、本日は私がアリア様のランク更新の件などを担当させていただきます。後日正式に担当を決めますのでご容赦を」


「うん」


おそらくはヴィーロがどこかのギルドから事前に連絡を入れてくれたのだろう。各ギルドは遠話の魔道具を使って各地の情報を集めているみたいだけど、それにしても、裏社会で勝手に広まったこんな〝二つ名〟が、冒険者ギルドで普通に呼ばれるほどに広まっているとは思わなかった。


この老紳士にしても、その名を口にしたのは、一般の二つ名で呼ばれる高ランク冒険者と同じように呼んだだけで他意はないはずだ。


今更〝灰かぶり姫〟と呼ばれることに文句を言うつもりはない。良い気分ではないが裏社会から呼ばれ続けたせいである意味慣れてしまった。


でも、その名は表の世界よりも裏の世界で轟いており、冒険者の中にも〝裏社会に近い〟仕事をする人間がいることを失念していた。


「おいおい、こんな小娘が〝灰かぶり姫〟だって？」


私と老紳士の会話が聞こえていたのか、二十代後半のチャラそうな軽戦士がニヤついた顔でそんな声を掛けてきた。


「アリア様にはギルド側からの確認事項がございます。話は後にしていただけますでしょうか」


「そう時間はとらせないよ。この見た目が良いだけの小娘が、どんな良い手を使って暗殺者ギルドを潰したことになったり、〝虹色の剣〟に取り入ったんだか是非とも聞きたいと思ってね」


「…………」


雰囲気から察するとランク３ほどだろうか……。この男は私を見た目で判断して、私が実力ではなく何かしらの手段でヴィーロのパーティーに取り入ったと考えたのだろう。


見た目で相手を値踏みする。相手の実力を測れない。私の二つ名を知り、それでも短絡的に私に絡むということは、裏社会の者ではないがそれに近い暴力的な生き方をしている人間で、運が良く才能があったチンピラというところか。おそらく裏社会の知り合いがいて、私のことを聞いたのだろう。


警戒心があれば数十秒でこれだけの情報が得られる。鑑定などしなくても実力を偽っている感じもしない、その程度の人間だということだ。


ならばもう用はない。彼を一瞥してそのまま老紳士のほうへ歩き出すと、無視された男の気配がわずかに膨れ上がる。


「おい、調子に乗ってんじゃねぇぞ。なんとか言えよ、おらっ」


どうやら彼の怒りに触れてしまったようで、最初はまともだった言葉遣いもすぐに化けの皮がはげてチンピラじみたものに変わる。面倒だと思うのなら適当なことを言って終わらせれば良いのだが、私にはわざわざ彼のご機嫌を伺う理由が思いつかなかった。


「アリア様、どうか穏便に……」


私の戦闘力を〝視て〟いる老紳士は、溜息を吐く私ではなく彼の身を案じて訴える。


私も別に初日から流血沙汰を起こしたいわけじゃない。


「大丈夫。汚しはしないから」


「それは……」


半身で振り返り、素早く左腕を掲げる私に軽戦士の男は一瞬だけ警戒した顔をした。でももう遅い。私が腕を上げた時点で回避なり防御をしなければ私の攻撃は防げない。


ガツンッ！


「──がっ!?」


手を上げると同時に【影収納ストレージ】から出した分銅型のペンデュラムが、振り下ろす私の手に沿って男の脳天に叩き落とされた。


「……ぁが……」


一撃を受けた男が膝をつく。殺すつもりはなかったが膝をついた男がまだ私を睨んでいるのを見て、手加減をしすぎたかと溜息にも似た息が漏れる。


……やはり殺しておくか。


そんな思いで彼を見ると、男の顔がわずかに引き攣り徐々に青くなっていく。でも、私がそれを実行する直前、知らない女性の声が聞こえた。


「この男を拘束してくださいっ、早く！」


「な、何をする、放せぇえ！」


その言葉にこれまで動かなかった警備員が倒れた男を取り押さえ、頭を打たれた男は碌な抵抗もできずにどこかへと連れていかれた。


基本的に冒険者同士の諍いにギルドどころか衛兵さえも動くことはない。罰則があるとしてもギルドからの評価が下がる程度だ。それは高ランクの冒険者を止められる者がいないということもあるが、それ以上に荒くれ者が多い冒険者の命は一般市民よりも遙かに安いからだ。


ギルドにいる警備員も依頼者がトラブルに巻き込まれた時のためにいるので、今回のような事態でも動くことはない。あの老紳士も、私を止めても警備員を動かそうとはしなかった。


その警備員が動いた理由は、私が国からも依頼が来る〝虹色の剣〟の関係者だからか、それともここに居たのが〝私〟だからか……。


だとするのなら、その指示を出した人は誰か？


「タバサ殿、どうしてここに？」


「このままだと血が流れると思い、口を出させていただきました。これからは私がこの方のお相手をしますので、あなたは下がっておきなさい」


「あなたの職務外では……？」


同じギルドの職員のはずだが、老紳士はあの指示を出した女性に訝しげな視線を向け、女性は表情も変えずにそれを受け流す。


「それは、あなたたちが関与することではありません。早く戻りなさい」


「かしこまりました……」


女性は最初の老紳士と話を付けると、私へ向き直りニコリと微笑みを浮かべた。


「〝灰かぶり〟……アリア様でよろしいでしょうか？」


「……うん」


彼女は私の髪を見て確認するようにそう言うと、返事をする私に少しだけ目を細めた。


この女性ひと……強いな。受付嬢でもなく職員とも違う、ゆったりとしたローブを纏っているので正確な鑑定はできないが、暗部のセラほどの実力があると感じた。


冒険者ギルドの職員ではないが、職員に命令できる立場にいる人間……彼女は何者か？　その女性は私が警戒しているのを察してか、笑みを少しだけ強ばらせると静かに頭を下げた。


「申し訳ございません、アリア様。ここでは少々人目を集めてしまいますので、奥へおいでくださいますでしょうか？」






応接室と思われる部屋に案内されて四半刻ほど待たされたあと、書類らしき物を持ったあの女性が部屋に戻ってきた。


「お待たせいたしました、アリア様。……お飲み物は気に入りませんでしたか？」


「喉は渇いていない」


私がソファーに腰掛けた目の前のテーブルには、目の前の彼女が部屋を出る前に淹れたハーブティーらしき茶がカップに冷めたまま放置されていた。


「さようですか」


でも彼女はそれに気を悪くした様子もなく、微笑みながらそう言ってようやく本題に入る。


「あらためて自己紹介させていただきます。当ギルドの監査人を務めさせていただいております、タバサと申します」


タバサと名乗った彼女はそう言って軽く頭を下げる。


「監査人？」


聞き慣れない言葉に思わず呟きを漏らすと、それを問いかけと思ったのか説明をはじめた。


「はい。お気づきかもしれませんが、私は冒険者ギルドの職員ではありません。冒険者ギルドの母体でもある商業ギルドから派遣されました。そのため、私のことをあまりよく思ってない者もいまして、時間が掛かってしまいました」


私が待たされたのはそのためらしい。


でも、私の中にある〝知識〟では、監査人とは同じ組織の中で内情を監視したり調べたりする役職だと思っていたが、そんな役職にいる彼女が一介の冒険者である私になんの用があるのか？


「アリア様のランク４昇格の件は聞きました。それ自体は問題ございません。本来ならギルドの職員が審査をして、そのままランク４の手続きをするところなのですが……」


「何か問題が？」


少し言い淀むタバサに言葉を促すと、彼女は続きを話し出す。


「商業ギルドの監査人である私の仕事は、当ギルドの財務関連の監査をすることですが、実のところは特定の貴族が影響力を持たないか監視する役目も負っています。そのため身を危険に曝されることもあり、一定以上の実力がある者が選ばれるのです」


どうやらタバサは自分の戦闘力で私を警戒させてしまったことを詫びたいように感じた。別に私は今更そんなことを気にしてはいない。


「今回はその貴族の影響が問題になるのです」


タバサが説明してくれた話を要約してみる。


一流の冒険者となれば貴族と関わりを持つことも多くなる。


貴族同士は一枚岩ではなく、今の王国でも王家派と貴族派が利権争いをしているが、ギルド内に特定の貴族から影響があれば対立貴族の情報が流れることになり、公平性が失われるだけでなく、冒険者ギルドと商業ギルドの信用問題にもなるらしい。


「それは理解した。でも、それと私になんの関係が？」


「虹色の剣がとある貴族家と懇意にしていることは、分かる者には分かります。名目上は護衛依頼となっていますが、ランク５パーティーの彼らが新たなメンバーを加えてまで行う〝護衛〟という話に、冒険者ギルドの上層部の一人から、アリア様のランク４昇格が年齢的に分不相応ではないかと横やりが入りました」


「その人が敵対派閥の人間だと？」


「実際にそうなのか調べることが私の仕事なのですが、おそらく間違いないでしょう」


証拠はまだないが、その貴族が対立派閥と関係のある虹色の剣に私を参加させないようにして、護衛依頼自体を邪魔している感じか。


「パーティーの構成にギルドが口を出すの？」


ランク５パーティーと言っても、ヴィーロのようなランク４もいる。私がランク３のままでも問題はないと思うけど……。


「普通はそうなのですが、アリア様が十代前半ということで、ギルドとして若い冒険者を保護する名目で制限することも出来るのです。本来なら、若手の冒険者が不埒な冒険者に使い潰されないようにする制度なのですが、それを逆手に取られました」


「なるほど……」


新人を使い潰す話は、私が冒険者ギルドに登録する際に注意されたことはある。


「なら別に虹色の剣に入る必要はない」


「え……」


そう言って立ち上がる私にタバサが一瞬虚を衝かれた顔をした。


「私の目的は〝仕事内容〟のほうにある。多少問題はあるかもしれないけど、たぶん依頼主のほうから私に接触があるはずだ」


ヴィーロは王家の護衛をするのなら〝虹色の剣〟という信用が必要だと言っていたが、そのヴィーロに私を捜すことを依頼したのがセラなら、時間は掛かっても参加することはできるはずだ。


「お、お待ちください、アリア様！」


そのまま応接室から出て行こうとする私をタバサが慌てて呼び止める。


「その〝依頼主〟は、王家派の方でしょうか？」


「さあ？　その辺りを明かさないことも〝信用〟なのでしょ？」


実際、私も王家の護衛としか聞いてないので、それを依頼してきた貴族家のことは分からない。


商業ギルドの人間としての彼女なら、できれば虹色の剣の依頼主と任務内容を確かめておきたいのだろうが、ヴィーロたちが明かしていないものを私が話すつもりはない。


「なるほど……」


それでも内容を隠すことにある程度察しがついたのか、タバサは数秒ほど考え込み、あらためて私へ顔を向けた。


「それではアリア様……商業ギルドの依頼を受けていただけませんでしょうか？」


「……どういうこと？」


「それも含めて説明させていただきます」


タバサと商業ギルドの依頼とは、タバサの仕事をすること自体が依頼内容となる。


要するに仕事内容はどうでもよく、タバサの仕事をすることで私がランク４として問題ないことを示し、ランクを上げることで私が〝虹色の剣〟に入ることを商業ギルドの名で認める。


それによって冒険者ギルドの上層部にいる貴族の息が掛かった者が、どの貴族家と接触するか確かめ、その者を罷免することが目的だとタバサは語った。


それによって私は面倒なことを回避して、エレーナの護衛に就くことが出来るようになる……けれど。


「私の実力が問題ないことをどうやって証明するの？」


「それはもちろん、私が現地にて確認いたします」


どうやらランク４ほどの実力があるタバサ自身が、私の依頼に付いてきて実力を調べるらしい。もちろんそれは方便になるが、ちょうど商業ギルドが冒険者ギルドに出すはずだった依頼があるらしく、それをもってランク４昇格試験とするそうだ。


それで冒険者ギルドにいるらしい敵対派閥の者が納得するのか分からないが、そういうことになっているのだと私も了承した。


まぁ、仕方ない。どうせ私が蒔いた種だ。






商業ギルドが依頼するはずだった仕事とは、王都からさほど離れていない場所にある、かなり昔に閉鎖した炭鉱の調査らしい。


「廃鉱の調査なら誰でもできそうだけど？」


王都に近い場所にあるような廃鉱調査なら、ランク２程度の冒険者パーティーがするちょうどいい依頼になるはずだ。何故か慌ただしい雰囲気の冒険者ギルドの裏口から、まるで隠れるようにタバサ所有の馬車に乗り込み、そう訊ねた私にタバサも否定することなく頷いた。


「ここからの内容はまだ商業ギルド内でも知る者は少なく、内密にしていただきたいのですが、その炭鉱が閉鎖したのは百年以上前になりますが、近くの村の者から廃鉱に魔物が棲み着いたという話を聞いた商隊が護衛に確認させたところ、〝ダンジョン化〟の兆候を発見したと、報告がありました」


「ダンジョン……」


ダンジョンは古代の魔物化したヤドカリが取り憑くことでダンジョン化するが、その生態はよく分かっていない。


新しい若い個体が取り憑いたのならいいが、もしどこか他の場所にある殻である遺跡を捨てて流れてきた個体なら、強い魔物を呼び寄せている場合もある。


それを冒険者ギルドに内密で調査するのは、商業ギルドと冒険者ギルドでは対応が違うからだとタバサは言った。


「冒険者ギルドでは、人里に近い場所に新たなダンジョンが発生した場合は、調査後にダンジョンそのものを殲滅することが優先されます。ですが、商業ギルドとしてはまずその利用価値を測ることを優先します」


ダンジョンでは地下深くにある鉱物などを〝宝物〟とする。鉄や石炭さえも採れなくなった廃鉱でも、ダンジョンが活性化することで地下にある鉱石が届く位置に浮上し、もしそこに銀鉱があった場合はダンジョンの魔力によって〝魔銀ミスリル〟が生成される可能性も出てくる。


ミスリルは錆びず朽ちず、薄くしても強度が高いことから鎧に向き、魔力を通しやすい性質から武器として使用すれば悪霊や精神生命体にもダメージを与えられる。


それ自体も美しく、私は見たことはないが美しい意匠を施した魔銀ミスリル貨……通称、白金貨という物もあり、その希少性と芸術品としての価値から大金貨の十倍の値が付けられていた。


ダンジョンは場合によってそれだけの価値を有する。でも、呼び寄せられる魔物によっては、近くの村が壊滅する可能性もある。冒険者ギルドとしてはそんな危険は冒せないのでダンジョンの殲滅を選び、商業ギルドとしては村が邪魔なら住民ごと動かせばいいという考えらしい。


私とタバサの仕事は、そこが本当にダンジョン化しているのかの確認と、魔物の種類とランクを調べて、もしダンジョン化していなくても危険なら排除することも含まれる。


「タバサの武器は？」


「私は水系の魔術師です。直接の攻撃力はあなたほどではありませんが、防御なら得意ですので私を守る必要はありません」


身体の線を隠すような、ゆったりとしたローブを纏ったタバサは、いかにも魔術師という風体だ。腰にナイフ一つ帯びていないので、他にも武器があるのか、それともよほど〝自分〟に自信があるのだろう。






それから一日ほどでダンジョンが発生したという廃鉱へ到着した。特に食事や野営の用意をすることもなく、王都で買った出来合いの食事で済まし、当日の夜には辿り着くことができた。


本当に王都からさほど離れていない。王都からこんな近くに炭鉱があったのは古い時代の名残だろうが、そこが廃鉱となっても近くに村が残っているのは、その村が王都の食料を賄う麦を生産する場所だからだ。


そんな場所に魔物を呼び寄せるダンジョンが出来たのなら、殲滅するか管理するか早急に決めなければ村が危うい。


……本当にダンジョンがあるのなら。


タバサは村には寄らずに直接廃鉱へ向かうらしい。廃鉱を調べるにはどれだけ時間が掛かるのかまだ分からないが、この時間に村に着いても寝る場所が確保できる保証はないし、私も時間を掛けるつもりはない。


「では、参りましょうか」


「了解」


御者を馬車のところに残して私とタバサは廃鉱に突入する。明かりはつけないが暗視があるのなら必要ないだろう。


私が先頭に立ち、その後にタバサが続く。私も炭鉱に詳しいわけじゃないけど〝知識〟から判断すると一般的な炭鉱だと思う。それでも廃鉱になってからも立ち入った人間がいるのか、入り口から数十メートルほどまで岩肌を削った跡など多少荒らされている感じはあった。


「特に何もないようだけど？」


ダンジョン化しているのなら、地面が不自然に平らになったり、ゴミが吸収されるとかあるのだけど、特にそんな兆候は見られない。


「奥のほうから変化が起きているのかもしれません。先に進んでみましょう」


「わかった」


ダンジョンなら独特の空気と言うべきか、纏わり付くような魔力を感じるものだが、この廃鉱にはそれがない。その纏わり付く魔力がダンジョンにいる魔物の存在を探知しにくくするのだけど、ここにはそもそも魔物が出てこなかった。


でも、奥に進むとようやく目に見える異常が見られた。


「これは……コボルトでしょうか」


暗闇に落ちた犬の頭部を持つ魔物の死骸にタバサが顔を顰める。


ランク１の魔物で偶然迷い込んだ可能性もあるが、このコボルトは刃物で斬られて殺されていた。その近くには錆びた短剣も転がっており、よく見れば争ったような血の痕も見られる。


「魔物同士が争った跡でしょう。レスター領近くにある大規模ダンジョンと同じ、人型の魔物が集まるダンジョンかもしれません。アリア様、先に進みましょう」


「……そうだね」


ダンジョンには各地の特徴があり、森林地帯では昆虫や獣系、岩石地帯では鳥系やは虫類、水辺では水生生物などその地に沿った魔物が現れるが、人が住む場所にあるダンジョンでは人型魔物が多く現れる。


その特徴で言えば、ここは獣亜人系のダンジョンに思える。タバサはコボルトの死骸を調べていた私を急かすようにダンジョンの奥へと誘いざなう。


「……アリア様、それはなんでしょうか？」


その途中、臭いで気付いたのか、廃鉱の道沿いに陶器瓶から液体を撒いていた私に、タバサが不審げな表情を見せた。


「魔物除けだよ。大丈夫、毒じゃないから」


「そうですか……」


たぶん、〝灰かぶり〟が毒を使って暗殺者ギルドを壊滅させたことを知っているのだろう。それを恐れているのか警戒しているのか知らないが、これは本当に毒じゃない。


奥に進むと同じようにコボルトの死骸があった。でも、それを倒したらしい魔物の死骸はなく、コボルトの死骸もそれほど多くはなかった。


それでも私とタバサは一度も突き当たりにぶつかることなく奥へと進む。そして、分岐点と集積場を兼ねている広場のような場所に私が足を踏み入れた瞬間──


ヒュンッ！


微かな風切り音。警戒していた私が跳び避けると同時に、背後の岩壁が矢と当たって甲高い音を立てる。


次々に放たれる矢を体術で躱しながら放たれた位置を確認する。──四、五、六……。


「──【幻影シャドウ】──」


暗闇の中で暗視を騙す幻影が現れ、順番に撃たれていた矢がそちらに逸れ、すべての矢が撃ち尽くされた瞬間を狙って飛び出した私は、隠密を使っているであろう矢が放たれた空間を狙って分銅型のペンデュラムで薙ぎ払う。


『──!?』


ガンッ！


二つの気配が避けるように動き、三つ目の気配がペンデュラムを受け止めるように弾いた。


慌てるような気配を感じてそちらから再び矢が放たれるが、その矢に先ほどまでの正確さは無く、幻影を囮にした私が飛び込もうとした瞬間、背後から放たれた〝線状〟の殺気を宙返りするように跳び避けた。


入り口側に新たな敵はいなかった。けれど、お前は居た。


「それがお前の武器？　……タバサ」


「……あっきれた。バレていたの？」


本当に呆れたような顔をして、タバサが先端に棘のある分銅をつけた細い銀の鎖を振り回す。私と同じ操糸系の武器……おそらく銀ではなく魔銀……ミスリル製だと察する。


「炭鉱の調査に〝明かり〟を点けない奴など、どうやって信用する？」


タバサほどの実力者なら暗視を持っていても不思議ではないが、あまりにも不自然すぎた。


それとお前は私を警戒しすぎだ。たとえ本当に敵でなくても自分を警戒する人間を心から信用することは無理だろう。


理由は他にもあるが、タバサは呆れながらも納得した顔をした。


「さすが〝灰かぶり〟と言ったところ？　聞いてはいたけど面倒な相手ね。あんたらっ、明かりを点けな！　こいつはあんたたちより腕が立つよ！」


暗闇は私に利すると思ったのか、タバサがそう叫ぶと周囲に火と魔術光が点り、隠れていた襲撃者が姿を現した。


やはりここは、ダンジョンではなく、待ち伏せの〝罠〟が張られていた場所だった。


感覚だと全員が戦闘力３００前後……ランク３の下位か。十代半ばから二十代まで、黒く塗られた革鎧を着た六人の女たちが、私を親の敵でも見るような目で睨み付けながら弓を構えていた。


いや、それもあながち間違っていない。彼女たちの数人はいまだ消し切れていない火傷の痕が微かに見えた。


「暗殺者ギルドの残党」


私が漏らした言葉に彼女たちから緊張した気配が届く。


「落ち着きなさいっ！」


だが、生まれたそのわずかな隙をタバサが叱りつけるように声をあげると、私が変な動きをしないように身構えながら、ゆっくりと女たちが私を取り囲む位置に立ち、全員が弓を捨て短剣や短槍を構えた。


「……よく分かったわね、灰かぶり。お察しの通り、こいつらは北辺境地区支部の生き残りよ。ちなみにどうやって罠だと気付いたのかしら？」


「……報復か」


タバサの問いを無視して周囲に目を向ける私に、彼女は軽い仕草で肩をすくめる。


「こいつらの理由はそうよ。私は六年近く前に、あっちからこちらの中央支部に移籍したから、あんたに恨みはないわ。ディーノと反りが合わなくてねぇ……。あいつが支部長になった途端、壊滅したって聞いて正直笑ったわ」


「姐ねえさんっ！」


古巣を嘲るような言葉に元北辺境地区支部の若い女が声をあげると、そんな女をタバサは煩わしそうに睨み付けた。


「煩いわね……。あんたらが頼ってきたから、昔の馴染みでこの私がわざわざ、お前たちを使ってやっているのよ？　分かっているの？」


タバサは不機嫌そうに息を吐くと私を警戒しながらも自分の髪を掻き上げる。


「まぁいいわ。あんたには私も用があるの。王家派が何を企てているのか教えてくれる？　でも、すぐに話してくれなくてもいいのよ。その時はあんたを恨んでいるあの子たちから拷問を受けることになると思うけど。あんたたち、分かったわねっ!!」


「「「はい！」」」


タバサの言葉に最初の若い女が萎縮し、他の女たちも慌てて返事をする。女たちは覆面で顔を隠していたが、その言動だけでも相当タバサを恐れていることが分かる。


タバサが冒険者ギルド……いや、商業ギルドに潜入していたのは、王家派の動向を探るためか。それでも暗殺者ギルドの者が簡単に潜入できるはずがないから、商業ギルド内にもタバサの依頼主である貴族派の息が掛かった派閥があるのだろう。


貴族派が関わり、暗殺者にする依頼内容なんて決まっている。


王族の暗殺……。


視線だけで警戒する私に対してタバサが入り口を塞ぐ位置に立ち、女たちが取り囲むように音もなく動き出す。


誰かが焦って飛び出せばそこから突破口が開けるのだが、実力者であるタバサが女たちを完全に支配してそれを許さない。


「さあ、灰かぶり、大人しくしてね。この状況で策もなしに勝てるとは思っていないでしょ？　素直に話せば苦しまずに死ねるかもしれないわよ？　それもこいつら次第だけど──」


「──【幻痛ペイン】──」


「──っ!?」


私が放った【幻痛ペイン】にタバサが硬直する。だが、私の情報も得ていたのだろうか、何かに阻害されるような感覚があって、タバサは私から離れるように後退した。


私も最初からランク４の彼女を一撃で殺せるとは思っていない。だから少しだけ距離を取ってもらった。


──ヒュンッ！


「──っ!?」


全員の意識がタバサに集まった瞬間に放った分銅型のペンデュラムが、最初の若い女の側頭部を掠めて、飛び出した私のナイフが回避しようとする彼女の腹を真横に引き裂いた。


ランク４のタバサを一瞬止める。そのタバサに一瞬注意を向ける。それだけの〝間〟があれば、人間を一人くらい殺すことは出来る。


でも、こいつはまだ殺さない。


「こいつっ！」


怒りの形相で横から飛び出してきた女の短槍をダガーで受け止め、私は飛び下がるように包囲網を抜け出した。


最初から彼女たちを甘く見てはいない。タバサだけでも私と互角なのだ。暗殺者ギルドにいたキーラほどではないが、下位とはいえランク３が六人もいればタバサが言ったように逃げることさえ難しい。


だから最初に、あえて一番弱かった奴を重傷にした。


腹を斬られ、頭を打たれて倒れた女は放っておけば確実に死ぬ。


あの暗殺者ギルド拠点にいた連中ならおそらく放っておくだろう。でも、あの状況で生き残った彼女たちは仲間意識が強かった。だからこそ裏社会の人間でありながら〝敵討ち〟のような暗殺者らしくない行動をして、だからこそ彼女たちは重傷の仲間を気にしてしまう。


お前たちは有利な状況に酔って、私に情報を与えすぎた。


「足を止めなさい！」


幻痛から復活したタバサが叫ぶと女たちが武器を構えて襲ってくる。


私はランク４になっても近接戦闘スキルはレベル３だ。《体術》と《操糸》がレベル４になっていても圧倒的に有利となるわけじゃない。


「一対一じゃなく囲みなさい！」


ギギンッ!!


左右から繰り出される短剣と短槍をナイフとダガーで受け止める。その瞬間、飛び込んできたタバサがミスリルの鎖分銅を振り下ろした。


棘のある分銅は肉を裂き、致命傷を避けても大量の出血を強いる。ゲルフの作った装備なら一撃は受けられるかもしれないが、それを試すつもりはない。


「──【影渡りシャドウウォーカー】──」


ガキンッ！


「なにっ!?」


その瞬間に私の姿が影に消えて棘分銅が岩肌を打つ。それと同時にタバサの影から飛び出した私が黒いナイフを振い──


ギンッ！


タバサのローブを切り裂いてその下の何かにナイフが防がれた。


「やってくれたわね、灰かぶり！」


タバサがローブを脱ぎ捨てると、その下に銀色に輝く鎖帷子が現れた。


……あれもミスリルか。最初から魔術師ではないと思っていたが、【幻痛ペイン】の効き目が薄かったのも、魔力を通しやすいミスリルがタバサの魔力で魔術の効果を弱めていたのだろう。


「面倒なガキね！」


「それはこちらの台詞だ」


ここまでは互角の戦闘ができているがそれでも私が不利であることに変わりない。今は重傷にした女に一人が掛かりきりで応急処置をしてさらに一人減っているが、時間が経てば治療をしていた女はすぐに戻ってくるはずだ。


「灰かぶりに何もさせるな！　どうせ策はない！」


タバサは治療する二人に顔を顰めながらも残った女たちに指示を出す。同時に振るわれた棘分銅をダガーで弾くが技量の差でわずかに押された。


その隙を狙って女たちから攻撃が来て、躱しきれずに腕や肩を掠めた。


タバサが言ったように、確かに策がなければこんな狭い場所で五人の攻撃を捌くことは難しい。でも……策がないと誰が言った？


「死ね、灰かぶり！」


タバサの指示よりも恨みのほうが強いのか女たちが攻撃を仕掛け、それを躱すために上に逃げた私にタバサの棘分銅が襲ってくる。


「終わりだよ、灰かぶり！」


私はその瞬間に宙を蹴り上げてその反動で棘分銅を躱し──


「──【火花ファイア】──」


【影収納ストレージ】から取り出した布きれに火を付け、投擲ナイフに絡めるようにタバサに投げつける。


「血迷ったか！」


私の回避に一瞬目を見開いたタバサだが、そこから放たれた私の攻撃を弾くこともせずに余裕を持って躱してみせた。


でもタバサ、お前の後ろには何がある？　お前は私を逃がさないように入り口の方角にいた。そこには──


「なにっ!?」


そこから炎が噴き出した。強い火じゃない。でも、放っておけば確実に火が回る。この狭い炭鉱の中なら火から出た毒素が深刻なダメージにもなるだろう。


私は少しなら耐えられる。蜘蛛糸で編まれたショールで口元を覆えば毒素も軽減してくれるだろう。でも……お前たちはどう？


「正気!?　こんな場所でも火攻めを使うなんて！」


確かに北辺境地区支部を潰したときも火攻めを使っている。意図したことではないが運が良かった。まだ火傷の痕が残る生き残りの女たちは挙動があきらかにおかしくなっていた。


「毒じゃなかったでしょ？」


「ふざけないでっ！」


火元は私がここに来るまで撒いていた〝油〟だ。火の恐怖は熱とそこから発する毒にあるが、私が用意した最大の罠は、火に巻かれる恐怖から起こる〝焦り〟だ。


焦りは実力を低下させ、判断力を鈍らせる。その証拠にタバサは女たちがトラウマで動きが鈍っていることさえ気づかず、雑な動作で棘分銅を振るってきた。


近接戦闘ならお前の実力は私より上だ。でも《操糸》スキルなら互角で、今の状況なら私のほうが上だ。


「なっ!?」


私のペンデュラムと棘分銅の鎖が互いの《操糸》でせめぎ合い──


「──ひっ!?」


混乱していた女の一人の首に絡みつくと、その瞬間、とっさに得物を引き寄せたタバサと私の手でその首が絞め砕かれた。


これで一人──。


「やってくれたねっ！」


そのまま鎖を引き寄せるタバサの膂力に女の死体ごと私も引き寄せられ、体勢を崩した私に向けてタバサが引き抜いた腰の短剣を振りかぶる。


今の状態ではそれを躱すのは難しい。一瞬の判断で反撃を諦め、防御に徹したその瞬間、突然タバサの背後から強大な〝威圧〟が放たれた。


「なにっ!?」


「っ！」


強烈な威圧感に私とタバサの動きが止まる。タバサの後ろには私が放った炎しかない。通路に火を放ったのはタバサたちを逃がさないためもあるけど、おそらく仲間であるはずの外にいたタバサの御者が入ってこないようにするためだ。


だとしたら、この炎をものともせず廃鉱に入ってきたのは誰か？


次の瞬間、魔力と外套を纏った大男が炎を突っ切るように飛び込んできた。その男は火の付いた外套を脱ぎ捨てると、炎を散らすように背にある大剣を抜き放つ。


「……こんな状況は予想外だが、どっちが悪者だ？」


そう言って、巨大な剣を私たちへ向けたその人物は──


「……フェルド？」







    
  
  




フェルド


「あんた、俺を知って……」


私が零した声が聞こえたのか、視線を一瞬私へ向けたフェルドの目が言葉の途中でわずかに見開かれた。


「ああ、前に王都で会った、若いのに強い冒険者かっ！　久しぶりだなぁ……しかもさらに強くなったようだな。本気でやらないと俺も危なそうだが……それで？」


緊張感のない朗らかな口調で話していたフェルドだったが、それでも全員を視界に収めると警戒するように目を細めた。


「どういう状況だ？　廃鉱に火を放つなんて正気じゃないぞ？」






▼フェルド　種族：人族♂・ランク５


【魔力値：２１２／２２５】△30UP　【体力値：３５７／３７０】△20UP


【総合戦闘力：１４９４（身体強化中：１９０８）】△116UP






彼も三年前よりかなり戦闘力が上がっている。上昇値から判断すると何かしらの身体系スキルを取って、魔術系のレベルも上がり、戦闘継続力とステータスの平均値が上昇したのだろう。


フェルドの見た目は三年前と変わらない。元から年齢より上に見えていたけど、そういえば三年前にまだ二十歳だったのだから、年齢を考えれば順当に強くなったのだと考えるべきだ。


でも、フェルドはどうしてこんな場所にいるのか？　詳しく説明すれば理解してくれるとは思うが、この状況ではそれも難しい。


だが、その時──


「──っ、冒険者様、私はギルドの職員です！　この女が突然火を放って襲ってきました！　どうかご助力を！」


フェルドの力量を察したタバサがフェルドを味方に付けようと一芝居打ってきた。それを聞いたフェルドはちらりとタバサを見て小さく頷く。


「……確かに、あなたをギルドで見たことはある」


フェルドの呟きにタバサの唇に微かに笑みが浮かぶ。


この状況ならどちらを信じるか？　私も〝虹色の剣〟であるヴィーロの名を出せば信じてもらえるかもしれないけど……私なら信じるか半々だな。


「……状況は理解した」


フェルドは口元に布を当てて煙を防ぎながらも、視線だけを私に向けて、片手でブレることなく握っていた大剣の切っ先を合図のように微かに揺らした。


ゴォオッ！


「──っ！」


煙を吹き散らすような剛剣がタバサを襲い、フェルドが振るった大剣の刃をタバサがギリギリで跳び避ける。


「冒険者様、なにをっ!?」


「悪いが、そこまで状況が見えないほど馬鹿じゃない」


タバサが叫び、フェルドが答える。彼が大剣を振るう瞬間に隠密を使って動き出していた私は、フェルドに注目が集まる中で、背後に回った女の一人に腕を絡ませるようにして首をへし折った。


「灰かぶりっ！」


それを見たタバサがまた声をあげ、黒ずくめに覆面というあきらかに〝怪しい女〟が殺されたことに過剰な反応を見せた彼女に、フェルドは顔を顰めるように溜息を漏らす。


「……やはりそうか。冒険者ギルドに入るなり副ギルド長から緊急依頼を受けたが、急いで正解だったようだ」


「……依頼ですって？」


被っていた外面を捨てて睨み付けるタバサに、フェルドはその実力に気付きながらも、気負いすぎることもなく〝強者〟として悠然と剣を向ける。


「俺の仲間になる冒険者が、〝怪しい行動をする職員〟に連れ出されたって聞いてな。副ギルド長は貴族の間者か暗殺者ギルドかもしれないと言っていたが、あんたはどっちだ？」


「…………」


タバサはそれに答えることなく牙を剥くように歯を食いしばる。


おそらくどちらも正解だ。副ギルド長とはあの老紳士だろうか？　あの時からタバサに良い感情を持っているようには見えなかったが、最初から疑っていたということか。


「あんたは最初から見張られていたんだよ。情報も手に入らなかっただろ？　それで動き出すのを待っていたそうだ。外にいた御者も一緒に追ってきたギルドの職員が捕縛している。大人しく武器を捨てて投降しろ」


「…………ちっ！」


計画が破綻したことを知り、タバサが盛大に舌打ちをする。


タバサは自分の能力を過信した。自分の美貌と外面の良さがあれば、多少の不自然さも誤魔化せると……。実際、疑われていながらも彼女が動き出すまで、冒険者ギルドは拘束もできなかったのだから、実力はあったのだろう。


でも、古巣の生き残りに頼られ、その仇がギルドに姿を見せたことでタバサは『自尊心』という名の欲をかいた。


タバサの言動からして彼女のような人間は、他人からの賞賛や羨望を求めているのだと感じた。だからこそ同じような感性を持つディーノと反りが合わなかった。生き残って頼ってきた妹分たちに強く当たるのも、自分を上に見せて自尊心を満たすためだろう。


「ごほっ……くそ！」


入り口のほうから燃えあがる炎が黒い煙を生み、奥はまだ広いと言っても、最初から対策をしている私や遅れてきたフェルドと違って、タバサたちはすでに煙の毒を吸い始めている。


「あんたたち、いつまで呆けているのっ！　このままじゃ何も出来ずに死ぬよ！」


タバサも時間が無いことを悟り、余裕をかなぐり捨てた顔で女たちに叫ぶ。


「は、はいっ」


「灰かぶり、お前だけでも！」


タバサに叱咤を受けた生き残りの女二人が捨て鉢になって飛び出してきた。


私はその姿に目を半眼に細める。仲間の敵討ち。極限状態からの特攻。人は追い詰めればとてつもない力を発揮する。私がそうだった。だから油断はしない。でもね……。


「──がっ!?」


突っ込んできた女の短剣を目を逸らさずに躱し、すれ違いざまに踏み込んだ私の肘が女の顔面を陥没するほどに打ち抜いた。


「死の恐怖を克服できずに、敵討ちなど考えるな」


捨て鉢になるほど自分の命が大事なら、それを抱えて静かに生きれば良かった。


「ひっ……」


ランク３とはその道の熟練者だ。それがわずかに平静を欠いたことで瞬殺されるところを目にしたもう一人の女は、恐慌を来たして姉貴分であるタバサに助けを求めて駆け寄った。


「ね、姐さんっ」


「よく来たねぇ……」


ガッ！


「!?」


「お前っ！」


タバサは自分を頼ってきたその女を、出口を塞いでいたフェルドに向けて蹴り飛ばした。それを瞬時にフェルドは大剣で叩き伏せる。だが、その一瞬の隙を突いたタバサは燃えさかる炎のほうへと駈けだした。


「──【水の衣ヴェール】──」


最初に水魔術が使えると言ったのは本当だったのか、レベル２の水魔術で身体を覆う。あの魔術は火や吹雪のような自然に対して耐性を得る魔術だ。確かにその魔術とミスリルの鎖帷子なら、たとえ火傷は負っても生き残れる可能性はある。


近くにいるフェルドも彼女を止められない。自分を頼ってきた女たちを見捨ててでも生き残ろうとしたタバサは、炎に飛び込みながら、逆に炎の中に残された私たちを嘲笑う。


「自分で撒いた炎に焼かれろ、灰かぶりっ！　あははは──」


その瞬間──


炎に飛び込むタバサを追うように投げつけられた複数の陶器瓶がタバサの瞳に映る。


「油瓶が残っていないと思ったの？」


パキンッ！


「──ぁああああああああああああああああああああああああああっ!?」


炎の中に投げ込まれた油瓶が割れて、巻き上がる大量の炎がタバサを包み込み、焼けた石に水をかけたような蒸発する音と共にタバサの悲鳴が響く。


「逃がすはずないでしょ」


私は自分が出来そうなことを他人ができないとは思わない。だから、お前が逃げ出すことを考え、心構えはしていた。お前のような面倒な敵を逃がすものか。


まだ聞こえているかどうか分からないけど、ここまで周到に罠を仕掛けられたのは、タバサ……お前が最初に情報をくれたおかげだ。


「私のことを今でも『灰かぶり』と呼ぶのは、暗殺ギルド壊滅前の関係者だけだ」


お前を疑う理由はそれだけで充分だ。だから冒険者ギルドで会った〝最初〟からお前を敵として扱っていた。


その言葉が聞こえていたかどうか分からないが、炎の中でタバサがゆっくりと崩れ落ちた。






「おい、どうすんだっ。俺たちまで逃げられないぞっ！」


炎の中に消えたタバサから慌てて距離を取ったフェルドが抗議するように私を見た。炎を突っ切ってきた彼でもここまで炎が大きくなれば脱出は無理か。


まだ息のある者もいると思うが、すでに炎は辺りに広がり、とどめを刺して回るどころか私たちの命さえ危ない状況だった。


「大丈夫だから私に掴まって」


「……どうするんだ？」


私のような小柄な女に掴まるのは不安なのだろうが、炎の中で迷った末に肩を掴んできたフェルドに、私は耐火処理をした糸を通したペンデュラムをフェルドに手渡した。


「おい、なんだこれ？」


「フェルドは手斧を投げるでしょ？　思いっきり出口のほうへ投げて。早く」


「なんだか分からんが……」


意味不明の状況でもフェルドは私を信じて、ペンデュラムを絡めた手斧を、全力で出口のほうへ投げつける。


最初から逃げる手は考えていた。二人は少し重いが今の魔力量ならなんとかなるだろう。






「──【影渡りシャドウウォーカー】──」


＊＊＊


「アリア様、内部のことに巻き込んでしまい、申し訳ありませんでした」


「別に気にしていない」


面倒な復讐者と別件の襲撃者を同時に倒せた。時間の短縮にはなったし、怪しい動きに気付いてすぐに〝虹色の剣〟に連絡をしてくれたのだから冒険者ギルドはちゃんと対応してくれた。


冒険者ギルドの副ギルド長だという老紳士が教えてくれたことを要約すると、まずあのタバサは商業ギルドから派遣されたが、推薦した人物も不明だと言っていた。


おそらくは貴族家からのゴリ押しだと思われるが、その貴族が誰か商業ギルドは知らないことになっているらしい。


知らない人間が監査人になったこともそうだが、タバサの行動も怪しいと感じた冒険者ギルドは、監視専門の斥候を見張りとして付けていたらしく、その人があの廃鉱までフェルドを連れてきてくれた。


ここからは推測になるが、タバサがギルドに潜入した理由は、秘密裏に動き始めた王家の動向を探ることだろう。それと同時期に、休止状態だった〝虹色の剣〟が動き出せば関係あると考えるのが自然だ。


ところが冒険者ギルドが疑ったことで情報が手に入らず、タバサは〝虹色の剣〟に参加するという私に目を付けた。元北辺境地区支部の生き残りがタバサを頼っていたのはおそらく偶然だろうが、タバサは彼女たちを使い捨てできる手駒にしようとした。


結局、こちらもどの貴族家が王家を狙っているのか分からなかったが、それでも王族の暗殺計画は高確率で行われるだろう。


「それに関しては、ヴィーロから暗部に伝える。確定情報ではないが、襲撃の可能性があると分かっていれば暗部でも警戒はするだろ」


その件に関しては一緒に聞いていたフェルドが請け負ってくれた。ヴィーロの仕事がまた増えるが彼なら上手く伝えてくれるはずだ。






「──【幻覚イリュージョン】──」


冒険者ギルドにある鍛錬場にて、レベル４の闇魔法を唱える私の周りに大量の花吹雪が吹き荒れる。その花びらの変化を解いたペンデュラムの分銅型が丸太を砕き、斬撃型が深い亀裂を刻みつけると、冒険者ギルドの職員たちから感嘆の声が漏れた。


冒険者ランクの昇格試験だが、ランク４以上になると王都のギルドでも数年に一度らしく、多くの職員が見学に来ていた。


その中で同じように見学していたフェルドが感心したように頷いた。


「なるほど、ヴィーロの奴が珍しく弟子自慢なんてするからどんな奴かと思ったが、確かにこれなら納得だ」


「まだ実戦では難しいけどね」


落ち着いた状況なら出来るだけで、戦闘の中でレベル４の《闇魔術》とレベル４の《操糸》を同時に使えるかはまだ怪しい。これが安定して使えるのなら、タバサとの戦闘でも火に頼ることなく倒せていたはずだ。


フェルドの、あの夕暮れ時に去って行く大きな背中は私の目標だった。ランク４になって少しは強くなれたと思っていたけど、その背中はまだ遠い。


「そんなこともないと思うが……まあいいか、これからよろしくな、アリア」


「うん」


フェルドはやはりヴィーロが所属している〝虹色の剣〟の剣士だった。私とタバサが廃鉱に向かったあとすぐにギルドに顔を出した彼に緊急依頼が出されたみたい。


虹色の剣のその他のメンバーは、斥候のヴィーロ、そして以前会ったことがあるエルフの精霊使いであるミラと、リーダーであるドワーフのドルトンになる。後者の二人は魔術師サマンサと一緒に虹色の剣を創設した初期メンバーだった。


ドワーフやエルフがいるとしても、百年近くもパーティーが続いているんだね……。それ以上に人族でありながら本当に百年も冒険者をしていたサマンサに驚いた。


でもやはり、メンバーの役割を考えれば、魔術師がいないと戦術の汎用性に欠ける。その辺りを精霊魔法と私の闇魔法でどう補えるかが課題となる。






歩きながら、そんな私の考えを話すとフェルドが考えるように頷いた。


「それでも、光魔術を使えるメンバーがいれば、活動はできるとドルトンは判断した。それで俺もレベル１だった光魔術と火魔術を２まで鍛えたが、まだ使えない呪文もあるし、正直に言うとアリアが来てくれて助かっている」


「そうなんだ……」


「ヴィーロの弟子にしては戦闘スタイルが特殊だと思ったが、アリアは魔術系も師匠がいたんだな。レベル４の闇魔術はサマンサも使えなかったので楽しみだ」


「うん」


私は今、フェルドと王都の街を歩いている。


冒険者ランクの更新は問題なく済んで、あの老紳士は私が戻ってくることを信じてすでに私の名前が彫られたランク４の認識票タグを用意してくれていた。


冒険者の認識票タグはランクによって材質が変わる。ランク１の認識票タグは不純物の多いただの銅製だが、ランク２からは少しずつ魔鉄が混ぜられて色が黒くなっていく。


私が持っていたランク３の認識票タグでも随分黒いと思ったけど、ランク４の認識票タグはほぼ真っ黒で魔鉄製と変わらなかった。


魔鉄製の認識票タグはすぐに作れるものではないけど、そちらはすでにヴィーロが用意するように連絡していたそうだ。……本当にヴィーロは有能だね。子ども視点だとダメな大人なのに。


事件も終わり、ランクの更新が済めばもう用は終わりなのだけど、そのあと防具の調整をするためにゲルフの店に行くと告げると、フェルドはまだ王都の地理が不案内な私を案内してくれることになり、二人で向かうことになった。


フェルドは王都で私に会ったことは思い出しても、その前に街道で出会った浮浪児が私だとは思い出さなかった。


あの時は少年だと偽り、今は外見年齢もまるで違うので仕方ない部分もあるし、私も自分から言うつもりはない。


私の外見が平民の成人近くにまで成長して、正式に彼と仲間になったことで、フェルドは私を子どもとしてではなく大人と同様に扱ってくれている。


フェルドは知らない子どもに、他意もなく生きるための手ほどきをするほどのお人好しで、師匠と同様に〝人〟として信頼もしている。だからだろうか、もしかしたら私はあの時の子どもが私と知られることで、また子ども扱いされるのが嫌なのかもしれない。


「…………」


なんとなく……誰かと町を歩くのは久しぶりで緊張する。


ずっと一人でいたから気付かなかったけど、普通はそんなものなのだろうか？　私も大きくなったけど私よりもずっと大きなフェルドの隣を歩くのは、どこか安心するような照れくさいような不思議な感じがした。


不思議だけど嫌じゃない。でも、そんな二人の街歩きも長くは続かなかった。


「──あ、フェルド？」


「おう、ミラか」


偶然か必然か、たぶんこれから向かうゲルフとも知り合いだから必然のほうだろう。以前、フェルドと一緒に貴族少年たちの護衛をしていたエルフのミラとばったり出会った。


「あれ？　そっちの子って……」


私がじっと見ていると視線を感じたのか、フェルドの陰に隠れていた私にミラが気付いた。


「覚えているか？　ドワーフの防具屋に連れていったあの冒険者だよ。ヴィーロの弟子で俺たちのパーティーに入る、アリアだ」


「そうなんだ？　でも良かったぁ……。サマンサが引退して女の子が私だけになったから、あなたがきてくれて嬉しいわ。よろしくね、私のことはミラで良いから」


「うん。よろしく、ミラ」


精霊使いのミラ。確かミラは愛称で本名はミランダだったか。森奥に住むという森エルフは全員が狩人であり、弓の腕もかなりのものらしい。


エルフ的な感性かもしれないが、どうやらミラは自分だけでなくサマンサも〝女の子〟の範疇だった。女が増えて本当に嬉しいのか、ミラはフェルドに紹介された私をニコニコと見つめていた。


「それで二人はどこに行くの？　ドルトンのところ？」


「アリアが防具の調整をするから、あの防具屋に行くらしくてな。アリアも王都は久しぶりだから案内していた」


「ああ、ゲルフのお店ね。それなら私も用事があるから一緒に行きましょうか」


やはり再会したのは必然だったようだ。特に断る理由もなく、私たちは三人でゲルフの防具屋に行くことになった。


ニコニコと微笑みながらフェルドや私とたわいない話をするミラに、周囲の男性がチラチラと視線を向けていく。


師匠も自分で言っていたけど、エルフ種は誇り高くそれに比例するように自尊心も強い。でもミラはそんなエルフでありながら尖った印象がなく、見た目二十歳ほどの美人であるミラに多くの男性が目を奪われているように感じた。


とくにミラからは優しいというか、見た目の印象から柔らかな感じがしてそう思うのかもしれない。きっとこういう女性が男性に好まれるのだろう。


「どうした？　アリア」


あまり会話に参加せず黙って歩く私にフェルドが声を掛けてくれた。


「うん？　ミラって綺麗だよね……ヴィーロの彼女ってミラじゃないよね？」


フェルドもミラのような女性が好きなのだろうか……そんな思いもあって気になっていたことを問いかけるとフェルドがミラに気付かれないように首を振る。


「ないない、それはない」


妙な顔をして否定したフェルドは、三十センチ以上背の低い私に顔を寄せて、こっそりと教えてくれた。


「ミラはエルフだから見た目は若いけど、中身はサマンサと同年代だ。森にいるエルフは違うんだろうが……はっきり言って中身は普通の『おばちゃん』なんだよ」


「……？」


一瞬訳の分からない単語を聞いた気がして首を傾げるが、フェルドはそんな私に気付きもせずに深い溜息を吐く。


「ミラはなぁ……俺どころかヴィーロまで子ども扱いしてくるし、すぐに飴とかポケットにねじ込んでくるし、外見で言い寄ってくる男は多いんだが、大抵三日で離れていくな」


「……そうなんだ」


どうやら彼女の性格が温和なのは、百年近く人間社会で暮らして丸くなったのではなく、『おばちゃん化』してしまったせいらしい。


そういえば師匠も見た目は三十歳くらいでまだ若いのに、人族国家での生活が長すぎて自分のことを『婆』って呼んでいた……。


「アリアは、闇ダークエルフを知っているか？」


「うん」


一瞬、心の声が漏れたのかと驚きながらも顔には出さず頷いた。


「闇エルフの話題をミラに振るなよ？　なんか知らんが、昔どこかの国の戦場で、やたらと強い女魔族に散々からかわれたらしくてな……いまだに根に持ってるんだよ」


強い女魔族……それで口の悪い闇エルフだと、誰かと被るな。


「ミラに関してはそんなところだが、でもアリアは、なんでいきなり、そんなことが気になったんだ？」


「……ミラを見ている男の人が多いからね」


「いつもこんな感じだよ。でも今日は、お前のことも見ている奴は多いぞ。美人というのならアリアもだな」


「…………」


偶に見た目が良いと言われることはあったけど、自分ではよく分からなかった。でも、フェルドからそう言われると、大人扱いされたこともあって仄かな気恥ずかしさを感じた。


「ああ……なんだ、こんな場所で考え込んでいると、はぐれるから気をつけろよ？」


黙り込んだ私にフェルドも自分の言葉で気恥ずかしくなったのか、指先で頬を掻く。


「うん……」


王都は他の街とは比べものにならないくらい人が多い。本当に歩きが遅くなっていたみたいで、はぐれると言われた私は反射的にフェルドの服の裾を指で摘まんでいた。


「あ、アリア？」


「うん？」


どうしたのだろう……？　何かあるのかと下から見上げるようにして首を傾げると、何故かフェルドがわずかに視線を泳がせて目を逸らす。


「……いや、なんでもない」






そのまま何故か口数が少なくなったフェルドに掴まったまま、ドワーフの防具屋ゲルフの店に到着した。


「ゲルフ、いる？」


「あ～ら、アリアちゃんにミラちゃんじゃない。それにいい男も一緒なのね」


いつものように肌色面積が多いピッタリとした革服を着たゲルフが、綺麗に整えられた長い睫毛で片目を瞑ると、良い男と言われたフェルドが引き攣った顔で半歩下がり、ミラが半笑いを浮かべた。


「ゲルフ、腰と胸元が動かしにくい。なんとかなる？」


「……相変わらず反応が淡泊ね、この子は。まぁいいわ、そろそろ成長する頃だと思って新しい服を作っておいたわ。着て見せてね」


どうやらゲルフは私の成長を見越して、新たな防具を作ってくれたようだ。また奥に引っ張り込まれて、今の装備を回収されて新しい装備を渡される。


「前のもちゃんと手入れしてあるけど、随分とキツい戦いをしてきたのね。防具も万能じゃないから身体を大切にしないとダメよ」


「うん、ごめん」


「この新しい装備は、あなたの外見に合わせてあるの。形状はあまり変わらないけど、大人っぽいデザインにしてあるから、さらに〝守備力〟が上がっているわ」


……なんの守備力？


新しい防具の形は、詰め襟になった黒の袖の無いワンピースのままだが、素材は今まで着ていた物と同じ飛竜の皮膜を使いながら、過酷な環境にも適応できるように耐火性と耐水性を向上させているらしい。


形状としては細かな部分が身体の成長によって変更され、スカートの側面についていたスリットは深くなり、スカート自体の丈も膝上から膝下の長さになって、動きやすいようにめくりやすくなっていた。


「うん、いいわねっ！」


「うん、すごくいい」


以前よりもわずかだけど軽くて動きやすくなっている。何故かゲルフと私で褒めている部分が違う気がしたけど、どちらも気に入っているのだから問題ない。


着替え終わって店内に戻ると私を見たミラが目を輝かせた。


「さすがゲルフねっ、アリア、可愛いわっ！」


「そう？」


自分ではよく分からないけどミラが言うのならそうなのだろう。使い勝手を確かめるように、深くなったスリットからナイフを取り出していると、フェルドがわずかに視線を逸らした。


「フェルド？」


「ああ……うん、いいんじゃないか？」


フェルドに言われると何となく安心する。彼の服を思わず掴んでしまったのも、彼なら大丈夫だと何故か無条件な安心感があった。


あ、そうか……と、私はふと気付く。


「フェルドって、一緒にいると安心する」


私が何気なくそんな言葉を漏らすと、ゲルフが目を見開き、ミラが何故か目を輝かせ、言われたフェルドはどこか落ち着きなく視線を泳がせた。


「そ、そうか？」


「うん……〝お父さん〟みたい」


私が素直な気持ちを口にするとフェルドが硬直して、ゲルフとミラがそんなフェルドを見て指をさしながら爆笑していた。


……何か間違ったのかな？








    
  
  




＊＊＊


王都に到着して一ヶ月が過ぎ、季節もすっかり秋となって私も十一歳になった。


何故か宿ではなくゲルフの家に厄介になりながら、装備系の整備やミラに紹介してもらって錬金術で薬品なども作製した。ミラもエルフらしく薬草に精通しており、錬金術でパーティーのポーションなどを作っていたそうだが、私も作れると聞いてものすごく喜んでいた。


この一ヶ月の間、何故か気落ちしたらしいフェルドに代わってミラやゲルフと多く関わるようになって、ミラとはかなり打ち解けたと思う。……まぁ、偶にポケットに紙で包まれた菓子を突っ込まれて驚くことはあるけど。


そうしてフェルドが謎の気落ち状態から復活した頃、冒険者ギルドの鍛錬場で彼と戦術などを確認していると、姿を見せなかったヴィーロと一緒に貴族と今回の依頼内容を調整していたらしい、虹色の剣のリーダー、ドルトンとようやく顔合わせできることになった。


サマンサが引退したので彼女はいないが、パーティーとしての〝虹色の剣〟が全員集まるのは数年ぶりのことらしい。


王都にはドルトンが所有する、パーティーで集めたアイテムなどを所蔵する屋敷があり、虹色の剣のメンバーは自由に使えるそうだが、私は初めて中に入ることになる。


フェルドやミラと共に屋敷へ入ると、そこには若干疲れ顔のヴィーロとあきらかに強者と分かる大柄なドワーフが出迎えた。


「俺がドルトンだ。お前さんがヴィーロの野郎の弟子だという、アリアか？」


「ヴィーロからは斥候の技術を習った」


ドルトンは一般的に想像する小型でずんぐりとしたドワーフと違い、威圧感のある巨体で私を値踏みするように睨めつけた。


彼はドワーフだけど、ガルバスやゲルフのような鉱山に住んでいる『岩ドワーフ』ではなく、森に住む『山ドワーフ』という種族らしい。


その違いは、森エルフと闇エルフのような一目瞭然な違いではなく、生まれと体格と性格で判断される。


鉱山に住んで鍛冶をする岩ドワーフはあまり柔軟な思考をせず頑固者が多い。洞穴に潜り穴を掘ることから筋肉の塊のような体付きをしていた。逆に森に住んで木工や銀細工をする山ドワーフは比較的人族に近い体型をしており、細かい作業が得意で社交的な人物が多い。


だが、百年以上も第一線の冒険者として活動してきたドルトンは、人族に近い身長と岩ドワーフを超える横幅と筋肉量があり、彼に比べれば筋肉男だと思っていたフェルドが優男に見えるくらいだ。


この居間に並べられた魔銀ミスリル製のフルプレート鎧や巨大な戦鎚など、並の戦士では扱うことも難しいだろう。


もっとも、小さな城が買えるような値段の装備を、並の戦士が揃えられるとは思えないけど。


「……ふむ」


ドルトンはドワーフには珍しく、ゲルフのように短く刈り込んだ顎髭を弄りながら、じっと私を見つめてニヤリと笑う。


「ヴィーロが自慢するほどの弟子だからどれほどかと思ったが、なるほどな……戦闘力だけなら合格点だ。だが、俺たち〝虹色の剣〟は貴族にも信用がある、クレイデール王国でも有数のランク５パーティーだ。お前の素性など関係ないが、その一人となるのなら最低限、その名にふさわしいお前の〝胆力〟を見せろ」


ドォンッ!!


その瞬間、破裂音の〝幻聴〟さえ聞こえるような〝殺気〟と〝威圧〟がドルトンから迸る。


ランク５の重戦士が発する圧力が彼の姿を巨大に見せ、一瞬で身の丈ほどもある戦鎚を片手で振り上げたドルトンが私に向けて振り下ろした。


これがランク５の最高峰……。その巨大な威圧感に私の身体が恐怖に震える。だが、私もランク５のグレイブや幻獣のネロと渡り合ってきた。彼の殺気を感じた瞬間、呼応するように全力の身体強化を使い、私は放たれた矢の如く飛び出した。


ブォンッ!!


一瞬の攻防に室内の空気がビリビリと震え、風となって渦巻くと、ドルトンの戦鎚は私の肩に触れるように添えられ、私の黒いダガーはドルトンの左目数ミリ前で切っ先が止まっていた。


「これ以上やるなら本気で殺しあう」


「……くっくっく、ヴィーロ、こんな奴どこから見つけてきやがった？　絶対お前だけの弟子じゃないだろ」


ピクリともブレない切っ先と私の威圧に、ドルトンが堪えきれないように笑い出してヴィーロに視線を向ける。


「ひっでぇな。まぁ、アリアには魔術の師匠もいるらしいし、暗部のセラにも師事していた経験があるから、ただのガキと油断すればお前でも〝喰われる〟ぜ？」


「ハハハッ、了解だっ！　ヴィーロがまだ成人前の女を連れてきたと聞いたときには、大人の女に相手をされなくてそっちに走ったかと思ったが、こいつはいい拾いものだ！」


「さらにひでぇな!!」


……そういう認識だったのか。わずかなやり取りだけど、ヴィーロのパーティーでの立ち位置が見えたような気がした。


私とドルトンの攻防にフェルドとヴィーロは冷や汗を流しながらも息を吐き、唯一パーティー内で近接戦闘力が低いミラだけが暢気に手を叩いて喜んでいた。


ドルトンはあっさり戦鎚を下げると、まだダガーを抜いたままの私に無造作に近づいて私の肩を軽く叩く。


「気に入ったっ！　〝虹色の剣〟にようこそっ、アリア!!」


こうして私は正式に〝虹色の剣〟の一員となり、私たちは数日後、大規模ダンジョンがある離島に向かうためフーデール公爵領へと旅立った。







襲撃者


王都からフーデール公爵領への移動は、ドルトン所有の大型高速馬車に乗っていく。


見た目は装飾を排除した貴族の馬車と言ったところか。でも、装飾を取り払ったのは重量を軽減して速度を上げるためで、実際は王族が使う馬車並の金が掛かっているらしい。


見た目は質素だが表面は錬金術と魔術で加工されて、計算上ならレベル５の火魔術にも耐えられると豪語していた。


「実際に食らったことはねぇがなっ」


というのはヴィーロの言葉だ。耐えられるけど二度目は廃車になるみたい。


下の部分にある数十センチの空洞部分に中に持ち込めない武器や装備を仕舞い、床下からも取り出せる。屋根の部分は戦利品を仕舞うスペースになっていて、そのどちらも収納系の闇魔術で収納量を増やして重量を軽減してあると言っていた。


その間に人が乗り込むことになるが、大柄なドルトンやフェルドが乗っても充分に余裕があるので、十人は軽く乗れるはずだ。


馬車は四頭の馬で牽いているけど、駆動系は魔道具でもあるらしく、馬が牽いていても魔石を動力としてある程度は自力で走行しているらしい。


「いいか、アリア。光魔術が使えることでお前を入れたが、お前の戦闘スタイルを無駄にするつもりはない。基本は斥候として動いてもらう」


馬車の中でドルトンが私の役割について説明してくれる。


「戦闘中の回復はどうするの？」


「サマンサがいた時でも戦闘中に回復なんて滅多にしなかった。基本は戦闘後のポーションで済ます。気になるようならフェルドのように自分で覚えて治せって話だ」


私も戦闘中は自分に治癒を使わない。隙を見て使うこともできるが、その隙が致命傷となる場合もある。


「アリアには、戦闘に支障が出るような傷の場合のみ治療をしてもらう。だが、俺たちは全員が戦闘員だ。魔力を無駄に消費していざという時に戦えないんじゃ意味がない。魔力回復ポーションも、日に数本も常飲していると効きが悪くなる場合があるからな」


「了解」


その話は私も納得できるので特に意見はない。でも、治療をするにしても連携するとしても各自の役割を知らなければパーティーは円滑に動かなくなる。


冒険者パーティー〝虹色の剣〟の現在の構成は、こういう形になっている。






重戦士　盾役と攻撃役


▼ドルトン・ロックウォール　種族：山ドワーフ♂・ランク５


【魔力値：２５０／２５０】【体力値：５１２／５１２】


【総合戦闘力：１９４０（身体強化中：２４２０）】






剣士　最前線の攻撃役


▼フェルド・ルーイン　種族：人族♂・ランク５


【魔力値：２２５／２２５】【体力値：３７０／３７０】


【総合戦闘力：１４９４（身体強化中：１９０８）】






斥候・軽戦士　警戒や罠の解除、遊撃役


▼ヴィーロ・ドーン　種族：人族♂・ランク４


【魔力値：２２０／２２０】△10UP　【体力値：３２０／３２０】△10UP


【総合戦闘力：１０５６（身体強化中：１２８１）】






精霊使い・弓兵　精霊魔法による攻撃と防御、警戒と遊撃役


▼ミランダ・モーモー　種族：森エルフ♀・ランク４


【魔力値：３５０／３５０】【体力値：１７５／１７５】


【総合戦闘力：１０９７（身体強化中：１３２１）】






幻術師・暗殺者　魔術による回復、警戒と遊撃役


▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク４


【魔力値：２７０／２７０】【体力値：２１０／２１０】


【総合戦闘力：９１６（身体強化中：１１２３）】






私たちは戦闘力や戦闘スタイルの他にも特技や奥の手を教えあう。冒険者同士だと奥の手まで教えることはまずないが、それに拘ってエレーナを危険に晒しては元も子もない。


私の場合は原初の戦技である身体強化だが、ミラの場合は精霊の弱点などもあり、信用してもらえているのだと実感した。


やはりランク５の魔術師であるサマンサが引退したので、全体的な戦力は落ちているが、ドルトンによれば人族であるフェルドとヴィーロが成長しているので、私とミラの魔術次第で以前と同程度には戦えると考えているそうだ。それでも私はいずれヴィーロと交代になるので魔術師は継続的に探すことになる。


今回の最終目的地である大規模ダンジョンは離島にあるので、この馬車で向かうのはフーデール領内にある港町だ。


通常なら比較的安全な主街道を通って公爵の街へ入り、そこから東にある港町に向かうのだが、私たちは途中で主街道から離れて森の中を進むルートを使う。この道だと主街道より狭いが、一般の旅人はあまり通らないので馬車を使いやすいのだと聞かされた。


そうして森の中を進み、そろそろ暗くなってきたので野営地を探そうかという時間になって、御者の人から声が掛かる。


「ドルトン様、かなり前方ですが剣戟らしき物音が聞こえます。ここからでは襲われているほうも襲っているほうも分かりませんが、いかがいたしましょう？」


この御者の人は、ドルトンの屋敷を管理している執事のお爺さんだ。とは言っても本職の執事ではなく引退した元暗部にいた人間でランク３の斥候程度の実力があり、加齢で戦闘力は下がっているけど、彼が感じた情報は信頼できる。


「どこかの馬鹿な商隊が襲われているのか？　面倒だが仕方ない。若い奴は馬車から出てちょっと片付けてこい」


ドルトンが顔を顰めながらも指示を出す。彼が不機嫌なのは、この道が主街道に比べて安全ではないと分かっているからだ。


山賊や盗賊、狼など魔物は出なくても危険は幾らでもある。それでもある程度の護衛がいれば襲われはしないのだが、襲われている側はその護衛が十分ではなかったのだろう。


一般人が通らない道なら馬車は速く進むことができる。そこに危険があっても傭兵団か冒険者を雇えば済むはずだが、金銭を惜しんで被害に遭う商人が一定数存在する。


「じゃあ行くか」


「うん」


ドルトンの言葉にフェルドと私が席を立つ。


『若い奴』と言われて、見た目が若いミラは干し果物を囓かじりながら席から動かず、逆に立ち上がろうとしたヴィーロは、途中で私と目が合って自分が若手ではないと気付いたのか、そのまま腰を席に戻した。






馬車の外に出ると確かに遠くから剣戟の音が聞こえていた。フェルドもそれに気付いたのか前方を見据えて少しだけ険しい顔をする。


「魔物じゃないな……武器がぶつかる音が重い。戦闘訓練を受けた者同士の戦闘だ。気をつけろ、アリア」


「了解」


念のため、御者の執事さんにその情報を伝えてから、フェルドは乱戦になることを想定して大剣ではなく二本の手斧を両手に構え、私は武器を抜かずにそのまま暗くなった道を走り出した。


夜目が利く私が先頭を走り、その後をフェルドが付いてくる。さすがフェルド……。鎧を着て重い武器を持っていても手加減をする必要はなさそうだ。


走り出して数十秒で道の先に魔術光と松明のわずかな灯りが見えると、その状況が少しだけ見えてきた。


「襲われているのは推定貴族の馬車。襲撃者も人間みたい」


「敵の判別はつくか？」


「顔を隠した黒い革鎧が襲撃者かな？　それで、加勢はする？」


「そこまで分かりやすい構図なら、いいんじゃないか？」


「わかった。先行する」


私はその瞬間に身体強化で飛び出した。私とフェルドは敏捷値が同じでも、体重の軽い私は走力だけなら彼よりも速い。


私の暗視が遙か前方にある数台の貴族の物らしき馬車を捉えた。貴族にしては護衛の数が少ないように見えるが、腕が立つのか倍近い数の襲撃者相手に互角の戦闘をしていた。……いや、護衛のほうは少し分が悪いか。


その中で一人の騎士が三人の襲撃者相手に苦戦しているのを見て、即座に私も行動に移る。


「──【幻痛ペイン】──」


走りながら狙いをつけ、射程に入った瞬間に闇魔法を放つ。


「ぐぎゃっ!?」


槍を振り上げていた襲撃者の一人が、幻術の激痛を受けて悲鳴をあげた。それに驚いて振り返る隣の男の覆面に数本の投擲ナイフを突き立て、硬直している男の首を刃鎌型のペンデュラムで引き裂き、私は駆けつける勢いのまま最後の黒革鎧の顔面を踵で蹴り上げながら、黒いナイフでガラ空きの咽を斬り裂いた。


ナイフを振って血糊を飛ばしながら振り返ると、襲撃を受けていた騎士は一瞬身体を震わせる。


「通りすがりの冒険者だ。そちらが襲撃を受けている側で間違いない？」


「そ、そうだっ」


黒鎧の覆面三人を、有無を言わさず殺してからの問いになったが、その騎士は唖然としながらも勢いよく頷いた。


「余計な世話だった？　必要ないなら戻る」


「いや、助勢に感謝する。襲撃者が予定より多かったので、先行している馬車が心配だ。だが君は……」


「冒険者、〝虹色の剣〟だ」


「なんとっ、虹色の剣の方か！」


やはり〝虹色の剣〟の名は貴族にも知られているらしく、騎士の顔が安堵するように明るくなった。それとは逆に加勢に来た私が邪魔だと思ったのか、その周辺にいた襲撃者の覆面黒鎧が数人ほど私のほうへ向かってくる。


襲撃者の戦闘力は２５０前後……ランク２の上位かランク３の下位と言ったところか。手練れとは言いがたいが相手の覚悟次第では油断できる相手でもない。それでも奇襲を優先したのか鎧は金属ではなく革鎧で、それなら私でも対処は可能だ。


私は即座に闇に放った分銅型のペンデュラムで、先頭の男の側頭部を真横から打ち抜き、スカートを翻すようにして抜き放った投擲ナイフでその喉を貫いた。


闇の中でペンデュラムを引き寄せ、遠心力で大きく弧を描く分銅型がその次に迫る襲撃者の頭頂部を打ち砕く。


「くそっ」


私の武器が闇の中から襲ってくると気付いて、黒鎧の襲撃者は腕で急所を庇うように突っ込んできた。


私はそれに合わせて跳び上がるように顔を庇っているガードの上から膝を打ち込む。


「ぐがっ!?」


呻きをあげて顔を上げる、空いたガードの隙間から腕を差し込み、私は男の首に巻き付けるようにして背後に回りながら首の骨をへし折った。


「あぶないっ！」


先ほど助けた騎士の声が聞こえ、さらに二人の襲撃者が剣を構えて飛び込んでくるのが見えた瞬間──、加勢しようと飛び出そうとする騎士の両脇をすり抜けた〝手斧〟が、襲撃者二人の顔面に突き刺さる。


「アリア、速すぎるぞっ！」


文句を言いながら追いついてきたフェルドは、駈けてきた勢いのまま背から魔鋼製の大剣を抜き放ち、飛び込むと同時に襲撃者の一人を上下に両断した。


「お、お仲間か……？」


そのあまりの威力に騎士の声が掠れていた。私はその騎士に軽く頷くと、次の敵を捜すフェルドに声を掛ける。


「先行している馬車も襲われている」


「分かった。アリアはそっちに行ってくれ。こっちにいる連中は俺が相手をする」


「……了解」


分かってはいたけど、やはりフェルドは強いな。この程度の相手ならランク３が数人交ざっていても、油断さえしなければ問題ないだろう。


「さあ来い！　覆面どもっ！」


若干、脳筋ぎみなのが気になるけど……。


フェルドの参戦に若干引き気味になった襲撃者の間をすり抜け、私はこの場の誰も追いつけない速度で飛ぶように駈け出した。


襲撃されていた馬車の側を通るとき、攻撃を受けたのか剥がれ掛けていた板の内側に見覚えのある紋章が目に映る。


（……王家の紋章？）


ダンドールの保養地でエレーナが乗っていた馬車にも同じ紋章が付いていた。だとするならこの一行は王家の関係者？


ドルトンからは安全面の問題から、王家の馬車がどこを通るのか分からないと言われていた。


可能性があるとしたら、ダンジョンに向かう王太子かエレーナの馬車だが、まさかこの程度の護衛で、安全な主街道を使わない理由がわからない。


一応、ヴィーロから襲撃があるかもしれないと伝えているはずだが、王族も彼らだけじゃないし、こんな道を通るのなら急ぎの物資を運んでいるだけだと良いんだけど……。






道を進んでいると暗がりの中に転がる、黒鎧や護衛の騎士の姿が映る。生死を確認するまでもない。魔素を視る私の目なら、鑑定するまでもなくその生命力が残っていないことは理解できた。


相打ちだったのか？　それともまだ手練れが残っているのか？


ヒュンッ!!


その瞬間、森の暗がりから飛んできたナイフを、とっさに【影収納ストレージ】から手に出した汎用型のペンデュラムで弾くと、私も木の陰に身を隠しながら、森の中に一瞬見えた影に向けてスカートのスリットから抜いたナイフを投げ放つ。


「…………」


おそらくは躱された。闇の中で何者か分からないが、一瞬だけ見えたその魔素の影から相手の強さは感じることができた。






▼正体不明　種族：人族？


【魔力値：１８２／２２０】【体力値：２２１／２６０】


【総合戦闘力：９２９（身体強化中：１１２６）】






相手も私の戦闘力を察したのか、暗闇の森を震わすような〝殺気〟が迸る。


……なるほど。〝手練れ〟がいたな。







再会と出会い


戦闘力だけでなく、気配の消し方や威圧感からかなりの手練れだと推測する。


先ほどの感触と戦闘力から判断すると、相手はランク４の斥候系暗殺者か。


この敵には〝迷い〟がない。行動に迷いがないということは確固たる〝信念〟とそれを達成するための強い〝意思〟があるのだろう。


そういう敵は、視えている戦闘力以上に危険だ。


暗い森の中、互いに〝敵〟の姿を一瞬だけ捕捉して、私は敵を見失い、相手は私がこの木の後ろに身を隠したことを知っている。


後手に回っては不利になる。そう判断した私は刃鎌型のペンデュラムを頭上の枝に掛けて、糸を使って一気に木の上に跳び上がる。


だが、相手も同じことを考えていたのか、跳び上がると同時に何処かの木の上から何か小さな物が飛来する風切り音が聞こえた。


「──っ！」


ナイフではない？　正体は分からないが受けるのはまずいと判断して、跳び上がった勢いを使って他の木に飛び移ると、先ほどまでいた木に何かが撃ち込まれる音が響く。


正体不明の相手と武器……それでも相手が潜むおおよその位置に当たりを付け、汎用型のペンデュラムを撃ち込んだ。


指先の加減と魔力で糸を操り、幹の裏を旋回させるように狙うと、微かに刃が弾かれる音がしてそこから人影が飛び出した。


暗視で〝視えて〟いても、相手の隠密レベルが高いのか輪郭しか捉えられない。


だが、〝殺し合い〟をするならそれで充分だ。その人影に向けて私がすかさずスカートのスリットから抜いたナイフを投擲すると、人影の周囲に風の魔素が気流のように渦巻き、私の投げたナイフが逸らされた。


だけどそれに驚く間もなく、人影からまた何かが放たれたと感じて樹木を盾にして躱すと、その幹の表面に硬質な何かが食い込んだ。


これは……〝礫つぶて〟？　これがあの攻撃の正体か。


礫は投擲ナイフより威力は劣るが、角を尖らせた小さな金属の塊は、手練れが使えば人の皮膚を容易く突き破り肉に食い込む、使い方の難しい暗器の一種だ。


これが厄介なのは予備動作なしで放たれることにあり、躱しにくく受ければ激しい痛みが残り、出血が止まりにくい。


そして私のナイフが逸らされたのは、風の属性魔術である【風幕エアカーテン】だろう。これは術者の周囲に風の結界を展開して矢を防ぐものだが、これが使えると言うことは最低でもレベル２以上の魔術が使え、ペンデュラム以外の私の投擲はほぼ無効化されると思ったほうがいい。


予想以上に厄介な相手だが、それならそれで戦いようはある。


「──【幻覚イリュージョン】──」


木から木へ飛び移りながら、私は構成しておいたレベル４の闇魔法、【幻覚イリュージョン】を解き放つ。私の技量ではまだ生物を自然に見せることはできないが、この〝暗闇〟の中でなら話は別だ。


ブンッ……と周囲から『暴れて飛び回る蜂』の気配を創り出すと、その瞬間に飛び出してきた人影に向けて近場の木の幹を蹴るように飛び出し、私は空中で交差するその人影と互いに蹴りを繰り出した。


バシンッ！


相手の蹴りが私の肩を打ち、私の蹴りが人影の脇腹を蹴り飛ばす。


だが、まだだ。お互いの身体が宙に浮いている間はまだ攻撃できる。


一瞬の感覚と判断による空中機動。何もない空間に勢いよく脚を振って、空中で体勢を変える。


『──!?』


私のあり得ない動きに人影が一瞬困惑する。私の体術は師匠セレジュラの直伝だ。師匠は魔術とこの体術で戦場を生き抜き『戦鬼』と恐れられた。


体勢を変えた私が黒いダガーで人影を狙う。だが、困惑した相手もとっさにナイフを構えてぶつかり合うように弾かれた。


敵のレベル４になっているのは《体術》と《短剣術》か。私も体術はレベル４に達しているがレベル３の短剣術では攻めきれず、また少し距離を空けられた。


その瞬間に人影から放たれた礫を、今度は両腕を振るようにして回転して躱し、その勢いを使って投げ放つ分銅型のペンデュラムが遠心力で重さを増して、周囲の木の枝を薙ぎ払いながら人影の風の護りを突き破った。


『──っ！』


相手が微かに息を漏らして、ついに人影が地に落ちる。


……女？　蹴り合った体重と体型からするとその可能性が高いと考え、私は即座に速度重視の戦闘に切り替えた。


私も地面に降りるとその瞬間を狙って礫が放たれる。私は一瞬も止まることなく横に転がるように回避しながら、再び分銅型のペンデュラムを人影の真上から叩きつけた。


「──っ！」


だが相手は、地に落ちた不安定な体勢のまま、真横にスライドしてペンデュラムを避け、〝線〟状になった風の魔素を撃ち放つ。


【風刃ウィンドカッター】か！　ゲルフの防具ならまともに受けても斬り裂かれはしないが、まともに受けて一瞬でも硬直すれば、その後にどんな攻撃をされるか分からない。


「──【魔盾シールド】──」


私の〝目〟で視える風の魔素に合わせるように一瞬だけ出した【魔盾シールド】で【風刃ウィンドカッター】を受け流す。


「──【幻影シャドウ】──」


この暗い森の中では二手に分かれた〝私〟を暗視で見分けるのは困難なはず。それでも注意深く見れば分かるレベルだが、人影は判断する手間さえ惜しんで礫でどちらも同時に攻撃してきた。


幻影が礫を受けて消滅する。でもその一瞬の間に滑り込むように礫を躱して、接近した私が黒いダガーを繰り出すと、相手はまた横にスライドするような足捌きを見せて私の刃を躱し、そのままナイフを振り下ろした。


身をすり合わせるような距離の接近戦。私と人影は牽制をすることもせずに相手を一撃で殺せる急所だけを狙い、互いにギリギリで躱していく。


振り下ろされたナイフを、私もスライドする足捌きで躱し、猫のように体勢を低くして地面を蹴り、全身を使って人影の足下を薙ぎ払うと、相手は長いスカートを翻して側転するように跳び避けながら再び距離を取った。


「…………」


この動き……どこかで見覚えがある。その思いは相手も同じなのか、互いの間で一秒か二秒……奇妙な〝間〟が生まれた。


その瞬間、私の《探知》が複数の人間が接近してくるのに気づく。


『こっちにいたぞっ！』


黒鎧の襲撃者が四人……邪魔だ。そう思った瞬間に私は地を蹴って、低空を転がるように回転しながら刃鎌型のペンデュラムを投げ放つ。


先頭を走っていた黒鎧がギリギリで刃を避けると、私はその瞬間に糸を引いて、鎌状の刃が男の頸動脈を引き裂いた。


そのまま両手で地面を掴むように全身をたわめて飛び出した私は、もう一人の男の足を蹴って転がし、その眉間に黒いダガーを根元まで突き刺して殺す。


残り二人……その気配を探ると、残りの黒鎧二人は礫に撃ち抜かれて痛みに硬直した瞬間、飛び出した人影に組み付かれるように首をへし折られて死んでいた。






「「…………」」


暗い森の中で互いを警戒して隠密を使いながらも、私たちは同時に殺気を消して相手の様子を窺いながら、私は確信を持ってその〝名〟を口にする。


「……セラ？」


「……やはりアリアでしたか。途中で〝もしかして〟……とは思いましたが」


互いに相手を確認して、私たちは隠密を解いて姿を見せた。


「久しぶり……セラ」


「久しぶりですが、わずか三年足らずで、よくそこまで強くなりましたね……」


わずかな期間だが、セラには隠密戦や体術以外にも、私が活動する上で役立つ様々なことを教わった。


「ですが、なぜ、あなたがこちらに？」


「ヴィーロから聞いてない？　例の依頼に参加するために、〝虹色の剣〟に入った」


私がそう言うとセラは暗闇でも分かるほど目を見開き、脱力するように深々と溜息を吐いた。


「ヴィーロからはあなたの生存を聞いていました。けれど、彼があなたを〝虹色の剣〟に誘ったのは〝保護〟ではなく〝確保〟だったようですね。どうやらヴィーロは、あなたの成長した強さを意図的にこちらに伝えなかったようです」


ヴィーロは私の情報を全て伝えてはいなかった。セラはヴィーロが私を確保するために黙っていたと考えたようだが、おそらくそれだけではないだろう。


それを示すように私たちの間には数メートルの距離がある。


「アリア、あなたがグレイブに襲われたことは聞きました。だから、あなたが我々を信用できないのも理解しています」


「セラ個人に思うところはない。でも、暗部は別だ。敵対はしないし、内容によってはヴィーロのように仕事を受けもするが、私が暗部に戻ることはない」


ヴィーロはセラが私の成長を知れば再び暗部に誘うと気付いていたのだと思う。でも彼は、虹色の剣に確保するのと同時に、暗部をまだ信じ切れない私に誘いを断る理由をくれた。


「……そうですか。それにしても……」


セラはまた軽く溜息を吐いて私をじっと見る。


「まさか、たった三年で追いつかれるとは、思ってもみませんでした」


「まだ、近接面では追いついてないと思うけど？」


「あなたをヴィーロに取られたのは口惜しく感じますが、虹色の剣ならあなたの力をさらに伸ばしてくれるでしょう。追いつこうとしていた、うちの息子にとっては不幸なことですが……」


「……？」


私が首を傾げると、セラがまた溜息を吐いて頭痛がしたように眉間を指で押さえた。


「綺麗にもなりました。まだ髪は切らないでいてくれていますね」


「セラやセオと〝約束〟したから……」


私が髪をあまり切らないように伸ばしていたのは、二人との約束があったからだ。


そう考えると私は随分と二人を信用していたんだね……。そういえばセオはどうしているのだろうか？


私が『約束』と口にすると、セラの私を見る視線が柔らかくなり、殺し合いをしていた殺伐とした空気が少しだけ和らいだ。


でも今はそれどころではないはずだ。セラも表情を引き締めると侍女服の埃を軽く払い、視線をどこかへ向けた。


「こんな所で世間話をしている暇はありませんね。こちらに来た襲撃者は、先ほどのあれで全てだと思いますが、アリアがここにいると言うことは、他の〝虹色の剣〟の方々もこちらにいらっしゃっているのですか？」


「加勢に来たのは私とフェルド……剣士の男だけだ。彼は途中で殲滅作業に入ったので、セラ並の相手がいない限りは、すぐに片付くと思う。……こいつらは何者？」


「まず、こちらも〝殿下〟の安全を確認するので、あなたも〝虹色の剣〟なら一緒に来てください。歩きながら少し話しましょう」


「了解」


『殿下』ということは、やはり王族が来ているのか。でも、ここに来ているのがエレーナなら、セラは名前で呼ぶはずだ。


エレーナはここにいないのか？　それでも王妃やエレーナ以外の王族にセラが世話役に就くとは思えず、王妃がこんな場所に来るとも思えない。


ならばここに来ている王族とは誰か？


「簡単に説明しておきます」


私たちは真っ暗な森の中を音もなく滑るように移動しながら、セラが簡単に状況を教えてくれる。


今の王家は、とある〝原因〟から求心力が低下している。


表だった理由としては正妃である王妃殿下の生家の身分が低いことにあり、力のある〝貴族派〟の上級貴族たちは、その正妃の血を引く王太子が、このまま次代の国王になることを不安視して反感を抱いていた。


王家の力を安定させるために、まだ学園にも通っていないような王族やその婚約者をダンジョンに潜らせ、そこからある物を得ようとしているらしいが、一般の貴族家には知らされていないその『大規模ダンジョン攻略』を嗅ぎつけた貴族派が、この機に王太子の襲撃を企てたそうだ。


暗殺者ギルド中央支部がタバサを商業ギルドに送り込んだのは、やはり王家と敵対する貴族派の企てか。


「ヴィーロから暗殺者ギルドが襲撃を企てていたことも聞きました。それを考慮したあの方が、自ら囮となることで王太子殿下の安全を確保すると仰ったのです」


暗殺して都合の良い次の王太子を立てるのか、捕らえて自分たちの言うことを聞かせようとしたのか知らないが、その襲撃を察知したある王族は、それを利用して貴族派を罠に掛けようとしたらしい。


だから護衛の数があまりいなかったのか……それなりに腕の立つ騎士を選んでいたようだけど、その騎士も『予定より多かった』と言っていた。


それでもお忍びである以上、あれ以上の護衛も難しいのかもしれないが……。


「随分と無茶をしたね」


「敵が想定より多かったのは、本来なら襲撃を任せるはずだった暗殺者ギルドが手を引いたからだと思います。あの数は予想外でしたが、質で揃えられないのなら、なりふり構わず数だけで揃えたのでしょう。それもおそらく、あなたが……〝灰かぶり姫〟が介入したのが原因でしょうね」


「なるほど……」


元より暗殺者ギルドの中央支部は私に手を出してこなかった。それでも私を襲ってきたのは、元北辺境地区支部の構成員だったタバサの独断か。


けれどそのせいで〝私〟が介入していることを知って、中央支部は手を引いたのかもしれない。セラも暗殺者がくると想定して少数精鋭で待ち構えていたが、想定の三倍の人数ではどうしようもなかったようだ。


「それで、その『殿下』とは誰？」


「それは、あなたが直に会うと良いでしょう。普通なら叶いませんが、〝虹色の剣〟とはそれほどの冒険者なのですよ」






そのまま暗い街道に出ると、そこに数名の騎士に護衛された大きな馬車が見えた。


そこに近づく私たちに騎士たちが警戒して武器を向けるが、近づくその一人がセラだと気付いて騎士たちは安堵の息を漏らす。


「セラ殿、ご無事でしたかっ！　襲撃者は……」


その騎士はセラに駆け寄り話しかけながらも、チラリと不審げな視線を私へ向けると、それに気付いたセラが安心させるような声色で説明する。


「この者は、今回、陛下と宰相閣下が依頼した〝虹色の剣〟の者です。こちら側の襲撃者は、彼女たちの協力で排除は済みました。それで殿下のご様子は？」


「件の冒険者の方ですかっ！　失礼ながら随分とお若いようですが。それと殿下は──」


「──アリア？」


その時、軽やかな〝少女〟の声が聞こえて、馬車から今の私と同じくらいに見える、金髪の少女が姿を見せた。


「エレーナ……様？」


「やっぱりアリアなのね……」


クレイデール王国、第一王女エレーナ・クレイデール。


以前は静養が必要なほど身体が弱かった彼女だったが、この三年で随分と快復したのか、私と同じ十一歳になり、私と同じように魔力で成長して、今では十三か十四歳ほどの姿に変わっていた。


互いに幼子ではなくなった相手の姿を見つめて、エレーナは少しだけ泣きそうな顔でニコリと微笑み、私のほうへ一歩踏み出そうとしたその時──







    
  
  




「待ちなさい、エレーナっ！」


そう彼女を呼び止める声が聞こえて、馬車から飛び出してきた二十代半ばほどの男性が、エレーナを庇うように私の前に立つ。


「叔父様っ」


「迂闊に近づいてはいけないよ、エレーナ。顔見知りのようだが、その恰好からすると荒くれ者の冒険者だろう。貴様、何が目的で近づいたっ！」


その男はエレーナを庇いながら、腰から優美な短剣を抜いて私に向ける。


「……『叔父様』？」


エレーナの血縁者であるどこかの貴族だろうか。癖のある金髪に紺色の瞳で、確かに顔立ちはエレーナに似ていた。


私が呟いて彼の後ろにいるエレーナに視線を向けると、彼女は溜息を吐くように静かに頷いて、彼の正体を告げる。


「ええ、そうよ。この方は、父様……陛下の一番下の弟殿下であられる、王弟、アモル・クレイデール様ですわ」







約束


王弟、アモル・クレイデール。


私は王族のことには詳しくないが、以前聞いたセラの授業を思い出すと、今の国王には七人の兄弟がいて国王を含めて四人の男性がいた。


女性王族のほとんどは決まっていた公爵家や他国へ嫁いで継承権を失い、男性王族も遠い他国へ婿に出た者もいるが、婚約者の決まっていなかった一番下の弟がとある理由から王弟として王族に残ることになったという。


それが彼か……。セラから聞いた王族の現状と鑑みると、身分の高くない女性を正妃とした現国王のために国王に子が少なく、アモルが〝予備〟として王族に残されることになった。


本来、『王弟』という役職は、王の政治面を補佐し、有事の際には国王に代わって采配を振るう大公爵に相当する。


でも、私が想像したとおりの事情なら、彼は公爵に相当する権力さえ与えられず、ただの王族として『飼い殺し』のような状況にあるのだろう。


そう考えると、彼にとって兄である現国王と正妃の血を引く王太子は好ましい存在ではないはずだ。だから、自分と近い状況にいるエレーナに歪んだ庇護欲を感じているように思えた。


そのアモルは今、何かに怯えるように私を睨んでいる。


「貴様、なんとか言ったらどうだ！」


無言のまま佇む私にアモルが焦れたように短剣を向けると、疲れたような顔をしたセラがやんわりと彼を諫める。


「おやめください、殿下。この者は今回の協力者である〝虹色の剣〟の一人です。リーダーのドルトンは、その功績から準爵位を得ている貴族でもあります」


「一代限りの平民貴族だろう。ドワーフの貴族で冒険者など、荒くれ者と変わらない」


彼は少し頭の固い人間なのか……いや、彼なりに姪であるエレーナを守ろうとしているのかもしれないが、彼の言動からはこのダンジョン攻略で誰かが死ぬことに怯えて、本来の彼よりも攻撃的になっているのだろうと察せられた。


でも、どんな理由があろうと貶められて喜ぶ人間はいない。エレーナもそれは分かっているのか、少しだけ困った顔をして私を見るとそっと頷いた。


私たちは久しぶりに再会できた。話したいこともあるけれど、私たちは互いの傷を舐めあうような〝弱い〟関係じゃない。


互いに生きていればそれで充分だと確認し合って、私はセラと口論するアモルに背を向けると、それに気付いた彼が噛みついてきた。


「貴様、どこに行くっ」


「この場の敵は倒した。護衛ならセラと騎士たちで充分だから、後はあなたの勝手にするといい。私は念のために周囲を探索しながら仲間たちと合流する。これ以上の文句があるのなら、私たちの〝雇い主〟に言って」


「なっ」


私の物言いにアモルが絶句する。本来なら王族に対して不敬なのだろうが、セラも騎士たちも動かず、エレーナは横を向いて口元を手で押さえていた。


虹色の剣に依頼をしたのはこの国の宰相だと聞いている。でも、私たちの仕事は王族の護衛であり、依頼主は宰相でも直接の雇用主は国王陛下となる。


アモルは王族だが、今の彼の意向に沿って動くことは王命に逆らうことになり、それを理解しているセラや護衛騎士たちが動かないのは理解できるが、私の不敬に対しても動かなかったのは、虹色の剣が戦闘職である騎士たちに敬意を抱かれていることと、この場でのアモルの言動があまりにも王族としての品位を欠くものだったからだと思う。


私がエレーナと知り合いであり、王女が久しぶりに再会した知人と会話さえできないことで、不満げな雰囲気を発していることに気付いているのかもしれない。


要するに私の予想通り、騎士たちは王族として飼い殺しにされているアモルよりも、継承権のあるエレーナを尊重していることになる。


それじゃまたね……エレーナ。


私が彼女へ小さく手を振ると、エレーナも答えはせずとも微笑んでくれた。






彼らから別れて元の場所に戻るとすでにフェルドが殲滅を終えていて、わずかに生き残った襲撃者を騎士たちが捕縛していた。


私が姿を現すと、最初に助けた騎士と何か話していたフェルドがそれに気づいて、軽く片手をあげた。


「アリア、無事だったか。そっちの様子はどうだった？」


「おお、冒険者殿っ、ご無事で。殿下はご無事ですか？」


「問題ない。対象の無事も確認した」


ヴィーロやセラには叱られても、普通に心配されるのは慣れていないので、少しだけむず痒い気分になる。


向こうにはセラがいるから問題ないとは思っても、その騎士もやはりエレーナを心配していたのか、安堵の息を漏らしていた。


騎士たちは王族を護衛する精鋭である近衛騎士だという。襲撃者の殲滅と捕縛を優先するように命を受けていても、私の戻りがもう少しでも遅かったら、怪我人を残して確認に向かうつもりだったと言って、とても感謝してくれた。


後の始末を彼らに任せ、怪我どころか疲労もないフェルドと連れ合い馬車へと戻り、一連のことを報告すると、入れ替わるようにヴィーロが馬車から出て行った。


雇用主の関係者であるセラがいたので挨拶に行ったのだろう。たぶん、ヴィーロもアモルと一悶着あると思うが、しかめ面で戻ってきたヴィーロはやはり何かあったのか、無言で私の額を軽く指で弾いた。


ヴィーロがセラたちと話をした結果、私たちの馬車は、そのままエレーナの一行と合流して一緒に港町に向かうことになった。ただ一緒と言っても、私たちが先行して露払いをするので特に顔を合わせることもない。


そもそもエレーナはともかく、アモルは私と顔を合わせるのを嫌がると思う。


ヴィーロがセラから聞いた話では、今回のダンジョン攻略には元々アモルは関係なかったのだが、彼が無理矢理自分の参加をねじ込んできたらしい。


王族の〝予備〟である彼が危険なダンジョンに入ることを認められるとは思えないが、逆に言えば、それを認めざるをえないほど、早急に確定した力が王家に必要なのだと感じた。


それほどまで王家がダンジョンに求める物とはなんなのか……。


＊＊＊


「クララ……やはり私も同行はできないのだろうか？」


「お兄様……それはいけないとお父様も言っていらしたでしょ？」


フーデール公爵領の港町。ここまで付き添ってくれた兄のロークウェルにクララが苦笑する。


実際にここに来るまでも何度か同じようなやり取りがあった。王家による大規模ダンジョンの攻略。その護衛には近衛騎士団の精鋭とランク５の冒険者パーティーが充てられるとしても、全員がまだ学園にも入学していない未成年であり、死亡する可能性もあった。


王家も成長著しいエレーナとカルラの二人が【加護ギフト】を得る可能性が高いと判断して、ダンジョンの攻略を決行したが、護衛の半数は戻らぬものと考えている。


ロークウェルはクララの家族ということで、秘密裏に進められていたダンジョン攻略を知ることになったが、一度父であるダンドール辺境伯に窘められて尚、彼が妹についていくことを固執したのは、それに参加するクララの表情が悲愴感に満ちていたからだ。


「ロークウェル……いい加減にしないか。クララ嬢も困っているぞ」


「だがな、ミハイル……危険にある妹を騎士である私が護れないなんて……」


「私たちには私たちの役割がある。陛下からも我らの参加は認めないと言われているだろう」


同じく王太子の友人として見送りにきていたミハイル・メルローズが、これも何度目かになるロークウェルの説得を始めた。


ミハイルは宰相である祖父から正確な情報を聞いていた。


今回のダンジョン攻略は王族が力を求めている事と、その世代の王族に命を懸ける事ができるか覚悟を問う意味もある。


ロークウェルは妹を守りたいようだが、王国二大貴族の嫡男であるロークウェルやミハイルは、守られる立場であり守る立場ではない。近衛騎士は盾になって死ぬことも仕事だが、ミハイルたちはそれを許されない。


本当に最悪全滅となったら、幼い第二王子を盛り立てるために次代の宰相と総騎士団長である二人が必要になると、国王陛下も彼らの参加を許さなかった。






そんな二人のやり取りを見て、クララが暗い表情を浮かべる。


（……私だって、お兄様に守ってもらえるのなら守ってもらいたい）


クララの前世はただの女子高生だ。死の覚悟などできていない。


前世の記憶を思い出す前のクララは、今のように聞き分けは良くなくても貴族としての矜持はあった。あの頃の何も知らなかったクララなら貴族として死ぬこともできたが、今のクララはあの頃のような『貴族の誇り』をどうしても思い出せなかった。


「クララ……大丈夫？」


「エルヴァン様……」


ここまで同じ馬車に乗ってきたエルヴァンが婚約者であるクララを気遣わしげに見る。


クララは彼のことを婚約者となる前から知っている。エレーナの遊び役として登城していた際も何度か彼を含めた三人で遊んだこともある。


その頃のクララは気位の高い貴族令嬢で、知性の高いエレーナと気は合ったが、王族としての使命感が希薄で、まるで中級貴族のように自由に育てられたエルヴァンを、当時のクララはどこか下に見ていた。


それは前世を思い出しても十代半ばまで生きた記憶が彼を子どもとして見てしまい、エルヴァンとは婚約者としてわずかな距離があった。


けれども、王族の婚約者として覚悟を問われ、乙女ゲームの始まりが近づいてきたことで〝死〟というものを身近に感じたクララは、前世の記憶を思い出したことで貴族の誇りを失い、心が比べようもなく弱くなった姿を見せたことで、逆にエルヴァンがクララを気遣うようなそぶりを見せはじめた。


共に貴族として〝弱さ〟を持っていたからこそ二人の距離は近づいた。弱者が傷を舐め合うような関係だとしても、それがクララの救いとなっていた。


乙女ゲームのヒロイン、アーリシアと仲良くなったとしても、彼女が王太子と関わり『聖女』となれば、クララの頑張りに関係なく聖教会と民が彼女を正妃とするだろう。


そしてヒロインが正妃となるには、クララという旧王家の姫という存在が政治的に邪魔となり、排除されることになる。乙女ゲームでは単なる断罪でも、その裏側では高度な政治的取引が行われていた。


地位があり、王太子の筆頭婚約者であるからこそ、クララは決して幸せになれない。


だからこそヒロインを害するしか手段がなく、悩みに悩んだすえそれを覚悟したが、肝心のヒロインはメルローズ家と暗部に守られ、いまだに近づくことさえできていなかった。


（〝あれ〟に頼るしかないのかしら……）


「クララ？」


「いえ、なんでもございませんの。エルヴァン様……ありがとうございます」


「突然礼だなんて……クララはおかしいな」


考えることはある。けれど考えれば考えるほど死の恐怖に苛まれるクララにとって、エルヴァンの王族らしくない笑顔はこの世界でただ一つの信じられるものになり始めていた。


＊＊＊


数日が経過し、私たちとエレーナの一行はそれ以降に襲撃もなく、無事にフーデール公爵領の港町に到着した。


身体が弱かったエレーナは数日ほど休むかと思っていたが、他の一行はすでに到着していたようで、襲撃者の生き残りを港町に待機していた暗部に渡して、そのまま船に向かうそうだ。


ヴィーロの報告によれば、襲撃者は〝貴族派〟である侯爵の寄子である男爵家の手の者だったらしい。


おそらくその男爵は蜥蜴の尻尾切りのように見捨てられるはずだが、ただの男爵家にあれほどの襲撃者を集められるとは思えず、叩けば埃は出てくるはずで、男爵の寄親である侯爵の弱みを握れただけでも充分な戦果と考えるらしい。


港町の中級宿に執事のお爺さんと馬車を置いて乗り込む予定の大型船に向かうと、私たちが到着したことで出港は二日後と決まった。


その大型船はフーデール公爵所有の軍用帆船で、最大で千人の兵を乗せられるという話だが、今回はダンジョン攻略をする数十人と、公爵領の騎士や船員を含めても百五十名しか乗っていない。


その日はドルトンとヴィーロが関係者に挨拶だけをして、その翌日の夕餉で全員の顔合わせが行われた。


船内にあるパーティーホールで顔合わせした時、エレーナとアモルの間に立つ王太子と紹介された少年が、私を見て少しだけ驚いた顔をしていた。


その様子を不思議に思っていると、隣に居たフェルドがこっそりと教えてくれる。


「俺と初めて会った時を覚えているか？　あの時、俺とミラが護衛をしていた『エル』と呼ばれていた少年が彼だ。アリアのことも覚えていたようだな」


「…………」


フェルドと初めて会ったときのことは覚えているよ。


なるほど、エルヴァンだから『エル』か。フェルドに言われてようやく思い出したけど、王太子ともあろう人物がよく街に行くことを許されたね。


だけど私は、王太子であるエルヴァンのことよりも、エレーナの横に並ぶ〝彼女たち〟たちのほうが気になった。


一人は、ダンドール辺境伯のお嬢様でクララと呼ばれていた少女だ。あの時から数年経ち、見た目は十四歳ほどまで成長して、もう一人前の美しい淑女となっていたが、私を見た瞬間に顔色を青くしていた。


そしてもう一人……〝彼女〟は私の姿を見留めると病的な隈の浮き出た顔を歪ませ、可愛らしい満面の笑みを浮かべていた。


もしかして……とは思っていたが、王太子の婚約者とは、やはりカルラか。






▼カルラ・レスター　種族：人族♀・ランク４


【魔力値：４４０／４５０】△55UP　【体力値：29／51】△4UP


【総合戦闘力：７４９（魔術攻撃力：１１２３）】△426UP






……恐ろしいほど強くなっている。


体力値だけは呪いのように増えていないが、魔力値だけならサマンサや師匠と同等以上にまで増えていた。


どれほど過酷な戦闘と訓練をすればこれほどの力を得られるのか……。おそらくはたった一人で過酷な戦いに身を投じたのだろうが、もし私とカルラが戦うことになれば必ず周囲の命さえも巻き込む〝死闘〟となるだろう。






顔合わせの夕餉は立食式の酒宴となった。今回の参加者の中には関係者を連れてきている者もいるらしいが、今回は秘密裏のダンジョン攻略ということで本当の参加者だけの夕餉となる。


主役である参加者の大部分が実年齢的に社交界に出る十二歳以下のため、カルラやエレーナのような最年少は食事を済ませて早々に部屋に戻ることになった。


私は冒険者なのでその辺りは曖昧だが、ヴィーロは酒が絡むとダメな大人になるので私も早々に退散して、夜風に当たるために甲板へと上がることにした。


「…………」


冷たくなり始めた夜風が肌を撫でる。海の上でも魔物は出現するが、まだ港内であり船自体も魔物避けの香を焚くので甲板に出ても危険はない。


それでも護衛のいるエレーナたちが夜の甲板に出てくることはないが、私がわざわざ夜の甲板に出てきたのは、人間の襲撃者の警戒と、ある〝予感〟がしたからだ。


「やっぱり、いると思っていたわ、アリア」


「お前なら一人で外に出ても誰も気にしないだろう……カルラ」


二年前に出会った危険な少女……。その頃から見た目も内面も病的だった彼女は、精神の異常性もそのままに成長していた。


生命力が希薄なせいだろうか、それともその内面の狂気ゆえか、誰にも理解されなくても自分の目的を真っ直ぐに求める彼女の生き様は美しくすら見えた。


膨大な魔力を隠すこともなくゆるりと近づいてきたカルラは、ニコリと微笑みながら私に手を伸ばし、尖った黒い爪で私の頬をなぞるように線のような傷をつけ、私もカルラの細い首を片手で掴み、指を白い喉に食い込ませた。







    
  
  




「ここで殺し合うの？」


「やめておくわ。ここは、私たちに相応しい〝舞台〟じゃないもの」


私がカルラの咽から手を離すと、カルラはハンカチで私の頬に流れる血を拭き取り、【治癒キュア】を使って傷痕を消す。


「血を流すアリアは綺麗……いつか、私の心臓から溢れる血であなたを穢けがしたい」


「勝手に死ね」


「あなたが殺してくれないと寂しいわ」


カルラが血で汚れたハンカチを大切そうに胸に抱いだき、私たちは甲板の縁まで歩くと並ぶようにして手摺りに背を預けた。


「カルラはどうしてダンジョンに潜る？」


「アリアはまだ聞いていないのかしら？　私たちがダンジョンへ潜る目的は、ダンジョンの精霊から〝加護〟を貰うことよ」


やはり、王家の目的は【加護ギフト】か。


その力は、人の心を読み、天候を操り、未来を読むことさえできるという。制限も対価もあるけど、もし王族が有用な力を得られたなら国家はさらに発展することができるだろう。


でも……そうじゃない。


「カルラ……お前の目的はなに？」


「…………」


私のさらなる問いかけにカルラの口元から一瞬笑みが消える。


「私の目的も〝加護〟よ。目の前に望む力があるのに、それを求めない人はいないわ」


「……その〝意味〟を知っているの？」


ダンジョンの精霊から得る【加護ギフト】には〝罠〟がある。


精霊はダンジョンの最下層に到着した褒美として加護を与えると言われているが、定命の人ではない精霊の与える力は、定命の者には〝毒〟となる。


「もちろんよ。能天気に可愛らしいエル様や、ダンドールの〝お嬢ちゃん〟は分からないけど、自分でそれを調べた〝お姫さま〟は、加護を拒否するのではないかしら？」


年上のクララを『お嬢ちゃん』と笑うカルラを見つめて、私はその先にあるものを話す。


「ダンジョンの精霊は〝願い〟を叶える」


「ええ」


私も師匠から聞いて調べたこともある。ダンジョンの精霊は願いを叶えるがそれは辿り着いた全員ではない。強い願い……それを得るに相応しい資格を求められるという。


その願いが【加護ギフト】という形で叶えられるが、【加護ギフト】だけが願いの形じゃない。


「その身体……癒やせるように願えないの？」


強い【加護ギフト】は身を滅ぼす。それは、その願いが利己的なものだからだ。人は愚かだから報いを受ける。でもきっと純粋な願いは叶えてくれるのではないだろうか？


エレーナが何を願うのか分からない。私が思うように少しだけ丈夫になってくれたらとも思うけど、彼女の王族として必要なこともあるだろう。


私はエレーナの意思を尊重する。でもカルラは？


私の問いかけに少しだけ目を細めた。


「加護を得られたら素敵ね……きっと〝私〟らしく生きられるようになるわ」


うっとりと月空を見上げるカルラにそう訊ねると、彼女は少しだけ私に紫色の瞳を向けて薄い笑みを浮かべた。


「あの月はアリアのようね……。だから夜に住む私たちはあなたに手を伸ばすの」


「お前が望むのなら、協力してもいい」


手摺りから背を離して歩き出す私にカルラが愉しそうに声を掛ける。


「私がそうなっても良いの？　あなたを殺そうとするかもしれないのに？」


「今の私たちと何が違う？」


軽く振り返ってそう返すと、カルラがけたたましく笑い出し、少ない体力値をまた減らしていた。


そして夜は明け、私たちを乗せた船はフーデール公爵が管理する離島へと出発する。精霊がいるという〝大規模ダンジョン〟を目指して。


＊＊＊


「いよいよ出発か……無事に帰ってくれば良いが」


「そうだな」


港から出港しようとする船を見つめ、心配そうな顔をするロークウェルにミハイルは相槌を打つが、彼自身にそこまでの思いはない。


昨夜の出立式を兼ねた酒宴には、二人とも未成年であり部外者ということで参加はできなかったが、王太子であるエルヴァンや彼の婚約者でロークウェルの妹であるクララとも、それ以前に別れは済ませてある。


ロークウェルはエルヴァンと良い友人関係を築き、妹のクララとも仲は良いほうなので純粋に心配しているが、メルローズという暗部の長としての役目から、ミハイルは他人と一線を引いて生きてきた。


だがそれは見かけだけだ。外面は誰とでも親しく接し、それでいて他人に深く踏み込まないようにしているのは、ミハイルが実は情に厚く、関わりすぎれば冷徹な判断が出来なくなると恐れていることを知っているロークウェルは、エルヴァンを心配しながらも一歩引いているミハイルに気遣わしげな視線を向けた。


「なんだよ、ロークウェル……」


「いや」


きまりが悪いのか、貴族としてではなく思わず友人としての言葉遣いが出たミハイルに、ロークウェルが微かに苦笑すると話題を変えてみる。


「そういえば、まだ例の冒険者を捜しているのか？　この地にも冒険者ギルドはあるはずだが、後で寄ってみるか？」


「ああ、そうだな……」


何年も前に一度だけ会った冒険者の少女。たった一度……それもわずかな時間関わっただけだが、ミハイルという少年の心に強い印象を残した。


それから王都の冒険者ギルドだけでなく赴いた先でも冒険者ギルドで〝桃色髪の少女〟を捜しているが、いまだに彼女と出会えてはいない。


ミハイルが一人の人間に執着するのは珍しいことで、どこか思い詰めた彼の横顔を見てロークウェルはふとあることを思いだした。


「それと今朝、エルヴァンと会える機会があったんだが、宰相閣下が依頼した例の冒険者……」


「虹色の剣か？」


「そうそう、その中に知った顔の〝女の子〟がいて驚いたとか」


「え……」


その言葉にミハイルが出航しようとする船を振り返ると、その甲板の上に一瞬──桃色がかった金髪が流れるのが見えた。


「あの子……っ！」


「お、おいっ」


船のほうへ駆け出そうとするミハイルをとっさにロークウェルが腕を掴む。


「放せ、ロークウェルっ！　あの子が！」


「落ち着け、もう船は出た！　俺たちが出て行ったら目立つだろう！」


ロークウェルもミハイルも上級貴族だ。王家のダンジョン攻略が秘密裏に行われている以上、表だっての見送りさえも自重していたことをロークウェルの言葉で思い出して、ミハイルも足を止めるしかなかった。


「……すまん」


「いや、いいさ。でも、エルヴァンが言っていた女の子が、その子だったのか？」


「……分からない」


見えたのは一瞬。桃色の髪と横顔だけ……。それだけであの少女だとは断定できないが、それでも見間違いだとは思いたくなかった。


ミハイルは出航する船に視線を向け、彼女が戻ってくることを言葉には出さずに心の中で祈りを捧げた。


（どうか……無事で）







ダンジョン攻略　始まり


森には森の、砂漠には砂漠の、海には海の魔物が出現する。でも、船の旅はそんな心配していたような問題は起きなかった。


小さな船なら別だが、貴族が所有するような大型船ならよほど巨大な魔物でもないかぎり襲っては来ないらしい。それに小型の船でも海の魔物が甲板に登ってこられないような〝逆鉤〟があり、魔物が嫌う草を撒くなど長年工夫をしながら漁をしていた。


そもそもこの地に人が住み着いてから一千年近い歴史がある。その間、国は変わっても、そこで住んでいた人たちが生きるために努力をした結果、小舟で移動できる範囲ならほとんど魔物は現れない環境になっていた。


そんな状況なので私がやる事と言えば、魔術の自己鍛錬と短剣術のレベル４を目指してヴィーロと模擬戦をするくらいで、あとはあのとき助けた騎士の仲間だという人たちが話しかけてきたくらいか。


「ぼ、冒険者殿、是非ともお話を伺いたくっ！」


「……いいけど」


やはり騎士のような戦いを職として選んだ人となると冒険者にも偏見はないみたい。私も見た目が十四歳の成人近い外見まで成長したことで、特に若い騎士たちは私のような者でも子ども扱いせずに入れ替り立ち替り話しかけてきて、名前や趣味を聞かれた。


……名前はともかく、趣味を訊ねるのは何か意味があるのだろうか？


「趣味は薬草採取……？」


「やはり、高名な冒険者となると薬学にも精通しているのですねっ！」


私も『暇なときは毒薬を調合している』と言わないだけの分別はできた。確かに師匠から薬学も学んでいるけど、それはいいとしてどうして彼らは顔を赤くしているのだろう……。


そんな若い騎士たちだが、街道で助けたあの騎士が駆けつけてくると、私に申し訳なさそうに頭を下げながら連れ帰っていた。


「アリアちゃんがいると、私に声を掛けてくる人が減って助かるわぁ」


「……？」


後ろから私の肩に手を置いてそんなことを言うミラに私が首を傾げると、ミラはそれ以上説明するつもりもないのかニコリと笑って船の食堂のほうへ歩いて行った。


騎士たちが気を抜けるほど落ち着いた船旅でも、私が久しぶりに再会したエレーナと話せる時間はなかった。


考えてみれば当然だ。そもそも一介の冒険者と王女殿下とでは顔を見ることさえ正式な理由が必要だが、それがなくても王弟アモルが冒険者と姪が会うことを許さないだろう。


何故それが分かるのかというと、私のことを覚えていたエレーナの護衛侍女が私の話を聞きにきて、エレーナのことも教えてくれたからだ。


彼女はエレーナが静養していた湖岸の城にもいた人物で、エレーナが物心つく前から警護と世話をしている厚い信頼を寄せる人物だ。


エレーナが誘拐された時もすぐに私の意見を信用してくれて、今にして思えば、エレーナの心が休まるようにエレーナの側役を私だけに任せて、エレーナが愚痴を言いやすい環境にしていたのも彼女だったように思える。


その護衛侍女──クロエからはセラの息子で私の一つ下になるセオのことも教えてくれた。


私と離れてからもセオは、私の生存を信じて必死に修行してきたらしい。セラの子なのであまり驚きはないがセオはかなり才能があったらしく、あと何年か修行すればランク３にもなれるかもしれないと、私と会えることを楽しみにしているそうだが……。


「あの子が不憫になりますね……」


「どうして？」


意味が分からないと不思議そうな顔をする私に、クロエはおっとりと頬に手を当てながら深く溜息を吐いていた。


王女の側近であると同時に暗部の騎士であるクロエは、長い黒髪で細身の優しそうな人だが、こう見えて重戦士系の騎士であるらしく、見た目は二十代の前半と若いが、その実力と信頼で今回もセラ共々エレーナの護衛として参加したそうだ。


戦闘力４００ほどでランク３の実力はあるので、エレーナの護りは余程のことがないかぎり大丈夫だと思う。装備も普段とは違う、ゆったりとした侍女服だが、その下に極細の鎖で編み込んだミスリルの鎖帷子を着ているらしく、防御面では近衛騎士にも劣らない。その他にも巨大な盾やメイスを持つそうだが……私だとまともに動けなくなりそうだ。


ちなみにセラは普段と変わらないように見えるが、私と同じように速度を重視して、魔物革で作られた侍女服の下に、繊維化したミスリルで作られたビスチェを着ているそうだ。……いくら掛かるんだろう？　それを作ったのもゲルフらしいので資金に余裕が出来たら私も頼んだほうがいいかもしれない。


こちらのほうは問題ない。クロエに聞く限りエレーナも問題はなさそうだ。そうなると問題は、王太子エルヴァンと王弟アモルのほうか……。


エレーナを病弱な妹として心配していたエルヴァンは、グレイブが画策したことで暗部に不審を抱いて、暗部の護衛を拒絶しているらしい。今回は少数精鋭ということで各自二名まで従者を連れてきているが、エレーナが暗部の精鋭に守られているのに対して、エルヴァンは多少戦闘ができる程度の従者しか連れてきてはいなかった。


急遽参加を決めたというアモルはさらに酷く、自分のことは出来ると言って荷物持ちしか連れてきていない。


クララのほうはダンドールの女性騎士を連れてきているのでこの二人よりもマシだが、アモルとエルヴァンを守るためにセラとクロエは守りに徹しなければならず、二人を戦力と考えることはできそうにない。


つまり、今回のダンジョン攻略の攻撃面は、ほぼ私たち〝虹色の剣〟だけと思ったほうがいい。


近衛騎士がいるのである程度は任せられるとしても、現状を考えれば全員が攻撃と守りを兼任するのではなく、近衛騎士に護りを任せて私たちは攻めに集中したほうが良さそうだ。


そうなると、できればセラとも模擬戦などをしたかったが、セラも名目上は侍女なのでそんな暇もなく、フェルドやドルトンでは狭い甲板での模擬戦は無理がある。


「ミラの精霊魔法は一度見てみたい気もするけど……」


「やめろ、本気で船が沈むわ！」


──と、突然横から割り込んできたヴィーロに止められた。


どうして、いきなり会話に割り込んできたのかと思ったら、綺麗な王宮侍女であるクロエに話しかける機会を窺っていたようだ。


……最近、恋人ができたとか言っていたよね？


「それでは失礼いたしますね」


でもクロエは、ニコリと微笑んであっさりエレーナのところへ戻るために背を向け、ふらふらと彼女の腰辺りを目で追うヴィーロの肩を私が掴むと、ヴィーロがビクッと身を震わせた。


「いや、違うぞ!?　俺は今の彼女一筋だからなっ？　ただ、ああいう清楚な美人は目の保養になるなぁ～～と、ちょっとだけ見てしまっただけだからなっ」


何やら自白を始めたヴィーロを少し冷たい目で見てしまいながら、私は小さく頷いた。


「それじゃ暇なんだね。模擬戦の相手をお願い」


「またかよ！」


そんなわけで模擬戦の大部分はヴィーロとこなした。


ヴィーロは私やセラのように複数の武器を使わない正統派の軽戦士で、敵との戦闘に関しては敵を殺すことに特化した私よりも、技の多彩さと鋭さに差を感じた。


「単純な一撃に重きを置くお前の考えは間違っていない。だが、それにばかり囚われるなよ。俺たちはフェルドやドルトンのような〝戦士〟じゃねぇ。それでも戦士のような〝一撃〟が欲しいのなら、たった一つだけを極めてみせろ」


「わかった」


ヴィーロは敵に打ち勝つことではなく、すべてをまんべんなく鍛えることで、あらゆる状況で生き残る〝強さ〟を身に付けた。


それはある意味、一人で生き抜くことを想定した私や師匠の戦術と通じる部分がある。


そんな彼だからこそグレイブとの戦いでも生き残った。そういうところが私が彼から学ばなければいけない、集団戦に長けた冒険者の戦い方なのだと感じた。






目的地である離島へは四日後の夜中に到着した。


暗視で見た限りでは昼間なら風光明媚な場所なのだろうが、今回の件が貴族派の一部に知られていたとしても、やはりお忍びであることは変わらない。一般の貴族に知られるような内容でないのもあるが、手を引いたように見える暗殺者ギルドが本当に手を引いたかどうか、誰にも分からないからだ。


ここから公爵家が管理する大規模ダンジョンに向かうとしても、街中に入るのさえ危険なはずだ。この巨大な船が入港した時点で街の住民には貴族が来たことは知られてしまうが、それだけでは騒ぎにならない。でも、ダンジョンに入る一行だけでなく、フーデール公爵が用意した護衛や世話役もかなりの数となり、彼らが動けばかなり目立つことになる。


そうして噂が立てば、王都で姿を見せない王族たちがどこに行ったのか、他の貴族たちにも気づかれてしまう。


「その辺りは考えているみたいだぞ。この地を訪れる王族用に、ダンジョンの近くに迎賓館があるそうだ。ダンドールにあった湖畔の城みたいなもんだな」


早速情報を仕入れてきたのか、ヴィーロがこれからの予定を教えてくれた。


私たちはこのまま街へは入らず、直接ダンジョンの近くにある迎賓館に向かう。そこで準備を整えて二日後の早朝にダンジョンに突入する。


だけど、ここのダンジョンは一般の冒険者にも開放されている場所なので、早朝でも三十名以上の騎士に囲まれた貴族が入れば目立つことになるのだろうが、それも問題はないらしい。


「ここからは極秘情報になる。王家から仕事を受けている以上、俺たちには守秘義務があり、情報を漏らせば、知った人間は暗部に〝処分〟されて、俺たちは……まぁ、言わなくても分かるな」


答えを先に言えば、この地のダンジョンには王家専用の秘密の入り口がある。私が知るだけでもすれすれのはずだが、たぶんエレーナとセラが私の信用を保証してくれたのだろう。


このダンジョンの階層は九十階層だとされていて、一般冒険者の到達階層は四十階層だ。通常のダンジョンは深く潜るほど強い魔物が出現すると言われているが、一般の冒険者が四十階層より深く潜れないのは、単純に潜れる時間と予算の限界だと言われている。


三階層までなら一日で往復できるが、十階層になれば往復で三日は掛かる。


二十階層になれば出てくる魔物もランク３以下の魔物はほぼ出現しなくなり、往復するだけでも二週間は掛かるそうだ。


通常の冒険者なら、どれだけ準備をしてもそこが限界だろう。それより深く潜るにはランク以上に財力が必要になってくる。


極秘情報だが、この地のダンジョンは数百年前に当時の王家が冒険者ギルドと協力して、すでに攻略を終えている。


その時は攻略部隊百名とその数倍の支援部隊によって、約一年の時間を掛けて攻略したが、その時に七十階層地点で外部への『排出口』の一つを発見し、当時の宮廷魔術師総出でその排出口を固定化することに成功した。


その排出口を『出入り口』として固定化するために、年間に莫大な予算が注ぎ込まれている。


この入り口があるのは王族が【加護ギフト】を得るためであり、そのために税の比率が上がっていると知られたら、王家批判が高まることになるだろう。


だからといって無秩序に加護を得られる状況になれば、その危険を知らない者が加護を得て力を奮い、国としての秩序は崩壊する。


それでもこの国の安定のために、〝使わない〟という選択肢は無いらしい。


「……途中からの攻略で、精霊が加護をくれるの？」


「さあな。だから、全員が貰えるわけじゃないので、手当たり次第に若い王族を突っ込んでいるんじゃないのか？」


「…………」


そんなズルをするような攻略でも、ダンジョンの精霊は加護をくれるみたいだけど、不思議なことに王族とその婚約者以外が加護を得ることはほぼ無いそうだ。


どういう選別基準か分からないが、私が精霊でも、命を懸けて力を求めるような人間でなければ、ズルをするような人に加護は与えないと思う。


三人の王族と王太子の婚約者……彼らの中で何人が〝加護〟を得られるのだろう。


エレーナは国家のために加護を求めるのか？　それが必要だと判断したら彼女は迷いもなく加護を求めると思う。それがエレーナの覚悟だから……。


でもたぶん、エレーナは加護を求めない。カルラも基本はそうだろう。二人は私と同じように自分の力を信じている。


それでも、彼女たちが健康な身体を欲してそれが〝加護〟として与えられるのなら、私はそれを助ける。


でも……残り三人の〝望み〟は？


＊＊＊


ダンジョン攻略を明日に控え、王族たちは迎賓館の各々に割り振られた部屋で身体と心を休めていた。


「……叔父様にも困ったものね」


船内やこれまでの態度を思い出してエレーナが困ったように息を漏らすと、セラは頷きたくなる衝動を抑えて、エレーナのカップに茶を注ぐ。


「あの方はあの方で、立場的にお辛いものがあるのでしょう。それよりエレーナ様は、あの子と会わなくてもよろしいので？」


狭い船内では無理があったが、ここでならセラが手を回せば、この部屋に冒険者を一人連れてくることくらい訳はない。お茶を淹れながらそんなことを訊ねるセラに、よく眠れるというハーブティーの香りに目を細めながらエレーナは小さく首を振る。


「いいのよ。わたくしとあの子は〝友達〟ではないのだから。生きて……無事でいてくれたら、それ以上は望まないわ」


幼い頃に出会った少女。命懸けでエレーナを救い、それだけでなく心まで守ってくれたこの世でただ一人の同志。


互いが共にいた時間は決して長くはない。それでも、アリアがいたことでどれだけエレーナの心は救われただろう。アリアは王国を守るという先の見えない暗闇をただ一人で歩くエレーナを照らす月の光だった。


エレーナにはエレーナの生き方があり、アリアにはアリアの生き方がある。それを自分の我が儘のために歪めてしまうことは〝同類〟である故にできなかった。


「……それならよろしいのですが」


友人ではないと言いつつあの少女を気に掛けるエレーナは、体も心も成長して我慢することを覚えてしまった。


彼女の小さな肩には、クレイデール王国一千万の命を守る重圧が掛かっている。それを共に背負うべき王太子にはその覚悟がなく、国王は病弱なエレーナを気遣うという邪魔をして政治から遠ざけようとした。


セラは、孤独な闘いをする彼女の身と心をどうにかして守るために、何かできないかと真剣に模索を始めた。






その頃、ダンドール辺境伯令嬢クララは、夜に一人の少年の訪問を受けていた。


「エルヴァン様……どうなさったのですか？」


「うん、やっぱりクララの顔色がよくなかったから気になって……大丈夫？」


「はい、殿下」


頼りなく見えても、自分を気遣ってくれる婚約者にクララもわずかに笑みが漏れる。


クララが気に病んでいたのは、〝乙女ゲーム〟の本編前にこのような命の危険に晒されたこともあるが、それ以上にトラウマになりつつある、〝ヒロイン〟に良く似たあの少女が再び自分の前に現れたからだ。


辺境伯の令嬢であるクララよりも前世の自分は長い時間を生きてきた。その時の感情まですべて思い出せるわけではないが、やはり記憶を取り戻すまで持っていた貴族の矜持は薄れ、国家のために命を懸けることも今では出来そうにない。


そんなクララをエルヴァンはここに来る途中でも細やかに気遣ってくれた。心配はしてくれても生粋の上級貴族であるロークウェルやミハイルは、命を懸けることを当然のように考えているから、尚更エルヴァンの優しさが嬉しかった。


比較的自由な地方の中級貴族であった王妃は、エルヴァンから王族としての教育を奪った。それは母として自分が両親から受けた愛を与えたかったのだと思うが、王族の覚悟と責任はそういう次元とは懸け離れたところにあると正妃は理解できていなかった。


乙女ゲームのエルヴァンは庶民として育ったヒロインに共感し、成長するヒロインに感化されて王族として駄目だった自分を振り返り、真の王太子として成長した。


だが、ヒロインと関わっていない今のエルヴァンはまだ頼りない。


ヒロインと同じ庶民としての感性はあっても、上級貴族であるクララは頑張っても当然と言われ、ヒロインの代わりにはなれない。


それでも、エルヴァンのその弱い部分が、クララの中の〝自分〟を見つけてくれた。弱いからこそエルヴァンはクララの弱さに寄り添ってくれた。


そんなエルヴァンをクララは、ゲームの攻略対象としてではなく、初めて一人の人間として向かい合うことが出来たような気がした。


「僕も頑張るから、クララも一緒に頑張っていこう。出来るかぎり護るから」


「はい……」


気性の穏やかな──貴族派から言えば覇気の無い王太子だが、その優しさに救われて、クララは差し出されたエルヴァンの手をそっと握りしめた。


（この方のために、私ができることがあるのでしょうか……）






同じ時刻──灯りひとつない暗いテラスで一人、白い夜着を纏った黒髪の少女が舞う。


貴族令嬢なら誰でも覚えさせられる簡単なステップを踏み、掲げた何も触れない手を握るのは誰の幻か……。


まるで幼子のような、それでいて凄惨な笑みを浮かべたカルラは、夜空の月に手を伸ばして願いを込める。


「はぁやく、明日になぁれっ」


＊＊＊


いよいよ私たちがダンジョンに突入する日が訪れた。当日の早朝、迎賓館の裏手にあるという高い壁に覆われた庭園にその『入り口』があるそうだが、それらしき扉は見えていない。


そこに集まるダンジョンに突入する三十余名の顔には、意気込みの中に緊張感と隠しきれない不安を滲ませていた。


ダンジョンの七十階層。ランクの低い冒険者なら即死もあり得る危険な場所。


そこに自分の望みではなく、他者のために入らざるを得なくなった者たちの気持ちは、かなり不安定になっていると考える。


「「…………」」


近衛騎士たちとアモルに囲まれているエレーナと目が合うと、彼女は困ったように小さく笑う。


元々私がヴィーロの誘いに乗ってこの護衛任務に参加したのは、エレーナが不測の事故に遭うのを防ぐためだが、私がエレーナに近づくことをアモルは許さないはずだ。


病弱故に争うことなく王太子の座を兄に譲ったエレーナを、アモルは王家に飼い殺しにされている自分と重ねているのだろう。彼の立場には同情してもいいが、自分のことでさえ精一杯の人間は追い詰められると危うい。


最初の頃は私に話しかけようとしていた王太子エルヴァンも、アモルに何度か邪魔をされて今は青い顔をしているクララの世話を焼いていた。


もう一人の婚約者であるカルラはエルヴァンに放置されている状況になるけど、元々一人でダンジョンに潜っていたカルラは供の一人も連れておらず、拡張収納鞄一つだけを持った彼女がここにいる一行の中で一番気楽そうに見えた。


カルラを護るはずの近衛騎士たちでさえ、彼女の剣呑な雰囲気を察して必要以上近寄らず、そんなカルラは私の視線に気付くと、邪気のない笑みを浮かべて軽く手を振ってきた。


「……こ、これより、王命により、ダンジョンの攻略を開始するっ」


しばらくして、緊張したエルヴァンの宣言によりダンジョンの攻略が開始された。


彼の言葉で騎士の責任者が王族を護るように取り囲み、エルヴァンが紋章付きの指輪を向けると、何もなかった大岩に浮き出てきた『岩の扉』が、重い音を立ててゆっくりと開きはじめ、その扉が開ききると騎士に護られたエルヴァンが足を踏み入れ、他の王族がそれに続いた。


「俺たちも行くぞ」


ドルトンの声に、私たちが頷いて後に続く。


私たちが入るのは最後になるが、進んだ先の開けた場所で待機していた王族たちと、そこで先頭を入れ替えた。


ここまでの部分が昔の宮廷魔術師たちが造った部分で、そこから先の色が変わっている部分からが〝ダンジョン〟の内部になる。






「行くぞ、アリア」


「了解」


ここから先は私たち〝虹色の剣〟の仕事だ。


斥候であるヴィーロと私が先行して罠や危険を察知する。ダンジョンの罠は機械式のような繊細なものはなく、踏み出せば毒ガスが噴き出し天井が崩れるような、単純だけど大規模で致命的なものが多い。今回のような素人を大勢連れて行く場合は特に気を使う。


ヴィーロは勘と経験で罠を調べて、自分自身で安全を確認しながら先に進む。


「アリア、やってみろ」


「わかった」


ヴィーロからやり方を教わりその場で罠を調べる。でも私が調べるのはこれから通る道ではなく脇道のほうだ。素人がいると気を使わなければいけないのは、ちょっとした好奇心や生理現象をもよおしたときなど、勝手に道を逸れる者がいるからだ。


ヴィーロから教わるだけでなく彼の技量を目で覚え、私の〝目〟を使って不自然な魔素を調べていく。そして私が脇道を調べるのは〝罠〟だけじゃない。


「ヴィーロ」


「ああ、来たか。こっちに近づいてきているな」


人数が多ければ隊列が長くなる。隊列が長くなればそこを通るのも時間が掛かる。


数名のパーティーならそのまま通り過ぎることができても、時間が掛かれば思わぬ場所から魔物が現れるときがある。


「なんだと思う？」


ヴィーロの試すようなその問いに、私は彼から以前教わったように〝敵の姿〟を想像した。


「……知らない足音。幅広で速さがあって重い。片方の足音だけわずかに大きいから、片手に武器を持っている。大きな人型魔物で……推定三から四体」


「その条件ならオークかオーガだが、おそらくはオーガだな。オーガはオークほど重くはないが身体能力が高く、足音が速く重くなる。『ドルトン！　推定〝オーガ〟を発見。最低四体！』」


ヴィーロが闇魔術の【幻聴ノイズ】を使って、後方にいるドルトンたちに〝声〟を送ると、それが聞こえたのか背後から騎士たちの響どよめきが聞こえた。


このダンジョンは、王都近くにあるダンジョンと同じ獣亜人系のダンジョンらしい。私は人型のほうがやりやすいので問題はないけど……。


「音を潜めた意味がなかったね」


「まぁ、そう言うな。騎士でもランクが高い魔物と戦う機会なんてそう無いから、数体倒してみせれば落ち着くさ。ほら、どっちも出てくるぞ」


ヴィーロがそう言うとすぐに、脇の通路から身長が二メートルもある、額から角を生やした筋肉質の人型魔物が現れた。






▼オーガ　難易度ランク３


【魔力値：１３８／１４３】【体力値：３８４／４０１】


【総合戦闘力：４９４（身体強化中：５７２）】






オーガは、オークと同じランク３だが、オークがランク３の下位だとするとオーガはランク３の上位となる。


かなり強いがそれでもオークソルジャーほどじゃない。それでも表皮はオークよりも硬いらしく、ナイフではなく黒いダガーを抜いて前に出ようとする私の肩を、大きな手が掴んで止めた。


「フェルド？」


「ここからは、俺たちの出番だ」


ニヤリと笑ったフェルドが魔鋼の大剣を構えて飛び出すと、その後に、全身ミスリルのフルプレートに身を包んだドルトンが地響きを立てるように前に出た。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


飛び出してきたのが二人だけと分かってオーガも二体が飛び出した。


人族やドワーフのような人間種とオーガでは、基本的なステータスに差があるので、オーガたちの行動も理解できる。だけど──


「ハアッ！」


突然霞むような速さで飛び出したフェルドにオーガが棍棒を振りかぶる。でもフェルドの大剣は棍棒ごとオーガを縦に両断した。


ドドンッと音を立て、二つに切り裂かれたオーガが血を撒き散らして倒れる。……すごいな。遠目で見たらフェルドのほうがオーガみたいだ。


「ああ、そうか」


「な？　〝どっちも〟オーガみたいだろ？」


そんな暢気なことを呟く先で、フェルドからわずかに遅れてドルトンが駆けつける。


「どぉりゃああっ!!」


ドルトンはオーガの振るう粗末な棍棒を鎧で弾くように躍り出ると、巨大なミスリルの戦鎚でオーガを蝋細工のように叩き潰した。


……これが、この国でもトップクラスの冒険者、〝虹色の剣〟か。


背後からも追いついてきた騎士たちから感嘆の声が聞こえてくる。


彼らもダンジョンに現れる魔物が、幼い頃にお伽話で聞かされた『恐ろしいバケモノ』ではなく、自分たちが『戦える相手』だと理解して落ち着きを取り戻したのだろう。


瞬く間に残りのオーガを始末したフェルドとドルトンが戻ると、騎士たちが讃えるように喜びの声をあげた。







ダンジョン攻略　七十階層


本来、ダンジョンの攻略は時間が掛かる。低階層でも冒険者ギルドが蓄積した地図がなければ、一階層を攻略するだけでも一日以上掛かるだろう。


魔物が強く道順が複雑な下層なら尚更だ。罠を掻い潜り、魔物に対処し、時には一度上階に上がるような道順もあり、階層を攻略するのに数日を要する場合もある。


だが、王家が所有する文献には、七十階層より下の道順が記されていた。


通常ならその階層でダンジョンが生成する『宝物』を回収するのがダンジョンに潜る目的になるが、私たちはそれらを無視してただひたすらに先へと進み、寄り道はせずに文献にある順路通りに進んでいった。


一般的な印象を述べるなら、ダンジョンの奥へ進むほど強大な魔物が出ると考える。


実際に低階層ではランクの低い魔物が出現し、奥へ進むほど強い魔物が出現するが、七十階層を越えたからといって伝説級の怪物が出てくることはない。


変わってくるのは魔物の強さでなく〝難易度〟だ。中層階ではまだまばらにしかいなかった魔物が下層では休む間もなく出現し、不意打ちを受けやすくなる。


この辺りで多く出没するのは、ランク３のオークやオーガのような魔物たちだ。しかも単体で出現することはなく、常に群れとして襲ってくる。それ以上に厄介なのは、下層の魔物はとても好戦的だということだ。


下層の魔物たちは飢えている。元からダンジョンの中にすべての魔物たちの腹を満たせる食料はない。だが魔物たちはこのダンジョンが生きる上で最適の環境となっているから集まってくる。


魔素は栄養素も兼ねる。ダンジョン内の濃厚な魔素は多くの食料を摂らなくても魔物を生かしてくれた。


だが、それで食への欲求が消えるわけではない。魔物たちが求めるのは人の肉だ。


ダンジョンは魔物同士の共食いを避けるように思考誘導をして、上層で運悪く罠に掛かった人間を下層に落として、魔物が飢えに慣れすぎないように調整しているという。


そのためこの下層では魔物は常に好戦的になり、遠くからでも匂いを嗅ぎつけ、私たちが通った痕跡を追って、昼夜問わず襲ってくるのだ。


だが、すべてがランク３以上の敵ばかりではない。数が多く出現する場合はランクが高い敵ばかりではなく、その配下としてランク２のホブゴブリンや、ランク３の下位とは言えハイコボルトなども現れる。


そのような場合は、近衛騎士たちも対処してくれるのだが、彼らが前に出て戦うことに王弟アモルが難色を示した。


「何をやっている！　露払いは冒険者の仕事だろう。君たち騎士は、エルヴァンやエレーナのような、次代の若い王族を護ることが使命ではないのか!?」


言い方は悪いが言っていることは正論だ。私たちはそのために雇われたのだし、私たち冒険者の中にそれを気にするような繊細な精神の持ち主は誰もいない。


ただ、言っていることは正論でも、言い方が悪ければ不満に感じる者もいる。


自分たちが動けばもっと早く進めるのではないか？　そんな活躍の機会を奪われた若い騎士たちに不満が溜まり、それを抑えようとするセラやエレーナには精神的な疲労が溜まっていく。


それよりも……ダンジョンという誰も止めようのない状況下で、カルラがいまだに動かないことが少しだけ不気味だった。






初めの頃はどこか浮ついた様子で野営の準備をして、王族が初めて食べるような簡素な食事にも彼らは笑みを浮かべていた。


だが、ダンジョンに入ってから数日が経過した今は、食事のたびに顔を顰める者も現れ始め、昼も夜も分からず、脅えながら眠り、目を覚ましても暗闇が続く現状に、皆の顔に次第に不満と疲労が浮かんでいた。


「……元気なのは俺らとあの嬢ちゃんくらいか」


「うん」


休憩中に携帯食を齧りながら呟くヴィーロの言葉に、私も適当に相槌を打ちながらチラリと彼女に目を向けた。


休憩中でもカルラは王族たちの輪に入らず、一人で佇んでいた。王族の従者たちは彼女を恐れているかのように近寄らず、セラやエレーナが気を利かせて茶などを勧めるとそれを口に含むが、それ以外は収納鞄から出した菓子のような物を摘まんでいた。


ダンジョン内に慣れているカルラが、黙っていても食事が出てくる状況にかえって楽をしているように見えるのは、私がそうだからだ。基本一人で野営をしていた私は今の状況をそれほど苦にはしていない。


逆に出来るだけ街の宿で休みたい派のヴィーロなど、立ちながらの食事に文句があるのかと思ったけど……。


「お前の作る飯よりマシだ」


せっかく魔物の肉があるのだから、貴重な食料を消費せずに使えば良いと思うのだけど、絶対に手を出すなと厳命された。まぁ好んで人型の肉は食べたいとも思わないけど。


カルラはともかく、エレーナも文句を言わずに食事をしている。身体が弱いから食が細いのが気になるけど、この状況では誰も文句は言えない。……〝彼〟以外は。


「侍女長！　エレーナの食事が進んでいないだろう。もっとマシな物はないのか？」


「叔父様、わたくしは大丈夫ですから……」


彼は彼なりに姪を守ろうとしているのだろうが、完全にから回って、それを諫めようとするエレーナの負担になっていた。


儚げなエレーナが無理をすることで騎士たちの不満が溜まっているが、自分に精一杯のアモルはそんな空気にも気付いていなかった。






そんな微妙な空気が崩れたのは、さらに二つほど階層を下りたときだった。


複数の通路が交わる広間のような場所があり、そこに全員が中央まで進み出た瞬間、私とヴィーロを含めた数人が顔を上げた。


「みんなっ！」


「武器を抜け！　多数の魔物がやってくるっ！」


警戒の声に私たちと騎士たちが武器を抜き、ミラが使役している風の下級精霊を宙に放つ。


「風の精霊よ、我らが周囲に風の護りを！」


風の護りが一行を包み込むと同時に、広間に繋がる幾つかの通路からゴブリンやホブゴブリンのような低級な魔物たちが溢れるように飛び出してきた。


「ちっ、〝魔物部屋〟かっ！」


ヴィーロが叫んだ『魔物部屋』とはダンジョンの罠の一つで、安全圏と思われる場所に、唐突に大量の魔物が溢れる現象を指す。


「行くぞっ!!」


「我々も彼らを援護するぞ、近衛騎士の誇りに懸けてっ!!」


『近衛騎士の誇りに懸けてっ!!』


ドルトンとフェルドが飛び出すと同時に、今まであまり戦う機会が得られなかった騎士たちも、こちらを取り囲もうとする魔物たちに飛び出した。


この状況なら王族を護ることを優先したほうがいい。でも、これまで抑えつけられていた若い騎士たちの不満は限界に達し、数日間のダンジョン攻略で正常な判断もできなくなっていた。


唐突な乱戦状態に陥り、私も援護するためにペンデュラムを出すと、それを止めるように声が私に届いた。


「ここから離れていいの？」


「……カルラ？」


そんなカルラの面白がるような声と同時に、私たちが通ってきた通路の方角からも、大量の魔物が溢れ始めた。


「なっ、騎士たち戻れっ！　くそっ」


それに気づいたアモルが声を張り上げるが、すでに乱戦状態になっている騎士たちには届かず、そんな状況に命の危機を感じたのか、クララが貧血でも起こしたようにふらつき、それをエルヴァンが抱き留める。


そんな主人たちの姿に、戦いが得意ではない王族の従者たちが今更怯えたように慌て始めた。


「落ち着きなさいっ、まずは殿下たちの安全をっ！」


この状況で戦闘力のあるセラが彼らの対処で動けなくなり、そんな中でそれでも王太子を護ろうとするエレーナと視線が絡み合う。


「わ、私が、彼らを傷つけさせたりしないっ！」


アモルが怯えを払うように声を張り上げ、迫り来るハイコボルトに短剣を向ける。


正統な剣の訓練を受けていても実戦は初めてなのだろう。脅えながらもエレーナやエルヴァンを守ろうとする姿は感心するが、それはお前の仕事じゃない。


「ひっ」


襲いかかるハイコボルトの爪がアモルの咽を引き裂こうとした瞬間、その顔面にペンデュラムの刃が突き刺さる。


「……なっ!?」


「下がって」


目の前で地に落ちる魔物に唖然とするアモルの前に出ると、私は近づいてきたホブゴブリンにダガーを突き立て、コボルト二体の咽をナイフで斬り裂いた。


「ここからは私の仕事だ」


「アリアッ！」


背後から迫る魔物に対処するため飛び出した私に、セラに護られたエレーナから痛みを堪えるような声が届く。


エレーナはたぶん、私が彼女を守ろうとして死にかけたときのことを思い出したのだろうか。


でも……大丈夫だよ、エレーナ。


私は安心させるように彼女に一瞬だけ笑みを向けて、ペンデュラムとナイフを構えた。


ダンジョンの罠である〝魔物部屋〟は、何もない空間に犠牲者が足を踏み入れたとき、大量の魔物に襲われる。回避が難しい危険度の高い罠だが、救いがあるとすればダンジョンの〝呼び寄せ〟に引き寄せられる魔物は総じてランクが低いことだろう。


それでも〝数〟とはそれ自体が脅威だった。たとえ一体一体は脅威でなくても、一人に十体以上が襲いかかれば、たとえそれがランク１や２の魔物でも致命的な危機となる。


ドルトンたち虹色の剣の面々も、一撃で倒せる程度の敵とはいえ、護衛対象に近寄らせずに騎士たちの援護もしなければいけないので全力を出し切れずにいる。


良くも悪くも〝正統派〟である冒険者の彼らは、一撃でオーガやトロールを屠れても、乱戦の中で多数の雑魚を相手にするには、力も武器も強すぎた。


「ま、待て！　お前みたいな若い娘が出て、何が出来るかっ！」


王族でありながら前に出て戦おうとしていたアモルが、私の身を案じるような声をあげた。


今は言動が酷くても、エレーナやエルヴァンへの態度を見れば普段の彼が善人だと分かる。だからこそ気にくわない冒険者である私でも、死ぬことまでは望んでいない。


きっと彼のような見たものしか信じられない人には、エレーナと変わらない歳の女が前に出て戦うこと自体あり得ないことなのだろう。


男の意地か貴族の矜持か、自分から前に出ようとするその意気込みは買ってもいいが、今はこちら側にまともな戦力が残っていない。


騎士たちは乱戦で戻るに戻れず、わずかな護衛は残っているが、セラを含めた彼らの仕事は戦うことよりも『王族の盾となって死ぬ』ことだ。


「時間がない。邪魔をしないで」


「なっ」


背後の魔物たちはもう間近にまで迫っている。私は邪魔をするアモルに一瞬威圧を放って黙らせると、エレーナやセラに軽く手を振り、雪崩のように押し寄せてくる魔物の群れを前にして、鉈で波を割るように斬り込んだ。


目を開け。〝私〟の戦い方を見せてやる。


『ゴギャッ！』


素早く踵を打ち鳴らし、飛び込むように浴びせ蹴りをした踵の刃が、先頭を走っていたコボルトの顔面を頭蓋ごと引き裂いた。


私が着地する前に【影収納ストレージ】から放った斬撃型のペンデュラムが横手をすり抜けようとしたゴブリンの咽を斬り裂き、刃鎌型がホブゴブリンの延髄を深々と掻き斬った。


『ギギャギャッ！』


そこに錆びた短剣を振りかぶった二体のゴブリンが襲ってくる。


着地した瞬間、膝関節と腿の筋肉で衝撃を吸収しながら、その勢いでたわめた脚を使って地を蹴るように飛び出し、短剣が振り下ろされるよりも速く、両手の黒いナイフと黒いダガーで二体のゴブリンの眉間を同時に貫いた。


『ガァアアアアッ!!』


そこに迫る大柄なハイコボルトとオークが、錆びた槍と石斧を突き出してくる。


私はゴブリンに突き刺さったナイフとダガーから手を離して、その刃を仰け反るように回避すると、そのままハイコボルトの顎を真下から爪先の刃で蹴り上げ、返り血を跳び避けながら振り下ろした分銅型のペンデュラムでオークの頭蓋を打ち砕いた。


『ギギャア!!』


次に飛び込んでくるコボルトとゴブリンは、遠心力で威力を増した斬撃型が、二体同時に喉元を斬り裂く。


「ハァアア!!」


汎用型のペンデュラムの糸で回収したダガーを宙で掴み、迫っていたホブゴブリンの眉間に突き立て、もう一つのナイフも宙で掴むと全身で回転するようにハイコボルトの首を斬り飛ばした。


黒い血を撒き散らしながら飛んできたハイコボルトの生首に、迫っていた魔物たちの波がわずかに止まる。


ダンジョンに引き寄せられ、飢えていてもわずかに理性は残っているのか。でもその好機を黙ってみているつもりはない。


斬撃型と刃鎌型のペンデュラムで左右のゴブリンを狙い、二体の首を引き裂いたペンデュラムを全力で引き寄せ、その線上にいたコボルト二体の喉を斬り裂き、血煙を靡かせるペンデュラムを旋回させながら私は魔物たちの中に飛び込んだ。


『ぐぎゃ!?』


『ギィイイッ！』


一瞬も止まることなく次々と殺していく私に、ついに高揚していた魔物たちの目に恐怖が宿り、その動きが鈍り始めた。


恐れはその身を硬くする。戦場でよく言われる『緊張感のある適度な恐怖』など存在しない。克服するか乗り越えなければ、待っているのは己の〝死〟だけだ。


動きが鈍った魔物の群れをすれすれで躱しながら、黒いナイフでゴブリン数体の頸動脈を撫で斬りにして、唖然としたように硬直しているハイコボルトの顎下からダガーを脳まで突き刺した。


『ギ…ギガアッ!!』


それを見て魔物たちが、恐れ怯えるように一斉に動き出す。


魔物たちが繰り出してくる数本の槍を伏せるように躱し、猫のように石床に爪を立てて、腕の筋力と蹴り脚で矢のように飛び出し、踵の刃でホブゴブリンの咽を斬り裂きながら、真正面のオークの顎を掌底で突き上げ、がら空きになった咽をナイフで真横に斬り裂いた。


『ガァアア!!』


デタラメに突き出されるホブゴブリンの錆びた鉈を左腕の手甲で躱し、近場にいたコボルトに逸らして斬り裂き、鋭い爪で襲いかかってきたハイコボルトの腕を側転するように蹴り上げながら鉈を放ったホブゴブリンに逸らして、体勢を崩してぶつかり合う二体同時にナイフとダガーで斬り殺す。


迫り来る魔物たちの刃を極限まで集中した探知だけで躱す。猫のように身を伏せ、石床に爪を立てるように魔物たちの足下をすり抜けながら隙を見せた魔物から殺していく。


躊躇しない。恐れもしない。


目に前にいる敵はすべて殺す。


私は常に位置を変えるように回転しながら、遠心力で振り回すペンデュラムで魔物の首を斬り裂き、頭蓋を砕き、頸動脈を引き裂いて殺していった。


あと残り、約半分──


＊＊＊


「……なんだ…これは…」


アモルの掠れたような声が零れるように流れた。


その冒険者は、彼の姪であるエレーナや甥であるエルヴァンの婚約者たちと変わらない、幼さが残る細身の少女だった。


エレーナの顔見知りであるらしいが、一介の冒険者が王族に対しても不敬ともとれる態度を取り、姪たちを護ろうとしたアモルの存在を無視するように、魔物の群れに対してたった一人で向かっていった。


この場にいるランク３にもなる近衛騎士でも、武器を持つ五体のホブゴブリンに囲まれたら無事では済まない。戦場では仲間がいて、騎士は一人で多くの敵を相手にする必要はなく、想定した訓練をすることはあっても実戦で経験することはないからだ。


しかもここには、ランク１のゴブリンやコボルトだけでなく、ランク２のホブゴブリンやランク３の下位とはいえオークやハイコボルトまでいるのだ。


いかに少女が高名な冒険者である〝虹色の剣〟の一員だとしても、勝てるはずがない。……そう考えていた。


だが少女は奇妙な武器と体術を使い、瞬く間に数十体の魔物を殺していった。


踊るように舞う少女の黒い刃がきらめくたびに確実に命が奪われ、魔物の返り血と血煙で、少女の〝灰〟を被った髪を紅に染めて、その姿は整った容姿と相まってまるで『鉄で出来た薔薇』を思わせた。


「……〝灰かぶり姫〟……」


護衛を兼ねていた荷物持ちの一人が、唖然としたように漏らしたその一言に、アモルが思わず振り返る。


「なんだそれは……、お前はあの娘を知っているのかっ!?」


掴みかかるようなアモルに、その護衛は引きつつもわずかに首を縦に振る。


「く、詳しいことは存じません！　ですが……確か、暗殺者ギルドと盗賊ギルドを幾つも壊滅させた〝灰かぶり〟の少女が、そう呼ばれていたと……」


護衛の男が、商人などが話していた〝噂〟を思い出すようにそう答えると、その後ろから従者の一人も思い出したように声をあげた。


「私も聞いたことがあります！　たった一人で、北方の男爵領を襲っていたオークの群れを殲滅したとか……」


その発言にエルヴァンやクララも息を呑み、その噂を知っていたエレーナやセラでさえもあらためて聞く壮絶さに目を見張る。


クララもその情報は知っていた。その灰かぶり姫が殲滅した暗殺者ギルドの支部は、ダンドールの近くにあったのだから。


その他にもあり得ないような武闘派盗賊ギルドの殲滅など、誇張された噂話だと思えたことも目の前で戦う少女を見れば信じるしかなく、そんな少女を排除しようと考えていたことを思い出して、クララは目の前が暗くなる。


救いを求めるように、手を握り続けて『守る』と言ってくれたエルヴァンに目を向けると、彼もクララと同様に壮絶な光景に脅えながらも、その瞳が魅せられるように〝少女〟だけを映しているのを見て、クララの意識が遠のいた。


「クララっ！」


エルヴァンは気を失って倒れるクララを抱き留め、以前顔見知りとなった『ただ綺麗な少女』を震えながら見つめ続けた。


そしてアモルもあり得ない話を聞いて呆然と声を漏らす。


「そんな馬鹿な……」


あり得ない。そんなことが出来るはずがない。


その〝常識〟を、目前で魔物を殺していく少女の〝現実〟が塗りかえ、アモルの精神に楔のように〝畏おそれ〟を刻みつけた。


「アリア……」


かつて自分と誓い合った少女の信じられない成長を目にして、エレーナは彼女の名を呼びながら、再び〝誓い〟を確かめるように自らの胸に手を当てる。


怯え、興味、戦慄の視線が向けられる中で、カルラだけは舞うように戦う少女の姿をうっとりとした表情で見つめていた。


カルラがここまで自分の手を汚すこともなく傍観に徹してきたのは、自分が誰かの命を奪うことよりも、少女が殺し傷つく姿を見たかったからだ。


その歪んだ情念を熱い息と共に吐き出すと、カルラは熱い瞳を少女に向ける。


「やっぱり、誰の血でも、血塗れのアリアは綺麗よ……」


＊＊＊


『グ…ガァッ』


ゴキンッ…と音がして、へし折れた首から糸を外すと、最後のハイコボルトが崩れ落ちる。


これで終わりだ。ダンジョンの罠は終了して、私の周囲には五十体以上の魔物たちの死体が血塗れになって転がっていた。


ちょうど向こう側も殲滅を終えたのか、慌てて戻ってきた騎士たちがこちらの様子を見て驚いたように一歩引いていた。


その中には、船上で私に話しかけてきた若い騎士もいたけれど、そんな彼らも血塗れの私を見て気圧されたように後あと退ずさり、私が進む道を通路のように空けてくれた。


騎士たちに囲まれた王族の中にいるエレーナに軽く手を振ると、少し怒ったような顔で溜息を吐き、最後には仕方ないとでもいうように少しだけ微笑んでくれた。


「アリアっ！」


私が進む道の先から、フェルドとミラが駆け寄ってくるのを見て、私も彼らがいる高みに向けてその一歩を踏み出した。


私はまだ強くなる。







    
  
  




ダンジョン攻略　八十階層


『グァアアアッ！』


振るわれた錆びた鉄棍棒を掻い潜り、オーガが体勢を崩した瞬間、跳び上がった私はナイフを大きく振りかぶる。


「──【二段突きダブルエッジ】──」


私の放つ二連撃の戦技がオーガの両目を貫いた。


『グォオオオオオオオオオオオオッ!?』


思わず武器を落として顔を押さえたオーガの背後に滑り込み、黒いダガーを耳から脳に突き刺してとどめを刺す。


オーガの表皮は上級の革鎧にも使われるほど硬く、私の投擲やナイフで傷つけることは難しいが、一対一なら倒せない相手じゃない。


私が想定以上に戦えると判断したリーダーのドルトンは、斥候だけに私を使うのではなく、ある程度なら魔物の処理を任せるようになった。


それだけでなく、私があまりにも常軌を逸した戦い方をしたせいで、私が後方にいるとその後についてくる騎士たちの動きが鈍くなったという理由もある。騎士たちはドルトンやフェルドのような〝戦士〟の強さは素直に認めるが、私のような存在は異質に見えるらしい。


私も最初はオークやホブゴブリンなどを倒していたが、数日が経つと次第にオーガのようなランク４に近い敵を任され始めた。


それというのも、ここにきて攻略する速度を上げなくてはいけなくなったからだ。


「こっちは終わったぞ」


「了解」


「さぁて、もう一仕事するか」


二体のトロールを倒して戻ってきたフェルドやドルトンと入れ替わるように、私とヴィーロが前に出る。


トロールは戦闘力ならランク４の魔物だが、鑑定による戦闘力では表れない特殊な再生能力があるために、冒険者ギルドの討伐難易度ではランク５の下位に相当した。


そういう敵に私やヴィーロが使うような小さな武器では、通常手段で倒しきれないので、前衛二人のような大きな武器に頼ることになる。


「……歯がゆいね」


「ランク５と比べたらダメだぜ？　確かに今はトロールなんて倒せないが、短剣術でもレベル５になればトロールだって倒せるようになる」


ぼそりと呟く私にヴィーロがそんなことを教えてくれた。


「ヴィーロは、短剣術レベル５の戦技を知っているの？」


師匠セレジュラも短剣術は使えるけど、近接レベルが３である師匠はその戦技を使えない。ランク４のヴィーロならどんな物か知っているかと思ったが、彼は溜息を吐くように首を振る。


「見たことなんてねぇよ。斥候系は数は多いが、俺やお前みたいな戦闘系の斥候は少ないんだよ。実際に見たことはないから教えられねぇが、ギルドの資料は見たことがある。両手を使った八連撃ってあったが、想像つかねぇな」


「へぇ……」


八連撃か……。ただ連続で斬りつけても威力が下がるから本当に想像できない。


「まぁ、お前はまず短剣術レベル４を目指せよ。レベル４の戦技もちょっとしたもんだぜ？　今はあの王弟のあんちゃんが煩いから、機会があったら見せてやる」


「……了解」


「それにしてもなぁ……」


先頭に出る途中でフェルドやドルトンが倒したトロールを見て、ヴィーロが顔を顰める。


ここまで魔物の素材は回収しなくても、オーガ以上の魔物からだけは魔石を取っていたが、今ではトロールの死体さえも放置するようになっていた。


当然、私が倒したオーガも捨て置くことになり、ヴィーロも自分が倒したオーガを横目に見ながら私にだけ聞こえるような声で小さくぼやく。


「あ～あ、勿体ねぇ」


「その分の報酬は上乗せしてもらえることになったでしょ？」


ランク４の素材を放置してでも進行速度を上げた理由は、私たちの後ろにいる護衛対象である彼らにあった。


「今日はここまでにしようっ!!」


しばらく進んで、比較的だが安全そうな場所を見つけてドルトンが声を掛けると、後方から安堵の溜息が聞こえてくる。


私たちは気休めでも低位の魔物避けの香を配置していたが、それだけでは気が休まらないのか、野営の準備をする騎士や護衛たちの顔に隠しきれない疲労の色が見えていた。


七十階層から始まったダンジョンの攻略は、一週間が経過して八十階層にまで達していた。ミラから聞いた話によれば、ダンジョンの深層部の探索なら一階層の攻略に三日以上を掛けるのもざらにあるので、この攻略速度は驚異的とも言える。


だけどそれも、代々の王族が残した古い資料を使って、一切の寄り道をせず真っ直ぐに進んできた結果だ。


太陽を何日も見ることができず、達成感も充実感もない騎士たちは、閉鎖的な環境で時間の感覚もなく同じことを繰り返し、常に危険に曝され続けることで精神的に弱り始めていた。


戦場に出ることもある騎士でさえそれなのだ。王宮で暮らしてきた王族などいつ限界が来てもおかしくない。


「「…………」」


私たちも野営の用意をするべくその場を横切ると、わずかに疲れた顔のエレーナと目が合い、彼女は少しだけ苦笑するように微笑んだ。


エレーナは精神的に強い。国家のために自分さえも犠牲にすることを覚悟している彼女なら、この状況でも乗り越えることができると思う。


……だけど、その近くで腰を下ろして、暗い瞳で従者から渡された水を啜るアモルは、王族の中で一番危うい状態にあった。


自分で無理に参加したので弱音を吐くわけにもいかず、参加したその理由もエレーナやエルヴァンを守るためだと言っているが、彼の態度から判断すると、自分も加護を得て今の状況を変えたいように思えた。


そんな本音と建て前が酷い現実と疲労に苛まれて、彼自身が何をするべきか分からなくなっているのだろう。私の戦いを見た後から口を出すこともなくなったが、私を見ると目を逸らして何かブツブツと呟くようになっていた。


彼に比べたら他の王族関係者はまだマシに見えるけど、クララとエルヴァンの二人は魔物部屋を越えた辺りから寄り添うことが多くなり、クララは今まで私を見ると怯えていたその瞳に敵意を見せるようになった。


そんなクララに困惑しつつも、彼女の世話を焼くことでエルヴァンは逆に精神を保てているように見えた。


その中でカルラだけが何も変わっていない。相変わらず色々な意味で〝酷い〟ままだ。この一行の中で一番体力値が低いのに、何故か一番愉しそうにしている。


こんな状況に慣れているという意味では、私たちも同じだ。百年も冒険者をしているドルトンやミラは普段と全然変わらないし、ヴィーロは酒がないと愚痴を零す余裕があった。


フェルドは身体が大きいので狭い環境は辛いというより面倒な感じで、私はダンジョン経験こそ少ないけど、今更環境で苦痛を覚える生活はしていない。


話を戻せば、ダンジョンの環境に馴染めない彼らのために、ドルトンはエレーナやセラと協議して、進行速度を上げることにしたのだ。






「……フェルド」


「また来たか」


近くにいたフェルドの名を呼ぶと、それだけで察してくれたフェルドが大剣を抱えて立ち上がる。


ヴィーロはすでに動き出していて、それを見たドルトンとミラも床に下ろしていた腰を上げて、戦鎚を構えたドルトンが口の端をわずかに上げた。


「今夜は〝肉〟が食えるか？」


私たちが動き出したことで、気を抜いていた騎士たちから悲鳴のような響めきが漏れると、その瞬間、それをかき消すように進行方向の通路から駈けてくる〝蹄ひづめ〟の音が聞こえてきた。


「ミノタウロスだっ!!」


騎士の誰かが叫ぶと同時に、通路から四体のミノタウロスが飛び出した。


ミノタウロスとは巨大な人の身体に牛の頭部と蹄を持つ魔物で、ランクはオーガと同じランク３の上位に位置するが、興奮状態の突進力は同ランクのオーガさえ一撃で屠ると言われ、難易度ランクは４にもなる強敵だ。


「一撃で仕留めろっ!!」


まだ戦闘態勢も取れていない騎士たちを見てドルトンが私たちに叫ぶ。


すでにミノタウロスは危険な興奮状態にある。真っ黒な角を突き出すように馬のような速度で突っ込んでくるミノタウロスを前に、ドルトンとフェルドが武器を持って飛び出し、ミラが精霊魔法を唱え始めた。


「左端だ、アリアっ！」


「了解」


一撃の威力が低い私とヴィーロが同じ敵を狙う。


「大地の精霊よっ！　滅びぬ力にて敵を縫い止めよっ!!」


ミラの精霊魔法が発動して、ダンジョン内の石床が粘土のように盛り上がり、巨大な杭となって真正面から突っ込んできた一体のミノタウロスを串刺しにする。


それを見ても目の色を変えたミノタウロスたちは止まらない。その横をすり抜け、精霊魔法を使って動きを止めたミラを狙って一体のミノタウロスが迫る。


「やらせるかっ！」


そこに割り込むように飛び込んだドルトンの戦鎚が、ミノタウロスの頭部をチーズのように打ち砕いて轟音を響かせる。


「うらぁああ！」


その横でフェルドが大剣を真横に振い、ミノタウロスの頭部を上下二つに断ち割った。


「アリア、隙をつくれ！」


「了解」


真っ直ぐに正面から突っ込んでいった私は、突進してくるミノタウロスの顔面を蹴るようにその真上を飛び越え、角に巻き付けた糸を全体重と勢いで引いて顎を上げさせると、そこに私を信じて突っ込んできたヴィーロがミスリルの短剣を大きく振りかぶる。


「──【神撃クリティカルエッジ】──っ！」


急所を狙い一撃の威力を数倍に高めるレベル４の戦技が、真っ直ぐにミノタウロスの顎下から脳まで貫いた。


これは急所から逸れてしまうとただの一撃になってしまう技だが、確実に狙えるのなら数倍の威力を放つことができる必殺の戦技となる。


簡単に言えば、使い勝手の良さから私も多用していたレベル１の戦技【突撃スラスト】の完全上位版だ。急所を狙う必要はあるが基本的にどの戦技も〝隙〟を狙うことは変わらない。


確かにこれは使える戦技だと、そう思ってヴィーロを振り返ると背後から再びそれが聞こえた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


雄叫びが轟き、遅れてもう一体のミノタウロスが飛び出してきた。


騎士たちはまだ立ち上がったばかりで、ミノタウロスが倒されたのを見て一瞬気を抜いていた。すぐに戦える者は少なく、私たちも各自でミノタウロスを倒したが、それ故にまだ対応できる体勢ではない。


蹄を鳴らすように真っ直ぐに駈けていくミノタウロスの先には、エレーナたち王族がいる。


セラがそれに気付いて庇うように前に出る。彼女の実力があれば一対一でなら倒せるはずだが、私やヴィーロと同じで、一撃で倒せないセラは自分の身を犠牲にして止めようとするだろう。


「アリアっ！　本気で行けっ!!」


その時、フェルドが私に声を張りあげた。


一瞬だけ振り返った私の目に、頷く仲間たちの姿が見えた。仲間たちは私の〝奥の手〟を知っている。ならば『本気で行け』とはそういうことだ。


一瞬の迷いもなく黒いナイフを口に咥えた私は、地面に爪を立てるようにして前のめりになりながら、身体強化に使っている魔素から不純物を捨てていく。


魔素の純度が高まると同時に高速で流動する魔素が全身を駆け巡り、身体強化の精度を一瞬で最大以上に引き上げた。


「ハッ!!」


ダンッ!!　──と、爪先で石床を抉るように飛び出した私は、視界に映る景色さえ置き去りにして先を駈けるミノタウロスを追い、王族たちに襲いかかる一瞬手前で、渾身の力を込めて真後ろからその頭部を斬り飛ばした。


ザシュッ!!


首を失ったミノタウロスの胴体が地面に転がり、飛んでいった生首がクララの前に落ちて彼女が悲鳴をあげて気を失う。


ほとんどの魔力と体力を一瞬で消費した私も力尽きて躓くように床を転がり、先に転がっていたミノタウロスの胴の上に倒れ込む。


オークジェネラルを倒した時の技を使い、動けなくなった身体で……


（やっぱり、人型でも牛なら食べるんだ……）


私はぼんやりと、そんなくだらないことを考えた。


「アリアッ！」


近くにいたエレーナが悲鳴のような声をあげて駆けつける。


「アリア、大丈夫なの!?」


「また無茶をして……、動けますか？」


同時に駆け寄ってきたセラがそう言って、私が「大丈夫……」と答えた時、倒れていた私を大きな手が子どものように脇を抱えて抱え上げた。


「よくやった、アリアっ」


「フェルド……」


追いかけてきたのか……。私は心配するエレーナに問題ないと軽く微笑み、同じく追いかけてきたヴィーロがニヤリと笑うと、私もようやく息を吐いて見える景色に目を細めた。


フェルドが見ている景色って、こんなに広かったんだ……。


＊＊＊


「ミノタウロスが現れたことで、我々が最深部であるエリアに到着したと確信できた。残りはあとわずかだっ、全力を尽くせっ!!」


通路の安全を確認してきたドルトンが全員を前にしてそう言った。


このダンジョンの深層部からはミノタウロスが出現するエリアになる。敵は強くなるが、ようやく先が見えてきたことで、ドルトンの口調は乱暴だが、そんなことなど気にすらならないように騎士たちが気勢をあげた。


それでもすぐに出発するわけではない。これまで以上に過酷な道中になると全員が装備を点検して、半日ほどの準備期間という、心と身体の休息を取ることになった。


私もあの技を使ったことですぐには動けない。自分で【治癒キュア】を使い、さらにセラが私を治療しようとすると、その横から治癒魔法が放たれた。


「──【高回復ハイヒール】──」


膨大な魔力量で放たれた治癒魔法が私の傷ついた身体を癒やしていく。疲労感があるのですぐに動くことは無理でも、これなら早く回復できるはずだ。


「カルラ……」


なんの気紛れか、私の身体を癒やしたカルラは目を細めるように微笑むと、まだ立ち上がれない私の耳元でそっと呟いた。


「私を殺すまで死なないで、って言ったでしょ？」


「…………」


カルラと初めて会ったとき……私は彼女が望むなら殺してあげると言って、カルラはその約束を覚えていた。


カルラが健康を取り戻してもまだ死にたいのだろうか……。


そうして半日の休息を終えて私たちは再びダンジョン攻略に出発する。私も立ち上がることは出来るようになったが、まだ足に力は入らず戦闘は難しい。それでも歩くことならできそうだと足を揉んでいると、不意に誰かが声を掛けてきた。


「すまない。よければ私たちに君を運ばせてもらえないか？」


目の前にいた数人の男性は、船で私に話しかけ、あの魔物部屋の殲滅から距離を置いていた若い騎士たちだった。


「……どうして？」


「君の戦いを見て、私たちも何が大切なことか理解できたんだ」


「君は必要な人間だ。動かなければ回復も早いだろう。どうか私たちに運ばせてほしい」


理由は分からないが私を怖がることはなくなったみたいだ。


あまり知らない人間に運んでもらうのは気が進まないが、確かに動かなければ回復は早いと判断して頷くと、若い騎士たちが喜色を浮かべる。


「では私が」


「いや、彼女を運ぶのは私だ」


「いやいや、私が」


騎士たちが何故か争うように名乗り出て、私がどうしようかと考えていると横から現れた侍女服の女性が私を軽く持ち上げる。


「アリアさんは女性なので私が運ぶように〝王女殿下から〟申しつかりました。宜しいですね」


「「「……はい」」」


エレーナの護衛侍女であるクロエが若い騎士たちにニコリと微笑むと、彼らは無意識に何歩か後退っていた。






クロエ曰く、私は『普段使っている盾より軽い』らしい。クロエはそう言うが、その盾を手に持ちながら私を背負っていたのだから、彼女の細い身体にどれだけ筋力値があるのか想像もできなかった。でもそのおかげで、私は一日ほどで戦線に復帰した。


一日に一階層程度の進行だけど、これまでの先が見えないような道中に比べれば、貴族や騎士たちも気分的に雲泥の差のようで、これまでより早く進めている。


奥に進めば進むほどミノタウロスの数は多くなり、凶暴になったが、それでも力を合わせて突破すると不意にある層から敵が出てこなくなった。


「罠か？」


「いや……最奥が近い」


フェルドの問いにドルトンが答え、敵が現れない真っ直ぐな通路を進んでいくと階段があり、そこを下ると巨大な鉄の扉が目に映る。


「最奥の扉……」


誰もが息を呑み、静まりかえった中でエレーナの声だけが鈴音のように流れた。


九十階層……ダンジョンの最下層にして最奥。そこには部屋を間仕切るような壁はなく、幅が三メートルで高さが五メートルもある、精緻なレリーフが施された巨大な鉄扉だけが在あった。


いかに死んだ人間の思念を読み取っていると言われるダンジョンでも、ここまでの扉を造るのは、何かしらの〝意思〟の存在を感じる。


それがダンジョンの精霊であるか分からない。でも、深く潜るにつれて私は〝誰か〟の視線のようなものを感じていた。


「では行くぞっ!!」


『おおおおおおおおっ！』


ヴィーロと私が念入りに罠を確認して、ドルトンが全員に声を掛けてフェルドや騎士たちと扉を押すと、重い鉄扉がゆっくりと開き始め、扉が開ききったその先に……。


「あれは……」


そこに、三体の巨大な人型の存在が私たちを待ち構えていた。


左右に控える蒼と朱の二体は、ミノタウロスの上位種だろう。そして、その中央に立つ一際巨大な三メートルもある黒いミノタウロスは──


「気をつけろ。ランク６……ミノタウロス・マーダーだ」






『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』







ダンジョン攻略　最奥


ついに辿り着いたダンジョンの深奥部。直径が百メートル以上もある闘技場のような場所に待ち受けていたのは、三体の異形のミノタウロスだった。






▼蒼牛あおうし　ミノタウロス・ブルート　魔物種ランク５


【魔力値：１８０／１８２】【体力値：７３０／７３１】


【総合戦闘力：１５８７（身体強化中：１８９０）】






▼朱牛あかうし　ミノタウロス・ブルート　魔物種ランク５


【魔力値：２０１／２０３】【体力値：６９２／６９４】


【総合戦闘力：１６９４（身体強化中：２０３７）】






▼玄牛くろうし　ミノタウロス・マーダー　魔物種ランク６


【魔力値：２５０／２５２】【体力値：８０１／８０６】


【総合戦闘力：３２４０（身体強化中：３９６０）】






ランク６……っ！　存在するとは師匠から聞いていたが、ここまでの相手だとは思わなかった。


通常の生物が達することが出来るランクは『５』とされている。人間でもランク５は達人や英雄とも呼ばれるレベルだが、それからさらに成り上がるには種族を超えた〝何か〟が必要だと言われていた。


私の背後にいる《鑑定》スキル持ちの人たちから押し殺すような悲鳴と、息を呑む声が聞こえた。その中でエレーナの顔色も蒼白に変わっているのを見て、自分のするべきことを思い出した私は感情を心の底に押し込め、敵戦力の考察を始める。


まず、〝玄牛〟と仮称したミノタウロス・マーダーは、三メートルを超える真っ黒な巨体に、歪んで捻れた二本の角を持つ個体で、人間では持ち上げることも難しそうな巨大な魔鉄製の両手斧を軽々と構えていた。


魔力値と体力値、そして体格と戦闘力から考えても、三体とも近接タイプだが、とくにこの玄牛は攻守共にバランスがよく見える。


その両脇にいる二体も、玄牛と比較すれば弱いと錯覚してしまいそうだが、決して油断ができる相手ではない。ランク５……以前私が戦った、オークジェネラルのゴルジョールと同程度の戦闘力を持つ強力な個体だ。


しかもダンジョンにいるこの魔物たちは完璧な体調に保たれている。ゴルジョールの時のように、一ヶ月も掛けて少しずつ体力を削っていくような真似はできない。


〝蒼牛〟と仮称した個体は、二メートル半もある真っ青な巨体に異様に盛り上がった腕の筋肉を持つパワータイプだ。今の私なら速度で対抗できるかもしれないが、身長ほどもある魔鉄の両手剣を振り回されたら近づくことさえ困難になる。


〝朱牛〟は、人間が使うような鋼製のハルバードを二本持っていた。その赤い体躯は蒼牛にも劣らず、片手に持つハルバードがまるで手斧に見える。


だがコイツが恐ろしいのは蒼牛よりも細身であるのに、戦闘力が蒼牛より上であるところだ。おそらく速度重視タイプで全てのステータスが私を上回っているはずだ。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


扉から動かない私たちに焦れたように、玄牛が闘技場全体を震わせるような咆吼を放ち、訓練を受けているはずの騎士たちがその〝威圧〟に怯えたように身を震わせた。


そんな私たちを見て、蒼牛と朱牛が人間を嘲笑するように口元を歪ませながら、ゆっくりと前に歩み出る。


「倒せ…ますか？」


背後から、震えを隠しきれない声でエレーナがドルトンに訊ねると、その様子にドルトンは彼女を見定めるように視線を向けた。


「マーダーだけなら〝虹色の剣〟で対処はできると思うが……三体となると俺たちだけでは無理だ。ここで戻るか？　ダンジョンの〝恩恵〟は全員が得られるとは限らない。命を懸けるのなら、ここでなくてもいいはずだ」


「いいえ……」


王族が本当に求めるものはなんなのか？　手段が目的と化していないのか？　それを問うドルトンの言葉にエレーナは静かに首を振る。


「確かに私たち王族は〝力〟を求めてここへ来ました。ですが、それと同時に、国のため、民のため、その覚悟を示すために来ているのです。わたくしは下がりません」


キッパリと決意を述べるエレーナに、王太子やクララが息を呑み、アモルが焦燥しきった顔で現実を否定するように小さく首を振っていた。


「我らが戦いますっ!!」


最初に出会った、私が助けた騎士が緊張した顔で一歩踏み出した。彼は私に一瞬だけ視線を向けて微かに頷くと、他の騎士たちも覚悟を決めた顔で前に出る。


「ドルトン殿、ご指示を戴きたいっ。我ら近衛騎士十名、あなたたちに及ばずながらも国家の盾である我らが敵を食い止めてみせましょうっ！」


「わ、我々もやります！」


騎士だけでなく、ここまで治療にだけ魔術を使っていた三名の宮廷魔術師も緊張した顔で前に出る。その彼らの顔つきにドルトンも静かに首を縦に振る。


「……うむ。よし分かったっ!!」


彼らの覚悟と、玄牛の指示で動き出した蒼牛と朱牛の姿に時間もないと判断したドルトンは、私たちに指示を出す。


「王族の方々、マーダーの後ろにある『祭壇』が見えるか？　おそらくはあれが、あんた方の〝目的〟だと思われる。隙があるようなら合図を出すから向かってくれ」


エレーナたちが一番遠くに見える壁に祭壇のような物を見つけて、微かに震えながらもドルトンに頷いた。


「赤い奴は俺たちが引き受ける。騎士さんたちは青い奴を引きつけてくれ。俺たちが赤い奴を倒す前にマーダーが出てきたら、俺とフェルドが対処するのでそれ以外は近づくな。ミラは俺たちの援護をしろ。その時に赤い奴がまだ生きていた場合は……」


そこで一息区切ると、ドルトンは私とヴィーロに向き直る。


「お前たちが抑えて時間を稼げ。できるな？」


「しゃーねぇなっ」


ヴィーロが気合いを入れるように自分の頬を叩き、私は無言で頷いた。そこに──


「その時は、わたくしがアリアのお手伝いをいたしますわ」


どろり……と滲み出るような声が流れて、何かに気圧されるように騎士たちが道を空けると、病的な容姿に毒花のような笑顔を浮かべた少女がゆるりと歩み出る。


「……カルラ」


私の漏らす呟きが聞こえたのか、カルラが薄い笑みを私へ向けた。


本来ならどれだけ実力があろうとも、王太子の婚約者であり護衛対象である彼女が戦うことは許されない。でも、それを止めるはずの従者たちも婚約者であるエルヴァンも、溢れ出る異様な雰囲気に声を掛けることすらできず、警備責任者の一人であるセラでさえもカルラの行動を止めることができなかった。


「わたくしではご不満かしら……？」


不満どころか不安がある。だが、人間性はともかく能力的には不満も不安もない。


「……お嬢さんが、か？」


ドルトンもカルラの危険性には気づいたようだが、この状況で戦力が欲しいのも確かで、彼女の魔力がサマンサにも匹敵すると見てドルトンも仕方なく許可を出す。


「戦力的には問題はない。あなたは護衛対象だが王族の覚悟を見せるというのなら、もしもの場合は力を借りる」


「ええ、問題ありませんわ。わたくしは有象無象相手に死ぬつもりはありませんから」


カルラが意味ありげに私を見て、睨むように見つめ合う私たちにドルトンは溜息のように軽く息を吐いて、その視線を迫り来る二体へ向けた。


「では、行くぞっ!!」






『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


私たちが動き出したのを見て、煽るように近づいてきていた二体のミノタウロス・ブルートも動き出した。


「こちらだ！　青いミノタウロスっ！」


作戦通り、騎士たちが左側に誘い出すように動き出して矢を放ち、それを二体が追おうとするところをミラの精霊魔法が邪魔をする。


「水よっ！　彼の者を捕らえよっ！」


先制した水の精霊魔法が朱牛を捕らえようと放たれるが、朱牛はその巨体に似合わぬ動きで跳び避けるように魔法を回避すると、魔術師であるミラを狙って飛び込んできた。


だけどミラも普通の魔術師じゃない。レベル３の身体強化と体術で背後に跳び避けるように距離を取り──


「はぁああっ!!」


『ブォオオオオオオッ!!』


ギィインッ!!


それと同時に飛び込んだフェルドの大剣と朱牛のハルバードが激しくぶつかり、薄暗いダンジョン内を照らすように火花を散らす。


ガンッ！


『ブォッ!?』


その瞬間、私が放った分銅型のペンデュラムが朱牛の側頭部に炸裂し、即座に弓に持ち替えて頭部を狙ったミラの矢が朱牛の頭部を掠めた。


だが、どちらの攻撃も強固な角に阻まれてあまり効いてない。朱牛は睨め付けるように私とミラを見るが、フェルドの相手は余所見しながらできることではない。


「うぉおおおおおおおおおおおおおっ！」


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ！』


渾身の力で打ち込んでくるフェルドに、朱牛も両手の武器を使って受け止めることしか出来ず、その一瞬を狙ってミラが弓術の戦技を放つ。


「──【影縫いシャドウバインド】──」


レベル３の魔術系戦技が朱牛の身体をその場に縫い止める。だが、魔術系の戦技は格上とは相性が悪く長くは持たない。だが、その隙をあの男が逃がすはずがなかった。


「──【闇の霧ダークミスト】──」


『ブオオオッ!?』


ヴィーロが放った闇の霧が的確に朱牛の頭部を覆い、動きを止められ視界を塞がれた、その絶妙なタイミングを待ち構えていたようにドルトンが巨大な戦鎚を朱牛目掛けて振りかぶった。


これが王国でも有数のランク５パーティー〝虹色の剣〟──その流れるような連携に私も思わず目を見張る。


だが──


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


その瞬間、静観していた〝玄牛〟から強烈な威圧と咆吼が放たれ、私たち全員の動きが一瞬だけ止められた。


『ブモォオオッ！』


その瞬間に視界を塞がれた朱牛が二本のハルバードを振り回し、攻撃を止められたドルトンとフェルドがそれを避けるように距離を取る。


離れた場所では蒼牛が硬直した盾役の騎士を弾き飛ばし、まだ動けずにいた数名の騎士を大剣で薙ぎ払っていた。


すかさず後ろの騎士が前に出るが、一気に薄くなった〝壁〟に蒼牛が歪んだ笑みを浮かべる。


「態勢を立て直せ！」


「負傷者を下がらせて！」


ドルトンが声をあげ、エレーナが騎士に指示を出して、セラや宮廷魔術師たちと共に騎士の治療を始めた。


玄牛がわずかに動いただけでこれか……。攻撃の機会を窺っていた魔術師が治癒に魔力を使わなくてはいけなくなり、私たちはとどめを刺す機会を奪われた。


虹色の剣の猛攻に朱牛単体では対処できないと判断したのか、傍観していた玄牛が巨大な戦斧を持ってこちらへ向かってくる。


この状態でやれるのか？　いや、余計な感情は不要だ。私は私の仕事をするしかない。


「ヴィーロっ！」


「わかった。ドルトン行けっ！」


私とヴィーロが動いたことでドルトンが素早く決断する。


「任せたっ、行くぞ、フェルド、ミラっ！」


「応っ！」


「了解っ」


私たちは即座に戦列を立て直して、ドルトン、ミラ、フェルドが迫り来る玄牛を迎え撃つために駆け出した。






『ブモォオオオッ!!』


強引に影縫いと闇の霧を振り払った朱牛が、玄牛へと向かうドルトンたちに気付いて後を追う。だがその瞬間にヴィーロの投げナイフが朱牛の鼻先を掠め──


ガンッ！


『ボォオッ！』


思わず足を止めたその瞬間に分銅型のペンデュラムが朱牛の角とぶつかり金属音を響かせた。


「行かせるわけがないでしょ」


「そういうこった」


私とヴィーロがナイフを構えて朱牛の前を塞ぐ。一人でなら足止めさえも難しいが、ヴィーロと二人でなら倒すことは難しくても時間を稼ぐことはできる。


『ブモォ……』


いかに強固でも、鎧兜と違って頭蓋と繋がっている角は打撃の威力を直接脳に伝えている。朱牛はダメージを振り払うように頭を振って、忌々しげに私たちを睨め付けながら両手のハルバードを構え直した。


「行くぞっ！」


脚で攪乱するためにヴィーロが飛び出すのを見て、〝それ〟に気づいた私がとっさに彼の足を払って転ばせる。


「アリアぁ!?」


ヴィーロが私に文句を言おうと顔を向け──


「──【竜砲ファイアブレス】──」


その瞬間、唄うような軽やかな声と共に、身を伏せた私たちの頭上を放射状の炎が駆け抜け、慌てて回避する朱牛の腕さえもわずかに焦がす。


レベル４の火魔術。この場でこれを使えるのはただ一人……。振り返ると私たちへ指を向けていたカルラが、病的なまでに晴れやかな笑顔を浮かべていた。


そんな彼女にヴィーロが目を剥き、私は時間が惜しいと淡々と事実を告げる。


「カルラは、すぐ殺しにくるから気をつけて」


「おっかねぇ、嬢ちゃんだなっ！　どう気を付けるんだよ!?」


思わずヴィーロが声をあげるが、それがカルラなので理解してもらうしかない。


約束通り手を貸してくれるのか、それも危険には変わりないが、この状況ならカルラの力は必要になる。






「ぬぉおおおおおおおおおおおおっ!!」


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


聞こえてきたその声に玄牛のほうを窺うと、フルプレートのドルトンが盾役に徹して玄牛の攻撃を受け止め、数メートルも後退っていた。そこにフェルドとミラが攻撃を仕掛けているが、あまりのステータスの違いからか決め手に欠けている。


それも当たり前だ。本来ランク６の相手など〝虹色の剣〟でも総力で当たるような相手だ。頑強なドワーフでミスリルのフルプレートを着たドルトンでも、玄牛の攻撃は何度も受けられるものではない。


でも一番まずい状況なのは騎士たちだ。玄牛の咆吼で戦列を崩され、まだ死者は出ていないようだが、薄くなった戦列を維持するために宮廷魔術師たちは攻撃に魔術を使えないでいる。


戦闘力が４００前後の彼らでは個人で蒼牛の猛攻を受けきれない。このままでは騎士たちから戦線が崩壊する。


だけど、カルラを含めた三人で朱牛を倒すことができるのなら、そこから突破口が開けるはず。


「……カルラ、やれる？」


「もちろん」


私が彼女に声を掛けると、いつも余裕のように浮かべていた笑みをカルラが消して、その手を朱牛に向ける。


「──【電撃ディグボルト】──」


水と風の複合魔術、雷の魔法が朱牛を襲うが、奴もカルラを警戒していたのかそれに合わせて跳び避ける。だが【電撃ディグボルト】の威力は拡散する。カルラの魔力量と技術で想定以上の範囲となった電撃に朱牛も躱しきれずにその身に受けていた。


「仕方ねぇ！」


ヴィーロが朱牛ではなくカルラに脅えながらも朱牛に向かう。即座に朱牛もハルバードを振るうが電撃のせいかわずかに遅れ、その攻撃を掻い潜ったヴィーロの短剣が朱牛を掠めた。


「ハァッ！」


私も黙って見ていない。その逆側から分銅型のペンデュラムを振り下ろす。


上位魔物の恐ろしさは戦闘力だけでなく、その巨体と表皮の硬さだ。私やヴィーロのような短い刃物では大きなダメージにならず、急所まで届かない。先ほどのカルラの電撃も表皮で流され、内臓までは達していないはずだ。


『ボォオオオオッ！』


ギンッ！


だからこそ朱牛もダメージが大きいカルラの魔術や、私の分銅を警戒して即座にハルバードを盾にした。でもお前は目の前の男を甘く見すぎだ。


「──【二段突きダブルエッジ】──っ！」


そこに朱牛の隙を突き、懐に飛び込んだヴィーロが戦技を撃つ。威力があっても急所以外意味がないレベル４の戦技ではなく、確実に次へと繋げるために朱牛の両目を狙っていた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオッ!!』


だが朱牛は、躱しきれないその攻撃を退くことなく頭部の角で迎え撃つ。


ガガンッ！


「うぉお！」


ヴィーロからすれば岩を叩いたような衝撃だろう。踏鞴を踏んで後ろに退がるヴィーロに朱牛が怒りで目の色を変えた。


ガンッ！


『ブモォオ!?』


次に繋げると言ったはずだ。今度こそ角に分銅型ペンデュラムの一撃を受けて、朱牛の巨体が大きくよろけた。


私の戦技では朱牛を倒せるか分からない。朱牛を倒せる〝決めて〟を持つカルラに視線を向けると、そこには私の【幻影シャドウ】に似た人型の影を残して彼女の姿は消えていた。


「では、またお会いしましょ、アリア」


私たちと共闘し、とどめを刺すはずだったカルラの声が奥から聞こえた。


「カルラっ！」


お前は最初からこれを狙っていたの？　ミノタウロスたちが前に出てくるのを待ち、私たちさえも囮にして先へと進み、私へにこやかに手を振った彼女はそのまま闘技場の奥へと駈け出した。


その方角にある物はダンジョン最奥の祭壇。……カルラ、共闘を申し出たお前の目的は、最初から【加護ギフト】を得ることだけだったのか。


それが悪いとは言わない。でも今はその時じゃない。カルラが動いたことでそれまで動けなかった者たちが動き出す。


「エルヴァン様っ、私たちも行きましょうっ！」


「わ、わかった」


「お兄様、いけませんっ！」


カルラが祭壇のほうへ向かうのを見て、精神的に追い詰められていたように見えたクララが、戸惑うエルヴァンの手を引いて祭壇へと駈けだした。


騎士たちの援護とエレーナの警護をしていたセラはそれを止めることができず、エレーナの制止も振り切ったクララとエルヴァンを、彼らの従者たちも慌ててその後を追って事態の混乱に拍車をかけた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


私とヴィーロの攻撃に怒り、多数の人間がいきなり動き出したことで興奮状態に陥った朱牛は、側にいる私たちを無視して、いきなりカルラとクララたちを追い始めた。


「くそっ」


それを見たヴィーロは倒れたまま私の背を叩くようにして、速さのある私へ指示を出す。


「行けっ、アリアっ！　殿下たちを死なせるなっ！」


「分かった！」


カルラ……これがお前の望みか。私は祭壇に向かう彼女たちとそれを追う朱牛の背を追って、地を蹴るように駈け出した。






「…………っ」


ヴィーロから離れた私は単独で朱牛を追う。全力の身体強化を使い徐々に魔素から不純物を抜いて加速しても、興奮で暴走状態になった朱牛に追いつけない。


このままでは、身体強化を使っているカルラはともかく、私が追いつくよりも先に朱牛が王太子たちに追いついてしまう。


「──【幻痛ペイン】──っ！」


とっさに私は朱牛の背に向けて【幻痛ペイン】を放つ。だが、暴走状態にある朱牛は一瞬身を震わせるだけでその脚は止まらない。


完全に不純物を抜いた純魔素を使う〝あの技〟なら追いつくことはできるが、ランク５の朱牛を一撃で殺すことはまだ無理だ。私は身体強化で加速された思考の中でそう判断すると、足止めをするために複数の魔法を同時に放つ。


「【幻影シャドウ】！　【重過ウェイト】──っ！」


重さのない【幻影シャドウ】を先行させて朱牛の前を邪魔するように横切らせ、【重過ウェイト】を使って朱牛の体重を増加させる。


それでも十分の一秒……どちらもそれだけしか足止めできてない。だが稼いだその貴重な時間で私はギリギリ〝範囲内〟まで追いついた。


「──【影渡りシャドウウォーカー】──っ！」


朱牛に私の魔素を繋げてその転移した〝影〟から飛び出し、朱牛の太い首に黒いダガーを突き立てる。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


だが浅いっ、強靱な首の筋肉に阻まれ、私の筋力では貫けない。


振り回される頭に身体ごと吹き飛ばされながらも、私はペンデュラムの糸をその角に巻き付け、曲芸のように宙を飛びながら舞い戻って、朱牛の鼻っ面に強烈な膝蹴りを食らわせた。


『ガァアアアッ!?』


朱牛が仰け反るように鼻から血を噴き出し、その目にわずかながら理性の光が戻る。だけど、それと引き替えに朱牛の怒りがすべて私へ向けられた。


「…………」


本気になったランク５との戦闘になるが、そのおかげで朱牛の意識が王太子たちから私へと逸れた。元々隙があれば彼らを祭壇まで行かせる予定だった。それが彼らのせいで予定外に単独で戦う羽目になったが、まぁいい……。


朱牛、お前の相手は私がしてやる。


『ブォオオオオオオオオオオオオオッ!!』


「ハァアアアアアアッ！」


最初から全力で戦う。出し惜しみはしない。


朱牛が恐ろしい速さで迫りながらハルバードを私に叩きつける。


私は身体が耐えられるギリギリまで純化させた魔素で身体強化の精度を高め、朱牛の攻撃を紙一重で回避した。


この程度の純度では、ほんのわずかな効果しか得られないが、そのわずかな差がなければランク５の攻撃は避けられない。


「──【幻覚イリュージョン】──」


光を屈折させて姿を眩ませながら、分銅型のペンデュラムを投げ放つ。


『グァアアアアアッ！』


ぶれるように迫る十字の分銅を、朱牛は瞬時に躱すことを諦め、頭を振るようにその角で弾き飛ばした。


幻覚で姿を眩ます私をすべて薙ぎ払うように朱牛のハルバードが振るわれる。それを飛び越えて回避した私は、そのまま朱牛の足下に滑り込みながら、翻るスカートのスリットから引き抜いたナイフを真下から投げつけた。


『ブォオオオオオオオオッ！』


二メートル以上もある朱牛の巨体が軽々と宙に舞う。


上に逃げることでナイフを回避した朱牛は、地を滑る私を見下ろすようにニヤリと笑い、左手のハルバードを私へ投げ落とした。


「ハッ！」


その瞬間、背筋を使って跳びはねるように床を転がりながらハルバードを回避した私は、即座にペンデュラムの糸を宙に舞う朱牛の足に投げて巻き付ける。


それに気づいた朱牛が宙を蹴るようにして、私を糸ごと宙にはじき飛ばす。


まだだ。まだ糸は朱牛に繋がっている。


「──【影渡りシャドウウォーカー】──っ！」


宙に舞う朱牛にいま影はない。だが、巨大なハルバードの刃の影から滑り落ちるように、一瞬で朱牛の背後に〝渡る〟。


「ハァッ！」


『ブモォオオオオオッ！』


即座に気付いて反撃をする朱牛の肘と私の蹴りが交差して、踵の刃が朱牛の頬を削り、肘打ちが私を左腕のガードごと弾き飛ばした。


朱牛と私が同時に地に落ちる。それでもダメージを受けた私が体勢を崩して片膝をつくと、それを見た朱牛が躊躇せず、もう一本のハルバードを私へ投げつけた。


躱せない──でも──


ガキンッ！


横手から飛んできた数本のナイフがハルバードに当たり、その軌道をわずかに逸らされたハルバードが私の横を飛び抜けていった。


「アリア、無事かっ！」


「ヴィーロ……助かった」


追いついてきたヴィーロがとっさにナイフを投げてくれた。駆けつけたヴィーロが私を庇うように前に立ち、私が起き上がった時には、朱牛も最初に投げたハルバードを回収して私たちへ刃を向けていた。


ヴィーロが来てくれたことで簡単に負けることはなくなったが、それでも私とヴィーロでは奴を倒すための〝決め手〟がない。


私がオークジェネラルをギリギリでも倒せたのは、〝あの技〟をゴルジョールが真正面から受けてくれたからだ。


ではどうするか？　その答えが出る前に戦況は大きく変わりはじめていた。






『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


玄牛──ミノタウロス・マーダーの雄叫びが轟き、戦っていたドルトンたちを放って私たちのほうへ向かってくるのが見えた。


……いや違う。玄牛が狙っているのは王太子たちだ！


「黒い奴は、あの祭壇を護るようになっているのかっ!?」


おそらくはヴィーロの推測が正解だ。朱牛や蒼牛は分からないが、玄牛は呼び寄せられたダンジョンから、あの祭壇を護るように刷り込まれている可能性が高い。


「ヴィーロっ、アリアっ！　一瞬でいい、そいつを止めろっ!!」


そのすぐ後を追ってくるドルトンたちから指示が飛ぶ。かなり無茶な指令だが、それでも彼との付き合いが長いヴィーロが即座に動き出す。


「仕方ねぇっ！　アリアは赤い奴を牽制しろっ！」


「分かった！」


考えている暇はない。私は飛び出したヴィーロを追いかけようとした朱牛の側頭部に分銅型ペンデュラムを叩き付ける。


『ブォオオッ!?』


「行かせないっ！」


だけど、ヴィーロ一人で止められるのか？　ドルトンが最初に自分とフェルド以外近づくなと命じたのは、ランク４の私たちでは、ランク６の攻撃で即死する危険があったからだ。


だが、ヴィーロは地響きを立てるように突進してくる玄牛に向けて、引き攣りながらもニヤリと笑うと、収納鞄から取り出した握り拳ほどの〝玉〟を投げつけた。


玄牛がそれを腕で振り払う。だがその瞬間、玄牛の目の前でその玉が爆発した。


ドォオオオオォォンッ!!


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


溢れ出た大量の炎に顔面を焼かれた玄牛が苦悶の叫びを上げる。


「どうだ！　大金貨五枚もする、ダンジョン産の〝奥の手〟の味はっ！」


炎に焼かれる玄牛にヴィーロが高らかに吼えた。


言葉から察するに、あれはおそらくサマンサが言っていた『毒玉』と同じ、ダンジョンからの戦利品なのだろう。毒玉の個人所持は許されていないはずだが、サマンサはあれを、本来魔術を封じておく物だと言っていたので、それならあれは、この依頼のためにヴィーロが購入していた物だろうか。込められていたものが〝魔術〟であの威力から察すると、レベル５の火魔術である【火球ファイアボール】だと思われる。


「二人とも無事かっ!!」


その隙に追いついてきたフェルドが玄牛に大剣を叩きつけ、その背から血飛沫が噴き上がる。


「──【狙撃スナイパーショット】──っ」


次にミラからも弓術の戦技が放たれ、光線のような矢が玄牛の首筋を貫いた。


「うぉおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


最後に追いついてきたドルトンが、飛び込むように巨大なミスリルの戦鎚を振りかぶり、渾身の力で玄牛の頭部に叩きつけた。


ガギンッ!!


玄牛の捻れた角の一本が半ばから砕かれて宙に舞う。


でも違う……折ったんじゃない。躱せないと判断した玄牛は、自分から角を使ってドルトンの攻撃を受け止めたんだ。


『グガァア……』


矢で射貫かれ、背中を斬られ、角を折られながらも攻撃を受け止めた玄牛は、焼かれた顔でギロリとドルトンを睨み、その手に持つ戦斧がドルトンを一撃で弾き飛ばした。


「ドルトンっ！」


吹き飛ばされたドルトンを庇うようにフェルドが前に出ると、玄牛は邪魔をするすべてを吹き飛ばすように強烈な殺気と咆吼を放つ。


『ブォオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


「ぐっ！」


横薙ぎに振るわれた戦斧が、とっさに大剣を盾にしたフェルドの巨体を数メートルも弾き飛ばす。


「くそっ！」


即座に援護に入るヴィーロが視界に入ると同時に、玄牛が戦斧を振り下ろしてその衝撃波が彼を薙ぎ払う。


それを見て私も飛び出そうとした瞬間、それまで私が牽制をして留めていた朱牛が、今度は私の邪魔をするように攻撃を仕掛けてきた。


『ブォオオオオオオッ!!』


「っ！」


ガキンッ!!


とっさに振るった私のダガーとハルバードが金属音を打ち鳴らして、体重の軽い私が弾かれ吹き飛ばされた。


「アリアっ！　みんなっ！」


仲間たちの危機にミラが数本の矢を掴んで弓を引き絞る。だがこの混乱と乱戦は、離れた場所で戦っていたもう一体の魔物も引き寄せた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


囲んでいた騎士たちを薙ぎ倒すようにして、蒼牛が興奮したように突っ込んでくるのが見えた。


「…………っ」


ここに来て蒼牛も来るか……。


でもどうする。ミラが何とか玄牛を抑えようとしているが、ドルトンもフェルドもまだ立ち上がれない。


衝撃波を受けたヴィーロもそれに気付いて、蒼牛を止めようと動き始めたが、彼も私と一緒でランク５を倒す切り札がない。


「…………」


血の味がする唾を飲み込み、私は黒いナイフとダガーを握りしめながら、諦めない仲間たちの姿に〝覚悟〟を決める。


傷つくことも死ぬこともとっくに覚悟はできている。でもそうじゃない。


『ガァアアアア……』


私のその覚悟を感じ取ったのか、朱牛が警戒するように一瞬足を止めた。


お前だけは必ず殺す。たとえ五体が砕けようとも首だけになろうとも、必ずその喉笛を食い千切ってでも、私は朱牛を絶対に〝殺す覚悟〟を決めた。


「ハァアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


肺の中を振り絞るように声を張り上げ、純度を上げた魔素を駆け巡らせながら、私は〝原初の戦技〟を使うために、全身を弓のように引き絞る。


『ブォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


それを見た朱牛が、ハルバードを両手で構えて前屈みに飛び出す体勢を取った。


でも、その時──


視界の隅で、カルラが『精霊の祭壇』に辿り着き、その手を触れる寸前、一瞬だけ私に優しげな笑みを向けた。


同時に飛び出した私と朱牛の武器が互いの心臓に向けて、その刃が互いを貫こうとした瞬間、突然『精霊の祭壇』から溢れた白い光が闘技場全体を包み込んだ。







鉄の薔薇


「…………」


私は気が付くと、真っ白な空間にいた。


見渡しても果てがなく、まるで真っ白なクリームの中にでも居るような錯覚に陥りそうになるほど、何もない真っ白な世界。


気分は落ち着いている。不気味なほどに気分が晴れやかだ。


私はつい数秒前まで朱牛と戦っていたはず。それなのに、祭壇から放たれた光に包まれた瞬間にここにいて、戦いの熱も高めた魔力も霧散して身体中の傷や減っていた魔力も徐々に癒されはじめていた。


ここにいれば危険はない。そう感じるほどここは安らぎに満ちていた。


……危険だな。無意識にナイフを鞘に仕舞おうとする自分の手を止める。強制的に平静状態にされるのも、戦いに水を差されるのも気に入らない。


戦いはどうなった？　みんなは無事か？　私はすぐに戻らないといけないと思い出して、あらためて武器を握り直して周囲を警戒すると突然頭の中に声が響いた。






《──久方ぶりに見まみえた。よくぞ参った、〝月の薔薇メルローズ〟の子よ──》






女性とも男性とも、年寄りとも判別の付かないその声に警戒して身構える私に、再び頭の中で声が聞こえた。


《──警戒心が強いな、〝月の薔薇メルローズ〟の子よ。ここには其方を傷つける者は居らぬ。時を圧縮しているゆえ外とは時の流れも違う。安心するがよい──》


「……メルローズの子？」


どうやらここは身体強化で思考が加速されたような状態の空間らしい。楽観はできないけど現実の時が変わらないのなら今は状況を把握するべきだ。


それとメルローズとは、満月の月夜にのみ咲く医薬にも毒薬にも使える花だと、師匠から聞いたことがある。その名を冠する貴族家があるとも……。


その〝子〟とはどういう意味か？　私がその名を呟いたことで〝声〟が疑問に答えるようにまた言葉を紡ぐ。


《──この世界の季節が数百ほど巡る以前、ここに来た人の娘に、我われがその〝名〟を贈った。其方のその〝桃色がかった金髪〟がその娘の血が今も引き継がれている証しとなる。その無粋な〝灰〟を解いて、我に〝薔薇〟を見せておくれ──》


「──っ」


私が自分の髪に施していた〝灰〟の幻術が強制的に解除された。その瞬間、この空間の強い魔素の影響を受けて、私の桃色の髪が鮮やかにきらめいた。


《──あらためてよくぞ参った。我が愛した薔薇と同じ〝色〟を持つ〝生きた薔薇〟よ。其方は我に何を望む？──》


「……お前は何者だ」


ここまで来れば〝答え〟は一つしかない。それでも情報を確定させるためあえて訊ねる私に、今まで感じられなかったその気配が目前に出現しようとしていた。


『──ならば直に見まみえよう。其方ならば耐えられようぞ──』


「くっ！」


目の前で出現した気配が、見る間に豪華な民族衣装のようなものを纏った妙齢の女性の姿となり、そのあまりの存在感に一瞬気が遠くなる。


『──我は、其方らが〝迷宮の精霊〟と呼ぶモノだ──』


私が知っている精霊とはまるで違う。その存在感も、格も、在り方でさえも。


その存在を目にして、師匠から聞いた講義の一つが頭に浮かぶ。この世界では精神性生命体が死した英雄などの強い思念を受けた場合、その存在が変質して土地神のようにその地に留まる場合があるという。


太古のヤドカリが魔物化したダンジョンは、死した生物の思念を読み取り、蓄積して人が求める宝物などを作り出す。でもそうやって死んでいった者たちの中には、数多の英雄がいたはずだ。勇者や聖女といった存在もいたかもしれない。


そうした集まった英雄たちの思念は一つになり、自然の精霊などと融合して迷宮の精霊となったのではないだろうか？　そのような存在だとすれば精霊というよりも『英霊』や『聖霊』と言ってもいい。


私は気を抜けば飛びそうになる意識に、腹に力を込めて真正面から精霊と対峙する。


「……〝加護〟を与える精霊か」


《──左様。この千年あまり、汝ら人の子はこの暗く深き迷宮に挑み、見事我の元へ辿り着いた者には、その褒美としてこの場に招き、我の加護を与えた。だが全ての者ではない。ここ数百年ほどは不正をしておるようだからな──》


やはり、途中に入り口を造ったこともお見通しか……。


「では、どうして私をここへ呼んだ？」


辿り着いたのはカルラだった。その後にはエルヴァンやクララがいたはずだ。それなのにどうして戦っていた私が呼ばれたのか？


《──招いたのは其方だけではない。ここへ招いた者は四人いる──》


「……四人？」


私の他には誰も見えない。見えないようにされているのか、それとも〝立ち位置〟が違うのか。この存在なら同時に違う場所で四人を相手にもできるだろう、と目の前の存在を感じれば自然とそう思えた。


《──選ぶ数は気まぐれに過ぎぬ。一人も呼ばぬ時もある。其方を含めた三人は、力を求める在り方が愛おしく思えたゆえ。もう一人は魂の在り方が面白く思えたゆえ──》


強さを求める……その言葉に数人の顔が浮かぶ。だが、魂の在り方とはどういう意味だろうか？


私は〝前世〟を持つというあの女に襲われ、偶然だけどその知識を得た。でも精霊がいうその一人は私ではないらしい。


ではその一人は誰？　でも、その答えが得られる前に精霊が一歩前に踏み出した。


《──〝人〟という存在は愛おしい。我を形作る人の想いがそう思わせるのか……。さあ、其方の望みを言うがよい。其方に我が〝加護〟を贈ろう──》


人間が愛おしいから加護を与えると精霊は言った。私以外の三人……その人たちが、私の思い描く人と同じ人物か分からないが、その人たちは加護を得たのだろうか？


【加護ギフト】……人に人を超えた力を与え、人は過ぎた力に身を滅ぼす。


それでも何かを成したいことがあり、それが命よりも大事なものならそれを求める者はいるだろう。この国の王族は国のため民のために何代にも亘り命を懸けてきた。


その力があれば、ミノタウロス・マーダーをも倒せるかもしれない……。


だけど、私の答えは最初から決まっている。


「……断る」


《──何故だ？　〝月の薔薇メルローズ〟の子よ。〝人〟とは、短い人生の中で何かを成し遂げたいのだろう？　力のない人間は簡単に死ぬ。力を得て寿命が減ったとしても数十年程度、何を気にすることがある？　魂に傷が付いても、来世に虫からやり直せばよかろう──》


やはり人間と精霊とでは時間や寿命に対して認識に大きな隔たりがある。人を愛していると口にしても、昆虫の寿命さえ知らずに〝大事に飼っている〟子どものような印象を受けた。


それに思っていたよりも加護の対価が大きい。事実を知ってしまえば歴史書で習った過去の英雄や優秀な王族が短命なのも理解できる。


でもそうじゃない。私が加護を拒否するのは──。


「私は〝私〟の力で欲しいものを手に入れる。他者から与えられた力だけで得られたものに、なんの価値がある？」


〝誰か〟から与えられた力と栄光は、〝誰か〟の気まぐれで簡単に無くしてしまう。


王族という地位を親から与えられたエレーナも、自分の意思で民のために力を求め、与えられたものだけではなく、自分の努力で孤独になるほどの知性と力を得た。


そしてカルラは未来さえ失いながらも、自分の望みのために必死に足掻き続けている。


拒絶したことで精霊は気分を害するかと思ったが、私の言葉をじっと聞いていた精霊の瞳が、まるで人のように懐かしげに細められた。


《──我が〝月の薔薇メルローズ〟の名を与えた娘も、加護のような過ぎた力はいらぬと言った。だからこそ我はその存在を愛おしく思い、娘に愛する薔薇の名を贈ったのだ。其方が何もいらぬというのなら、其方にも我から〝名〟を贈ろう──》


「別に必要ない。そもそもその『メルローズ』とはなに？　どうして人に名を贈る？」


《──メルローズとは妖精界に在あったただの薔薇だ。悪戯者レプラコーンの気まぐれで持ち出され、わずかながら物質界の地に根付いた。其方の髪の色は、我に名を贈られた〝証し〟で、この地に現れた妖精は、その薔薇と同じ〝色彩〟に懐かしさを覚える。其方も幼い頃より、妖精に悪戯をされて病に侵されることもなかったであろう？　その程度でしかないが、一族繁栄を願ったあの娘にはちょうど良い贈り物であった──》


「…………」


この桃色の髪にはそんな意味があったのか……。確かに子を生す一族の女性が病にかからないのなら、出生率が大きく変わったはずだ。


私も小さな頃から大きな病気をしたこともないし、真冬の森でも平気で眠ることができた。


《──我は元々、ダンジョンに根付いた精霊ではなく、人に近いところにいる精霊だった。そのような精霊は人を見守り、脆弱な人という種が戦うために編み出した〝技〟に〝名〟を付けることによってその技は【戦技】となった。精霊である我が名を与えるのは、ある意味、加護を贈るよりも自然なことだ──》


単音節の無属性魔法である【戦技】は、精霊がその技を認識したから使えるようになったと言われている。私はそれを少し不自然に感じたが、この精霊のように人を愛した精霊が過去からいたと言うことか。


《──我は其方のことも、この迷宮に入ったときから観ていた。精霊に名付けられた技を使い、完成していない技で必死に足掻く〝月の薔薇メルローズ〟の子を……。だから其方にも〝名〟を贈らせておくれ。あの娘は闇夜を照らす〝月〟のようだった。其方もそうだ。だからこそ我は娘に〝月の薔薇メルローズ〟の名を贈った。けれど、あの娘と違い、戦う其方は〝鉄〟のような心の強さを持っている。贈る名は、其方だけを顕す〝銘〟であると同時に、其方が扱う〝技〟を【戦技】とする名でもある──》


美しい女性の姿をした精霊は滑るように近づいてくると、両手の白い指先で愛でるように私の頬に触れる。







    
  
  




《──さあ、其方の戦場に戻るがよい。人が我が下に来られるのは一生に一度……。再び見えることは叶わぬであろう。願わくば、その〝月の薔薇メルローズ〟の髪を〝灰〟で汚すのは、もう止めておくれ。その代わりに其方の〝色〟を、其方に贈る名に加えよう。力を欲するのなら名乗るといい。我が其方に贈るその〝名〟は────』


＊＊＊


「アリアっ!!」


フェルドの私を呼ぶ声が聞こえた。一瞬霞んでいた視界が戻ると私はダンジョン最下層の闘技場に戻されていた。


戦況はまだ変わっていない。攻撃を受けたフェルドとドルトンの二人は再び立ち上がろうと足掻き、ミラが必死の形相で玄牛の足を止めるために駆け回り、ヴィーロが蒼牛の注意を引こうと立ち回っていた。その状況でフェルドが私の名を呼んだのは、私の姿がこの場から数秒間ほど消えていたからか……。


まだ続く絶望的な状況──でも、間に合った。


『ブォオオオオオオオオオオオオッ!!』


私を見失っていたらしい朱牛が私を見つけると怒りの咆吼をあげ、ハルバードを構えて矢のような勢いで向かってくる。


「……ふぅ」


私は不安を吐き出すように息を吐く。


私は何も変わっていない。ただ、灰の幻覚で汚していた髪が〝桃色がかった金髪〟に戻っていた。


体力と魔力が少しだけ回復していたが、それは〝原初の戦技〟を使う前に戻っただけだ。


不安はある。なのに、心は落ち着いていた。


ただ確信があった。私はこのままで終わらないと。


怒りも憎しみもなく、ただ湖面のように凪いでいく心の底から、沸騰するような〝闘志〟が湧いていた。


風を切り、唸りをあげて迫り来るハルバードの刃が、私の身体を斜めに斬り裂くように振り下ろされた瞬間──私は精霊から贈られた私の〝銘〟と同じ、その【戦技】を発動する。






「──【鉄の薔薇アイアンローズ】──」






ガキィンッ！


『ブモォッ!?』


ハルバードが激しく石床を叩き、一瞬で目の前から消え去った私を朱牛が捜す。


『ガァッ!?』


その瞬間、背後に回った私の黒いナイフが朱牛の首筋を斬り裂いた。


まだ浅い。でも斬れる。


即座に反応して朱牛が繰り出したハルバードが、私がいた空間で空を切る。


高速機動で朱牛の攻撃を躱し、地を蹴り、即座に移動した逆側の脚に斬りつけ、血飛沫が花びらのように飛び散った。


『ブォオオオオオオオオオオオオオッ！』


興奮状態でデタラメに振り回されるハルバードを目で見て躱し、高速で移動を繰り返しながら、朱牛の腕や脚を斬りつける。


私の髪の色が、桃色がかった金髪から灼けた鉄のような〝灰鉄色〟に変わる。


鉄色の髪から飛び散る光の残滓が箒星のように跡を引き、高速で朱牛の正面に回った私は繰り出されたハルバードの刃を踏み台にして飛び越えた。


空に舞う鉄色の箒星。光の残滓がまるで〝銀の翼〟のように飛び散り、一瞬怯えた顔をした朱牛の瞳に映る冷徹な目をした私の画ごと斬り裂くように、朱牛の右目を真正面から断ち割った。







    
  
  








▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク４


【魔力値：１２４／２７０】【体力値：１５９／２１０】


【総合戦闘力：９１６（特殊身体強化中：１７６９）】


【戦技：鉄の薔薇Iron Rose / Limit 124 Second】







炎の誓い


『グォオオオオオオオオオオオオッ!!』


片目を断ち割られた朱牛が苦悶の叫びを上げて、出鱈目にハルバードを振り回す。だが、お前にばかり構っている時間はない。


戦技、【鉄の薔薇アイアンローズ】──私が制御できなかった純魔素で強化する技に、精霊が〝名〟を付けることで【戦技】となった。


そしてその戦技の名は、精霊が認めた私を顕す〝銘〟でもある。


「アリアっ、ヴィーロの援護に回れ！」


「了解！」


私の戦いを見たドルトンが立ち上がりながら私へ指示を出し、私は朱牛を捨て置き、まずは蒼牛を一人で引きつけているヴィーロの援護に回る。


駆け出した瞬間、私の目に映る周囲の景色が一瞬で流れていく。


良くも悪くも制御できなかったあの技ほどじゃない。でも、強化のバランスが無茶苦茶だったあの技に比べて、すべてのステータスが上昇して私でも制御できるようになっていた。


「ヴィーロっ！」


良かった、まだ生きている。でも、パワー型の蒼牛を一人で引きつけていた彼はもうボロボロだった。


さらに速度をあげ、光の残滓を箒星のように引きながら、そのまま飛ぶように蒼牛の頭部に踵の刃で蹴りを放つ。


ガキィッ！


『ブモォッ!?』


激しい音が鳴り踵の刃は角で弾かれたが、蒼牛の頭は大きく揺れていた。


「アリアッ!?」


「回復しろ、ヴィーロ」


着地しながら【影収納ストレージ】に入れてあった予備のポーションを彼に投げつけ、そのまま飛び出すようにナイフで蒼牛へ斬りつける。


『ブォオオオオオオオオッ!!』


やはり速度を上げても体重の軽い私ではダメージが低い。即座に私に気付いて振り下ろされる蒼牛の大剣を、私は黒いナイフとダガーを交差させるようにして真正面から受け止めた。


「ハアァアア！」


あまりの加重に関節が軋む。でも、耐えられないほどじゃない。


全身の力と技を使い、踏み出すように受け流しながら流れてくる蒼牛の眉間に渾身の肘を打ち込んだ。


『ボォオオオオオッ!?』


速度だけでなく筋力値や耐久値も倍以上に強化されている。


そのおかげで一瞬なら蒼牛にも対抗できるが、私は筋力で蒼牛と戦うつもりはない。


『ブォッ!?』


蒼牛の目の前から消えた私が瞬時にその背後に回り、その首に両手でダガーを突き立てる。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


どれだけ肉が厚いのか……。


それでも激痛に暴れる蒼牛の背から飛び降りた私は、光の残滓を撒き散らすように飛び出し、隙を見せた蒼牛の手の甲を斬り裂いて、その手から大剣を弾き飛ばした。


元々一般人程度の筋力しかない私でも、強化すれば蒼牛の大剣を受け流すことができた。ならば最初から蒼牛と同程度だった敏捷度が倍になれば、ランク５の蒼牛や朱牛でさえ翻弄できた。


すぐに飛び出した私が落とした大剣を蹴り飛ばす。


だが興奮状態に陥っていた蒼牛はそれに見向きもせず、四つ足になるように身を低くして二本の角で体当たりを仕掛けてきた。


私もそれに応えるように前に出る。【影収納ストレージ】から出した二本の暗器を構えて、光の残滓を飛び散らしながら、最大速度で真正面から突っ込んだ。


数メートルの距離が一瞬で縮まり、ぶつかり合う寸前二つの暗器を蒼牛の両目に突き立て、その歪な角が私を貫く寸前、蒼牛の巨体を飛び越えた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


転けるように石床を転がりながら蒼牛が激痛に吠える。


「冒険者殿を援護しろっ!!」


その時、まだ動ける騎士たちが追いついてきた。


「ヴィーロ、ここは任せた」


私はすぐに彼らとヴィーロに蒼牛の相手を任せると、すぐにドルトンたちの援護をするためにその場を離れる。






▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク４


【魔力値：82／２７０】【体力値：１５９／２１０】


【総合戦闘力：９１６（特殊身体強化中：１７６９）】


【戦技：鉄の薔薇Iron Rose / Limit 82 Second】






魔力値がかなり減っている。本来の身体強化はおよそ百秒で魔力を１消費するが、この技では百倍の魔力を消費していた。


完全な状態なら二百七十秒間〝鉄の薔薇〟を使えるが、魔法や戦技のことを考えると使用できるのはこの数字よりかなり短いと思ったほうがいい。


それ以前に、私の成長しきっていない身体では、数十秒間使っただけで全身の骨や筋肉が軋み始めている。


「……それでも、ここで止まる理由はない」






さらに速度を上げて駆け出し、ドルトンたちと戦っている玄牛の背後に迫りながら黒いダガーを両手に構えて、そのまま玄牛の膝の裏を皿まで貫通した。


『グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』


突然の激痛にさすがの玄牛も叫び声を上げる。


ギロリと睨んだ玄牛は、その巨大な拳を私へ振り下ろす。ダガーから手を離して地を蹴るようにして離れた私は、飛び散る光の残滓を翼のように広げながら宙に飛び出し、膝を貫かれて体勢を崩した玄牛の顔面を蹴りつけた。


だが、玄牛もすかさず巨大な角を使って私を薙ぎ払おうと試みる。でも、その角の片方は、すでにドルトンたちによって折られていた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


踵の刃が玄牛の眉間に突き刺さる。だが、即座に繰り出される玄牛の戦斧が唸りをあげて私へ襲いかかってきた。


「──【闇の霧ダークミスト】──」


とっさに放った闇の霧が玄牛の顔面に纏わり付き、わずかに狙いが逸れた戦斧を蹴って玄牛から離れた私は、着地した瞬間に思わず膝をつく。






▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク４


【魔力値：43／２７０】【体力値：１５９／２１０】


【総合戦闘力：９１６（特殊身体強化中：１７６９）】


【戦技：鉄の薔薇Iron Rose / Limit 43 Second】






魔力がさらに減っていた。【闇の霧ダークミスト】は使ったが、ここまで消費の大きな魔法じゃない。もしかしたら〝鉄の薔薇〟を使っている間は、魔法の消費が大きいのか……。


「よくやった、アリアッ!!」


その隙を逃すことなく飛び込んできたドルトンが戦鎚を振り下ろし、玄牛の右腕を叩き潰して巨大な戦斧を弾き飛ばした。


「後は任せろッ!!」


そこに復帰したフェルドが、とっさに首を庇おうとした玄牛の左腕を大剣で斬り飛ばし──


「──【狙撃スナイパーショット】──っ！」


即座にミラの放った矢が玄牛の首を貫いた。


『ブォオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


それでもまだ生きていた玄牛が、暴走状態で暴れ回る。


ドルトンたちがそれを避けながら攻撃を仕掛けるのを見て、そろそろ限界を感じた私も余力を残すために〝鉄の薔薇〟を解除した。


私の髪が鉄色から普段の桃色に戻り、急に重く感じた身体に思わず膝をつく。


でも……私の戦いはまだ終わっていない。






『ブォオオオオ……』


片目を潰された朱牛が残った左目で私を睨みながら、構えたハルバードを引きずるようにして近づいてくるのが見えた。


その深く斬り裂かれた右目からは血が止まることなく零れ、全身を斬り裂かれて血を失った朱牛に以前の精彩はない。


だが、その闘志はいまだ消えることなく、憎悪を漲らせたその瞳にはもう〝私〟の姿しか映っていなかった。


「…………」


『……ブォオ』


私も軋む身体に力を込めて立ち上がり、黒いナイフを両手で構えて手負いの朱牛と正面から対峙する。


朱牛はもう勝利よりも私を殺すことしか眼中にない。でもそれは私も同じだ。一度殺すと決めた敵だ。お前は私の手で決着をつける。


集中力が周りの雑音や余計な景色を消していく。互いに両手で武器を構え、私の頬を伝う汗と朱牛の滴る血が石床で跳ねた瞬間、私たちは同時に飛び出した。


ダンッ!!


ぶつかり合うようにハルバードの刃をいなして、飛び越えるように放った私の刃を朱牛は角を使って弾く。


身体に無理をしている私と今の朱牛の速度は同程度。それでも瞬発力でまだ勝る私が朱牛の手首を斬り裂き、瞬時に武器を諦めた朱牛は角を使って私の心臓を狙ってきた。


恐れるな、見極めろ、私の戦いは敵を〝見る〟ことにある。


ガキンッ!!


その鋭い角の一撃を、避けることなく黒いナイフの尖端を合わせるように受け止めた瞬間──自分の奥底で何かが嵌まるような感覚があった。


そのまま反動で大きく宙に飛ばされた私は、何もない宙を蹴り上げる反動で体勢を変え、逆さまのまま大きくナイフを後方に振りかぶる。






「──【神撃クリティカルエッジ】──っ！」






レベル４の戦技──ほぼ無意識に放ったその一撃が、無防備な朱牛の首を半ばまで斬り裂いた。


『ブモォ……ッ！』


首と口から大量の血を吐き出して、その巨体がぐらりと揺れたそのとき、離れた場所から聞き覚えのある〝声〟が聞こえた。






「──【魂の茨ソウルソーン】──」






「カルラ……？」


魔術師のローブを脱ぎ捨て、真っ白なドレスを纏った彼女の剥き出しとなった白い腕や首筋に纏わり付くように蠢く〝黒い茨〟の模様が浮かび、そこから膨大な魔力が溢れ出した。


『──ッ!!』


カルラの放った火魔術が、闘技場の床を舐めるように駈けながら、大量の炎が死にかけた朱牛を包み込み、瞬く間に燃やし尽くす。


「そぉれっ」


愉しげな掛け声と共にカルラの周囲に、一抱えもありそうな巨大な火の玉が十数個も浮かびあがった。


あれは【火球ファイアボール】っ!?


ヴィーロが使った魔道具に込められていたのと同じレベル５の火魔術だが、込められた魔力が尋常でないと気付いて、私はカルラの視線の先にいる彼らに叫ぶ。


「みんな、避けてっ!!」


私の叫びに異常を察した仲間たちと騎士たちが逃げるように離脱した瞬間、カルラから放たれた大量の【火球ファイアボール】が降りそそぐ。


『──────────!!』


爆炎が巻き起こり、最期の命の灯火で暴れ回っていた玄牛と蒼牛が炎の中で崩れ落ち、その周辺を炎の海原に変えた。


さらにカルラから魔力の高まりを感じた私は、彼女に向けて駆け出した。


「──【鉄の薔薇アイアンローズ】──」


私の桃色の髪が再び灼けた灰のような灰鉄色に変わり、その髪から飛び散る光の残滓を箒星のように引きながら矢のように駆け抜けた私は、再び魔法を放とうしているカルラにそのまま飛びかかり、踵の蹴りを放つ。


「カルラっ!!」


「アリアっ！」






▼カルラ・レスター　種族：人族♀・ランク４


【魔力値：∞無限／４５０】【体力値：29／51】


【総合戦闘力：７４９（特殊戦闘力：２３３３）】


【加護ギフト：魂の茨Soul Thorn　Exchange / Life Time】






その瞬間、カルラに巻き付く〝黒の茨〟から大量の魔力が迸り、全身に巻き付いた茨が彼女を操るように私の蹴りを跳び避ける。


「──【氷槍アイスランス】──」


カルラの手から無数の氷の槍が放たれる。私はそれを高速移動で回避しながら、回転するようにカルラの首にナイフを叩き付けた。


ギンッ！


茨状の氷が私の刃を受け止める。その瞬間に放たれたカルラの【電撃ディグボルト】を床に爪を立てるように加速して躱してさらに踵の刃で蹴りつけると、宙に舞ってそれを回避したカルラが笑いながら私へ指先を向けた。


「──【竜砲ファイアブレス】──」


「──【神撃クリティカルエッジ】──っ！」


私の戦技が炎を切り裂きカルラの肩を抉る。斬り裂かれた炎が私を巻き込み、そのダメージを無視した私たちはさらに宙を舞い、茨で身体を操ったカルラと私の蹴りが至近距離で交差する。


バシンッ!!


互いに回避しながら放った蹴りが脇腹を打ち合い、肉を打つ音が響く中で、空中で体勢を変えて瓦礫の上に降り立つ私と、炎の中に降り立ったカルラが向かい合う。


周囲を取り巻く炎の中で、痛みに少しだけ顔を顰めていたカルラは、私を見るとまるで花畑にいる幼子のような満面の笑みを浮かべた。


「あら、アリア。その髪色も素敵よ」


私も戦技である鉄の薔薇に戦技を重ねた反動に顔を顰めながらも、静かにカルラを睨みつける。


「それがお前の【加護ギフト】か……。身体は癒さなかったの？」


やはりカルラもあの精霊に招かれていた。加護の代わりに延命を願えば、エレーナくらいには生きられるようになるはずだった。


だけど、カルラは〝延命〟ではなく、更なる〝破壊〟を願った。


魂の茨ソウルソーン……聞こえたあの言葉が加護の発動ワードなのだろう。その溢れかえるような膨大な魔力と引き替えに、カルラの〝生命〟は秒単位で失われているように感じた。


その身に絡みつく〝黒の茨〟から散る黒い花びらが、消えていくカルラの〝命〟そのものに私には見えた。


「必要ないわ……ただの人生なんて私には不要なものよ」


膨大な魔力で炎の中で焼かれることなく佇みながら、カルラは自分の命などどうでもよさそうに黒い髪を指で弄ぶ。


「身体を癒すには、心臓の魔石をどうにかしないといけない……そうなれば、これまで血を吐きながら魔力を鍛えた、私の人生になんの意味があるのかしら？」


「カルラ……」


「私は命が尽きるまで前に進むわ。私を狂わせたすべてを炎で包むまで、誰にも邪魔はさせない。たとえ、あなたでもね……アリア」


カルラの瞳に狂気の色が浮かび、凄惨で晴れやかな笑みを浮かべた。


その時、奥にあった精霊の祭壇が沈むように消えると、その後に現れた扉が静かに開いてわずかな光を漏らした。


「あの精霊も意外と親切なのね……最後の敵を倒すと帰り道が開くようよ」


道ばたで会った知人と別かれるように容易く、カルラは炎の中でドレスの裾を摘まみ、軽く腰を折る。


「それでは、ごきげんよう、アリア。私たちの決着は、私たちに相応しい〝舞台〟が始まるのを待ちましょう。その時が楽しみだわ」







    
  
  




炎の中を焼かれもせず出口へと辿り着いたカルラは、婚約者のエルヴァンを振り返りもせず、そのまま一人で出口の中に消えていった。


〝すべて〟とは、関係者を含めたこの国のすべてか……それでも彼女の性格なら、そのときが私と殺し合うときなのだろう。


「そうか……」


炎の中に一人立つ私は、カルラが消えた出口をじっと見つめる。


カルラ……お前はどうしても許せないのか。


自分そのものを狂わせた家やこの国や関わったすべてを……。


彼女にとって生きることは〝救い〟じゃない。〝死〟こそが救いであり、生きることを拒否するほどにカルラは滅びを求めている。


初めて会ったときのカルラの言葉を思い出す。






『……ああ、素敵ね。私、いつか死ぬのなら、アリアに殺されて死にたいわ』






おそらくあれこそが、カルラの心から表れた本当の言葉だった。


いいよ……それが本当の〝望み〟だというのなら──






「大丈夫だよ……カルラ。必ず、私の手で殺してあげる」







エピローグ


「レスター伯……もう、かなりの時間が経つが、連絡が来るのはいつ頃だと考える？」


「そうですな、陛下……」


クレイデール王国、国王の執務室にて、国王ラインハルト・フォン・クレイデールが報告に来た筆頭宮廷魔術師イグナス・ド・レスター伯爵へそう訊ねると、イグナスは今頃全滅している可能性もあると内心思いながらも、ラインハルトが求める内容を語る。


「早ければ、そろそろ……と言ったところでしょうか。時間が掛かろうとあと二週間は掛からないでしょう」


その期間を過ぎれば本当に全滅の可能性も出てくる。


これまで王家は、各世代が〝加護〟の獲得に挑み、護衛に犠牲を出しながらも全員が帰還していることを考えると、その可能性は低いが、問題は成人となってから行われるダンジョン攻略を今回に限って、学園に入る前の未成年で行っていることだ。


しかも貴族派が台頭していることで邪魔が入るのを恐れ、護衛の騎士の数も制限されていたが、それでもダンジョン攻略を行わなければいけなかった。


それほど王家の求心力は落ち、隣国から支援を受けた貴族が発言力を高め、国内情勢が不安定になっている。出来る限り早く王太子と国内有力貴族との婚姻を終えて、日和見な中立派を引き込みたいのだろう。


筆頭宮廷魔術師であるために王家派に属しているが、イグナスは、たとえ彼らが全滅していたとしても、面倒は起こるだろうがまだ幼い第二王子を王太子として立てればいいと、国王ほど悲観してはいなかった。


「我がレスター家のカルラも参加しております。普段は役立たずの者ですが、魔術に関しては宮廷魔術師程度には使えますので、陛下のご期待に沿えることでしょう」


国王が筆頭宮廷魔術師を呼び出して、こうして弱音を吐くのも、同じように子どもを送り出しているからだ。


本来ならそのような弱音は、臣下にではなく二人の王妃と語り合うべきなのだが、元子爵令嬢の正妃はダンジョン攻略の真実を知って心労で倒れ、第二王妃はそもそも自分の娘に興味を持っていなかった。


「そうか……カルラ嬢は優秀なのだな」


イグナスの言葉にラインハルトは、わずかだが安堵の笑みを漏らす。


ラインハルトにとっても今回の件は仕方のないことで、子どもたちを危険に曝すのは本意ではなかった。イグナスもそれに合わせて微笑みながらも内心では毒づいていた。


（……できれば死んでくれないものか、あの〝死神〟め）


娘だと口にするのも反吐が出る。国王陛下の前で娘の優秀さを誇示しながらも、その裏で父は娘の死を願う。


優秀だった三人の息子のうち二人を殺し、数多くの使用人を惨殺した鬼子、カルラ。


今でもあのときを思い出せば憎悪が溢れ出すが、そのときはまだ殺すよりも利用価値があった。


全員がレスター家の名を高めるための駒だったとはいえ、我が子のほとんどを失えばレスター家の名に傷が付く恐れもあり、息子二人を失った状態で、王太子の婚約者という手駒を失うわけにもいかず、その頃のカルラはまだいつでも殺せる相手だった。


イグナスの実験で全属性を得たカルラは、魔術師として力は強くても、その副作用でその身体はいつ死んでもおかしくなく、二十歳までは生きられないと治癒士にも言われていた。


レスター家が王妃を輩出したという実績さえ得られたら、いつ死んでもよい、生きながらえても十数年我慢するだけと考えていたが、カルラの魔力成長速度はイグナスの理解範疇を超えていた。


まだ五歳か六歳の子どもが、大人の冒険者でも死ぬ危険のあるダンジョンへ単独で潜り続けることなどあり得るのか？


レスター家が王家より管理を任されたダンジョンのある街は、腕自慢の冒険者が集まることで知られているが、カルラがダンジョンに潜り始めてから冒険者の死亡報告が増え、彼らの死にはカルラが関わっている可能性が高かった。


顔も見たくない娘だったが、調べさせれば確認の度に魔力値と総合戦闘力が跳ね上がり、危機感を持ったイグナスがカルラの暗殺を試みた頃には、すでに並の暗殺者では手に負えなくなっていた。


時悪く、北で暗殺者ギルドの支部が壊滅した噂があり、その穴を埋めようと多くの暗殺者が王都から姿を消したことで、カルラを倒せる者はいなかった。その暗殺者たちも暗殺者ギルドを壊滅させた〝灰かぶり姫〟と呼ばれる存在に返り討ちにされたと聞くが定かではない。


真剣にカルラが死んでくれるのなら一行が全滅でも構わないと考えながらも、イグナスは心にもない言葉を吐く。


「宮廷魔術師団からも優秀な人員を出しております。王太子殿下も王女殿下も、皆無事に戻って参りますよ」


実際は、貴族派の息が掛かっていない中級貴族の次男や次女といった、いなくなっても問題のない者たちだが、それを言う必要もない。


「そうだな。婚約者たちや騎士たちも無事に戻ってくれたらいいが……」






「皆様、ご無事でしたわよ。最後まで無事かは分かりかねますが」






「「──!?」」


突然室内に響くその声にラインハルトとイグナスが顔をあげ、同じ室内で邪魔にならないよう気配を殺していた、二人の護衛侍女が動き出す。


「何者っ！」


重騎士系の護衛侍女がラインハルトの前で盾となり、斥候系の護衛侍女が気配を察してダガーを抜いて飛びかかる。


「ま、待て！」


だが、その声を聴いたイグナスが慌ててそれを止めた。


「ぎっ──」


だが一瞬遅く、飛び出したその護衛侍女が氷像と化して凍りつく。


そのあまりの冷気と魔力量に全員が顔を青くする中で、その氷像の陰から、白いドレスを纏った病人のような黒髪の少女が微笑みながら現れた。


「危ないですわよ。わたくしでなかったら怪我をしていましたわ」


「──カルラっ！」


いつの間に現れたのか、いつからここに居たのか、どうやってここに来られたのか？　カルラはその名を呼ぶ父を無視して、国王であるラインハルトに淑女の礼を執る。


「カルラ・レスター、皆より先に戻りましたことをご報告に参りました」


王太子の婚約者でも筆頭宮廷魔術師の伯爵令嬢でも、こんな暴挙が許されるはずもない。だが、彼女が纏う膨大な魔力と暴力的な気配に、室内に満ちる身を蝕むような冷気よりも寒気を感じて、騎士を呼ぶことさえ躊躇われた。


それでも執務室の外には執事や護衛騎士がいるはずだが、彼らが動かないのはカルラが先んじて何かをしたからか。


「なんのつもりだ、カルラ！　この場で魔術など──」


「お父様、陛下の前で何を騒いでおられるの？」


「貴様っ！」


「待て、レスター伯」


とても親子とは思えない殺気立ったやり取りを止めたラインハルトは、凍りついた氷像を痛ましげに見ながらカルラに視線を向ける。


「……まずはよく戻った、カルラ嬢。……だが、侍女を殺した理由を問おう」


「死んではおりませんよ。まだ」


カルラが手を振ると凍りついた護衛侍女の氷が溶けて、そのまま床に崩れ落ちる。


「レスター伯は、その者を治療せよ。娘御の話は私が聞く」


「はっ……」


かろうじて息のある護衛侍女に治癒魔術を施すために立ち上がりながらも、睨み付けるイグナスを歯牙にもかけず、カルラが薄く微笑んだ。


「今、戻った、と聞いたが、それはエルヴァンとエレーナのダンジョン攻略が終わったと思っていいのか？」


「ええ、その通りです。先ほどわたくしが先に出てまいりましたが、ほどなく殿下もダンジョンから出てこられるでしょう」


「それで……最後まで無事とは分からないとは、どういうことだ？」


「ええ。わたくしの用は終わりましたので、それ以上、残る意味もありませんもの。運が良ければ生きていらっしゃるわ」


一国の国王が放つ、睨めつけるような視線にも、カルラの笑みは動かない。


「カルラっ！　貴様、陛下や殿下に対し、その臣下とは思えぬ言動は何事だ！　貴様は命を賭して殿下をお守りするのが筋であろう！」


「まさか、お父様から、まるで〝人〟のようなお言葉を聞けるとは思いませんでしたわ」


再び割り込んできたイグナスにカルラが羽虫を見るような目を向けた。


「この、死神がっ」


「人でなしの子ですから、お揃いですわね。それで、そうだとしてどうなさるの？」


「その減らず口を──っ！」


「やめいっ!!」


再び始まった親子同士の対立をラインハルトが一喝する。


「カルラ嬢……先ほどダンジョンから出て、他の者がまだ出ておらぬのに、其方はここにいる」


「──っ！」


ラインハルトが言わんとしていることを察してイグナスが国王に振り返る。


「それは、〝得た〟と考えて良いのか？」


「ええ、陛下」


その言葉に全員の視線がカルラに集まり、血の気のない唇がその〝言葉〟を紡ぐ。






「──【魂の茨ソウルソーン】──」






その瞬間、カルラの白蝋のような肌に黒の茨が絡みつき、膨大な魔力を解き放った。


命を対価とした無限の魔力──その力を〝視た〟イグナスが目を見開き、その額に汗が流れた。


「ここでレスター家の世代交代をなさる？　お父様」


「…………バケモノが」


この場で戦ってカルラに勝てる者はいない。それどころか、城の騎士が討とうとしてもどれほどの犠牲者が出るか分からない。


たった一撃を当てることができればカルラは死ぬだろう。だがそれを理由に脅しても、命を捨てて力を求めた者が命乞いなどするわけもなく、そのたった一撃を与えるために何百人の人間が犠牲になるのか、試せるはずもなかった。


カルラが本気になれば城の大部分を道連れにして死に絶えることになると容易に想像できた。


「……何が望みだ？」


最初からそのつもりなら自分たちはもう生きてない。その力を自分に見せつけることが暴挙の理由だと理解して問うラインハルトに、カルラが視線を向ける。


「ええ、陛下。取引ですわ」


「取引……だと？」


「わたくしはこの力でエル様を守ってあげますわ。あなたたちの敵がいるなら殺してあげる」


「……だから、ある程度の暴挙は見逃せと？」


「さすが、そこの人でなしと違って、話が早いわ。わたくしの命が尽きるまでだけど、エル様はわたくしが宝箱に仕舞って可愛がってあげますわ」


あり得ない暴挙。すべての人間を人質とした要求。


「……よかろう」


「陛下っ!?」


だが、その取引内容を考えれば拒絶することに利はなく、ラインハルトは受け入れることしかできなかった。


「事は、我が子らが戻ってから、追って使者を出す。今は下がって休むがよい」


「ええ、陛下。楽しみにしておりますわ」


ニコリと微笑んだカルラは、身動きひとつできない彼らにドレスの裾を軽く摘まみ、おそらくは膨大な魔力で強引に高等魔術を使っているのか、空間転移を用いてその場から消えていった。


後に残されたのは、暴挙の跡と寒気のする冷気のみ。


その中でイグナスは歯を食い縛り、無言で拳を床に叩き付けた。






「……ごほっ」


転移したその先、隠れ家として使っているレスター家に近い森の中で、吐血して土気色になった顔でカルラは踊りながらくるくると回る。


予定外の力を予定通り手に入れた。これで念願の〝舞台〟をつくる下地は整った。


人がレベル以上の魔術を使えないのは、魔力制御が出来ずに魔力の消費が数倍に増大するからだ。だが無限の魔力があればそれは解消する。今のカルラなら２レベルは上の魔術が使えるはずだ。


元よりカルラは自分の力以外信じてはいない。レベル６の魔術でもいずれ自力で会得できる自信はあった。だがカルラにはそれを得るまでの命の時間が足りなかった。


だからこそカルラは、本来得るはずだった自分の力を〝前借り〟できる能力を望んだ。


これまで力のなかったカルラは、望む最後の〝舞台〟をつくるために様々なものに手を出し、手を出してはいけない〝モノ〟も王国に引き込んできた。


だがそれは、力を得たことで利用価値もなくなった。これからは自分だけで成すことができる。


炎と血と死に塗れた王都という〝舞台〟を想像しながら、カルラは血塗れの唇で満面の笑みを浮かべる。


「今日もいい天気っ」


＊＊＊


（決めなくちゃ……）


王家によるダンジョン攻略が終わり、成果を得た者、得られなかった者すべて地上へと戻ることができた。


死者が出なかったのは幸運でしかない。それは各自の働きの成果であるが、それでもこの王国で最上級の冒険者パーティーである、〝虹色の剣〟の存在は大きかった……と、公爵家の迎賓館に戻ってこられたクララはあらためてそう思う。


（でも、それだけじゃない……）


攻略時期の変化のせいか最凶の悪役令嬢カルラ・レスターは、乙女ゲームでも得ていなかった、あきらかに攻撃を目的とした【加護ギフト】を得ていた。


そして、乙女ゲームのヒロインに似た桃色髪の少女も、あきらかに異質の能力を得て、その二人の力がランク６という怪物にとどめを刺した。


それがなければクララが生き残れるとは限らなかった。でも、前世の知識からその二人を危険視するクララは寿命が徐々に減っていくような思いがした。


いや、実際に〝寿命〟は減っている。こうしていてもクララの得た【加護ギフト】は〝最適解〟を求めて稼働し、その負荷に脳が悲鳴をあげて激しい頭痛となってクララを襲っていた。


ダンジョンの精霊は、クララの魂が異世界から来たことを見抜き、『気まぐれ』と言ってクララにも加護を与えてくれた。


クララが求めたのは〝生き残る力〟──。


乙女ゲームのように自分が進むべき未来の〝選択肢〟を知ることができる能力だった。


加護『予見』──自分が知りうるすべての情報を使って未来の可能性を演算する能力だが、情報量によって見える未来は変わり、膨大な演算処理にクララの寿命が削られる。


初めはヒロインを無き者にすれば解決すると思っていた。だがそれも前世の女子高生の常識と、この国の暗部という障害に阻まれ上手くいかなかった。


ヒロインと仲良くなろうとすることも根本的な解決にはならない。ヒロインが直接クララを害するのではなく、筆頭婚約者であるクララがいることでヒロインが王妃となれないから、周囲がクララを貶めて追放するのだと、ようやく気がつけた。ダンドールは守ってくれるかもしれないが、ヒロインに恋する兄をそこまで信用もできなかった。


ファンドーラ法国の聖山という極寒の地で、一生涯二度と外の世界を見ることなく年老いて死んでいく……。それ以前にカルラに殺されて死ぬ危険もある。


王太子の婚約者でなければ生きていられる。でも、現状でそれをダンドールや叔母である第二王妃が許すはずもなく、クララ自身も今更王太子の婚約者でなくなることは考えられなかった。


「辛い？　クララ」


「いえ、大丈夫ですわ、エルヴァン様」


迎賓館に戻ってからもエルヴァンはクララと共にいてくれた。


この部屋には他には誰もいない。本来なら婚約者といえども上級貴族で未成年の男女である彼らが、余人を排して二人きりになることはあり得ないが、今回はそれを止めるはずの従者が過労で寝込んでいたことで、エルヴァンは邪魔されることなくクララの部屋を訪れていた。


「〝加護〟がまだ慣れないので……でも、すぐに治りますわ」


「ごめんね、クララ……私が加護を得られなかったばかりに、君に負担をかける」


「そんなことありません！　私はエルヴァン様のお役に立ちたいのです」


「ああ、クララ」


クララの献身にエルヴァンがその名を呼んで、そっと抱き寄せた。そんなエルヴァンにクララはあらためて思う。


（私は……エルヴァン様が好き……）


彼が乙女ゲーム後半のように、立派に成長した王太子であったら憧れで済んだ。


でも、弱いからこそエルヴァンは弱くなったクララに寄り添い、必死に支えてくれた。


今ならエルヴァンに憧れ、ヒロインを害そうとした乙女ゲームのクララの気持ちが分かる。乙女ゲームのような状況になれば、今なら自分も同じことをするかもしれない。


それどころか、あの乙女ゲームのクララは前世を思い出す前の姿ではなく、今の自分の未来である可能性すらあった。


「クララ……どうか私のことは〝エル〟と呼んでほしい」


「エル……様」


二人の影がそっと近づき、ぎこちなく初めての口付けを交わす。


（やろう。……エル様は誰にも渡さない）


ヒロインでもカルラでも、エルヴァンとの未来を邪魔するのならこの世界から消してやろう。


そのための〝加護力〟は得た。


そうクララが覚悟を決めた瞬間、予見の加護が幾つかの可能性の高い未来を示し、クララは酷い頭痛に片手で顔を押さえながらも、乙女ゲームにもあった幾つかの要素を思い出す。


（……〝魔族エビルレース〟……）


人間種の敵、邪神の使い、邪悪なる者……。


乙女ゲームのクララは、ヒロインに嫉妬して無き者にするためにあらゆる勢力と接触していた。そしてもう一人の悪役令嬢カルラも王国を害するために敵となる勢力を引き込んでいた。


現在のカルラは乙女ゲームと違い、自分を高めることに集中しているようだが、クララはその勢力が必ず存在すると確信していた。


攻略対象のルートによっては姿を見せることなく撤退するが、それまで彼らはこのクレイデール王国にいるはずだと、クララは彼らと接触するために動き出した。


＊＊＊


「腕の調子はどうだ？」


陽の差し込まぬ暗い場所にて、蝋燭のわずかな灯りの中、闇から放たれた言葉に一人の男が静かに頷いた。


「ああ。少し鍛錬は必要だが……」


ギリギリ……と軋む音がして黒い金属の腕を振り上げた男が石壁を殴りつけ、部屋の空気を震わせる。


「慣れれば以前と同じ……いや、前以上に使えるだろう」


その男は数ヶ月前に左腕を食い千切られ、この場所に逃げ込んだ。


常人ならばここに来るまでもなく死んでいたほどの重傷だったが、男は生き延び、無くした腕を数年かけて再生するのではなく、新たな〝腕〟を求めた。


「……さすがだな」


今は動かすだけでも激痛が走るだろうがそれを苦にすることなく壁を殴りつけた男に、闇にいたもう一人の男は一瞬言葉を失う。


男たちは長い付き合いではない。それでも互いに対する理解と畏怖があった。


闇の男とその仲間たちはこの国に〝痛み〟を与えるために外から紛れ込んだ。岩山と海、魔物生息域に囲まれ、暗部という組織に守られたこの国は入り込むだけでも容易くはなかったが、それは数年前、とある〝黒髪の少女〟によって彼らはこの国に入り込む〝下地〟を得た。


その少女とは彼女が裏切り、仲間が殺されたことで敵対関係となったが、彼女が手土産として残したものは、彼らに光が差し込まぬ居場所を与える切っ掛けとなった。


その後に接触してきたのが目の前にいる片腕の男だった。最初から片腕だったわけではないが、彼はこの国の裏事情にも精通しており、この国最大の諜報機関である暗部から逃れる術を教えてくれた。


だが男の申し出は、決して気紛れや親切心などの類いではない。男は己の〝強さ〟に対して貪欲であり、彼らの持つ戦力や特有の技術を欲しており、彼らが男に与えた特殊な義手も彼らの氏族の長が与えてくれた、ダンジョン産の宝物の一つだった。


「これだけの物を与えたのだ。お前の力を尽くしてもらうぞ……グレイブ」


そして自分たちを裏切った黒髪の少女を殺すためにも、この男の力が必要だった。


かつてアリアや幻獣と戦い敗れたグレイブは、闇の中で牙を研ぎつつ、声を掛けてきた黒い肌の〝魔族〟に牙を剥くような笑みを向ける。


「もちろんだ」


グレイブは光の差し込まぬ闇の中、遙か遠くを見つめるように目を細めた。


「アリア……王女を守ってみせろ。お前の真価を見せてくれ」


＊＊＊


「王女殿下……件の冒険者の少女を連れて参りました」


護衛侍女のクロエが扉の前でそう告げると、中から許可があり、セラが扉を開けて私を中に招き入れた。


ダンジョンから出たその日の夜、参加していた皆が疲労と安堵感から泥のように眠る中、私は迎賓館にいるエレーナに呼び出され、彼女の部屋を訪れていた。


「……ようこそ、アリア」


「……はい」


やはり疲れは見えるエレーナだったが、彼女は私を見ると一瞬腰を浮かしかけて、それを誤魔化すように深く腰掛け直す。


「こちらに来て……アリア。ここには、わたくしとこの二人しかいないから、付け焼き刃の礼儀作法なんていらないわ」


「……了解」


クロエに案内されて私がエレーナと対面になるソファーに腰を下ろすと、セラが香茶を淹れる香りの中でエレーナが口を開く。


「疲れているのに呼び出してごめんなさい。でも、あなたと話せるのは今しかないと思ったから」


今はエレーナが冒険者と会うことを邪魔していたアモルも深く眠っている。それ以上に精神的なものだろうか、あきらかに彼は私たちを避けているようにも感じた。


「腕は大丈夫？」


「……問題はない」


エレーナが右腕を庇う私に心配そうな視線を向ける。


戦技である【鉄の薔薇アイアンローズ】に戦技を重ねたことで右腕に魔力熱は溜まっているが、鉄の薔薇は本来の戦技とは違うので半日もすればまた戦技を撃つこともできるだろう。


でも、ここに私を呼んだ理由はそれだけではないはずだ。


「〝加護ギフト〟は？」


私が単刀直入にそう訊ねると、エレーナは少しだけ目を見開いて苦笑する。


「いきなりね。私も久しぶりにあなたと何を話すか、色々と考えていたけど、そうね……私たちらしくなかったわ」


一人称を変えてこれが個人的な話であることを示したエレーナは、セラの淹れた茶を口に含み、言葉を崩して息を吐く。


「私は、精霊の申し出を断ったわ。たぶん、アリアと一緒ね。その代わりに健康になれるかお願いをしたのだけど……【火矢ファイアアロー】──」


突然私に手を向けたエレーナが魔術の発動ワードを口にする……でも、私の目で〝視て〟も魔力は動いているのに〝火〟の魔素は視えず、その魔術が発動することはなかった。


「たぶん……火魔術の適性と属性スキルが消えているわ。精霊は『魂の修復』と仰っていたけど、属性が一つ消えたのなら、心臓を圧迫している魔石も徐々に小さくなるでしょう」


それが本当なら、エレーナは本当に健康になれるのか……。でも、エレーナはそれを心から喜ぶのではなく自嘲気味な溜息を吐いた。


「せっかくレベル２まで鍛えた火魔術が消えちゃった……。それを了承したのは私だけど、カルラが治癒を願わなかった気持ちも少し分かるわ」


「そうか……」


魂に刻まれたスキルを消すのは、入れ墨を消すのに【治癒キュア】を使うような感じだろうか。


そしてエレーナが『了承』と言ったのも、与えることは容易くても、魂に刻まれたスキルを消し去ることはあれほどの存在でも制約があるのかもしれない。


「アリア……ドルトンからあなたはダンジョンの〝恩恵〟を得たと聞きました」


「うん」


おそらくはここからが本題だ。エレーナは少しだけ身体を前に出すと私の瞳を覗き込む。


「あなたの力は多くの者が目撃しています。たとえそれを秘密にしようとしても、必ずそれを知る者が現れ、貴族があなたを取り込もうとするでしょう」


「…………」


それは気が付いていた。【加護ギフト】ではなくてもそれを得た私はこの国でも特殊な存在になる。


私は、貴族に取り込まれて〝運命〟に翻弄されることを拒絶して冒険者となった。でも今は、その力のせいで再び貴族の手が迫ろうとしていた。


「私にはあなたを守る手段があります。……でも、それはあなたを縛ることになり、アリアが求めた自由が制限される。本当に自由を求めるのなら、他国へ出たほうがいいと思うのだけど……」


「エレーナ」


私が名を呼ぶと、彼女が伏せていた顔を上げる。


「私はもう逃げない」


「アリア……」


こうなることは分かっていた。たとえ恩恵を得なくても、私が運命に抗う力を手に入れればその途中で必ずその力を利用しようとする者が現れる。


「エレーナも危ないはずだ。健康になったことを知られたら、エレーナを女王にしようとする勢力が必ず現れる。そしてそれを良く思わない勢力が命を狙ってくるかもしれない。そのときエレーナはどうするの？」


「私は……」


エレーナは一瞬言葉を止めて目を瞑ると、すぐに強い瞳で私を見た。


「お兄様が目覚めてくれるのなら、それがいいと思っていました。でも、それ以外の選択肢も私には出来た」


エレーナはそこで言葉を切ると、立ち上がりそっと手を差し出した。


「私ももう逃げません。私は〝女王〟を目指します。だから力を貸して……アリア」


「うん……エレーナ」


私も立ち上がり、エレーナの差し出された両手を私の両手で包み込む。


これからエレーナは多くの貴族が彼女を利用しようと近づき、多くの敵から狙われることになるだろう。私を付け狙うグレイブもエレーナを狙ってくるはずだ。


私はエレーナを守る。そのために力を付けてきた。


一度二つに逸れて独り歩いていた私たちの道は交わり、ひとつの道を歩き出す。


エレーナの瞳に強い意思の力が宿り、十一歳の少女ではなく、大国の第一王女としての顔をしたエレーナが私に告げる。


「冒険者〝虹色の剣〟のアリア。わたくしが一年後に入学する魔術学園において、その三年間……最低でも兄が卒業するまで、わたくしの学園内での護衛と、敵の排除を依頼いたします」


「かしこまりました、王女殿下」







    
  
  




王女としての依頼をするエレーナに私はその場で膝をついて承諾すると、不意に真面目な表情を崩して私たちは小さく笑い合った。


エレーナが入学するという魔術学園にはカルラもいるだろう。


私はカルラとも決着をつける。


運命に抗うんじゃない。私は運命をぶち壊す。


あの女が望み、私が忌避した〝乙女ゲーム〟という運命の舞台がついに始まろうとしていた。







    
  
  




王家がダンジョンを攻略する一年と少し前──


「──【雷撃ディグボルト】──」


ローブを纏う小柄な人物の手から紫光が放たれ、暗いダンジョンの中で複数のゴブリンが雷撃にからめ捕られた。


『……ギィイイイッ！』


だがその中の一体は、電撃に焼かれながらも死なずに錆びた短剣で飛びかかってくる。


「──【突風ガスト】──」


その瞬間、ローブの人物の左手から噴き出した突風が襲われる間際でゴブリンを吹き飛ばす。


「──【旋刃ギロチン】──」


即座に右手から放たれた風の刃がゴブリンの首を斬り飛ばし、苦悶の表情を浮かべた首が転がりその赤い頭頂部を晒した。


「……ふぅ」


そのローブの人物──カルラ・レスターはフードを脱いで息を漏らす。


レスター伯爵家が管理する王家直轄地の大規模ダンジョン、その十五階層。一人で潜り続けるのはこの辺りが限界だった。ダンジョン内で野営をするならもう少しは深く潜れるのだろうが、仲間に見張りを頼めない個人攻略ではそれも難しい。


「…………」


カルラが腕の裾を捲ると紫色になりかけていた切り傷があった。あきらかに毒だ。さきほど掠めたゴブリンの短剣に毒が塗られていたのだろう。


「──【解毒トリート】──」


カルラは傷を舐めて毒を確かめ、解毒を済ましただけで傷の治療を後回しにすると、その場から離れた死角になった場所を見つけて限界が来たように腰を下ろした。


その顔色は毒のせいだけでなくあきらかに悪い。毒耐性スキルもありながら解毒を優先し、体力値が低いにも拘わらず治療を後にした、その理由は……。


「……魔力が足りないわ」


ぼそりと呟いたカルラは拡張収納鞄から取り出した野菜入りのクッキーを齧り、魔力回復ポーションで流し込む。


十五階層まで下りればランク１の魔物集団はほぼ出なくなる。まだランク４以上の魔物が出る階層ではないが、ランク３の魔物もほぼ複数で現れるようになった。先ほど倒した魔物もただのゴブリンではなく、斥候系のスキルを持ち、毒を使う、『レッドキャップ』というランク３のゴブリン種だった。


カルラもランク３だが、同じランク３の魔物が数体も出現すれば手傷を負うことも増えてくる。先ほどのように一撃で倒せない場合があるからだ。


レベル３以下の魔術に範囲魔術は少ない。通常魔術では水魔術の【水球ウォータボール】しかなく、ランク３以上の敵を相手にするには威力不足だ。


それを解消するためにも水と風の複合呪文である雷系の魔術を使っているが、【雷撃ディグボルト】は拡散性が高いだけで範囲魔術とは言いがたく、ダメージにむらがある。


そのせいで手傷を負って、怪我の治癒と討ち漏らした敵を倒すために何度も魔術を使い、魔力を無駄に消費することで攻略速度も下がっていた。


長い時間ダンジョンに潜るために、拡張収納鞄には携帯食とポーションを入れてあるが、それも限度がある。元から食が細く食事を抜いても気にはしないが、戦闘が長引くことでただでさえ少ない体力も削られ、今のように休憩をしなければいけなかった。


「……あの子なら、一人でも平気でしょうね」


パキンッ……と堅焼きのクッキーを齧り、カルラは自分の運命を変えた〝灰かぶりの少女〟に思いを馳せる。


自分を殺してくれると言ってくれた孤高の少女、アリア。


噂で聞いた、暗殺者ギルド支部を壊滅した『灰かぶり姫』がまだ年端もいかない少女と聞いて、カルラはそれがアリアだと直感した。


彼女は生きている。今も生き残りという戦場に身を置いてその牙を研ぎ続けている。それに比べて自分はなんと甘いことか。出現する敵の強さが分かっている戦闘などただの作業でしかない。彼女と殺し合うためには自分も強くならなくてはいけない、とカルラは暗い笑みを浮かべた。


「一段階、上に行く必要があるわ」


一般人の限界であるランク３。裏を返せば一般人でも努力を怠らなければいつかそこに辿り着くことができる。ランク４以上は自分の限界を超えた者だけが到着できる領域だ。カルラは学園在学中にランク４になることを考えていたが、アリアの覚悟に対してそれでは足りないと感じていた。


「力が欲しい……」


五歳で兄たちを殺したときから、父を殺し、この国を炎に包むことを夢見て力を求めてきた。強くなくては生きていけず、父や母、使用人たちからも命を狙われる日々……。その中で毒耐性も得て、その頃からカルラは屋敷で食事をすることはなくなった。


生きるため、殺すために強くなろうとしてきた。でもそれだけではダメなのだ。


今のカルラは、自分と殺し合ってくれるアリアのために、ただひたすらに強くなりたかった。


『ブモォオオオオオッ！』


「…………」


アリアと殺し合う素敵な夢想を邪魔され、カルラは突如現れた三体のオークに剣呑な視線を向けて立ち上がる。


「死になさい」


一瞬で複数の【火炎槍ファイアジャベリン】を生み出したカルラは、その怒りのままオークを薙ぎ払うように火炎槍を撃ち放つ。


ドォオオオンッ!!


『……ボォオオオオオオオッ！』


炎の中でオークたちが崩れ落ちる。だが、先ほどのレッドキャップのように一撃で仕留めきれなかったのか、今わの際に投げつけてきた石斧がカルラの脇腹を掠めて、彼女を吹き飛ばした。


「…………」


ダンジョンの壁に叩き付けられたカルラは口から血を流しながらも、自分の足でゆっくりと立ち上がり、困ったように片手を頬に当てた。


「困ったわ……。私って弱いのかしら？」






▼カルラ・レスター　種族：人族♀・ランク３


【魔力値：１５４／４１０】【体力値：６／47】


【筋力：６】【耐久：３】【敏捷：10】【器用：８】


《光魔法レベル３》《闇魔法レベル３》《土魔法レベル３》《水魔法レベル３》


《火魔法レベル３》《風魔法レベル３》《無属性魔法レベル３》《生活魔法×６》


《魔力制御レベル３》《威圧レベル３》《探知レベル２》《暗視レベル１》


《簡易鑑定》


【総合戦闘力：４７２（魔術攻撃力：７０８）】






まるで世間知らずのお嬢様が貨幣の価値も知らずに買い物をしたような仕草で、カルラが小さく息を吐く。たとえ血塗れで死の匂いを撒き散らしていても、高位貴族の令嬢であるカルラにそんな仕草はよく似合っていた。


ステータスにある『魔術攻撃力』は単純な一撃の威力だけでなく、魔術師が複数の属性を得たことによる汎用性や殲滅力を表した近接攻撃職の身体強化に該当する数値だ。それだけを見ればカルラに勝てるランク３はほぼいないはずだが、それはカルラが求める理想にはまだ遠かった。


血を吐くような命のやり取りには慣れている。痛みや苦しみにも慣れている。死は恐怖ですらなく、たとえ大人が死ぬような傷でも即座に心臓の魔石から光の魔力を放出すれば即死することもない。それがカルラにとっての日常であり、カルラは現状に何一つ満足してはいなかった。


「……やっぱり、使ってみようかしら」


王都を燃やすにも、死にかけのカルラでは体力面に不安がある。それ故に、以前は王国に対して害のある者たちを国内に引き込むことも考えていた。


当時のカルラはすでにアリアと出会ってそんな些事には興味を失っていたが、その頃に使っていた情報屋で一度奇妙な話を聞いたことを思い出した。






「この辺りかしら……」


ダンジョンの中でやることを決めた二日後、カルラはレスター領内にある治安の良くない地域に足を運んでいた。


カルラの父であるレスター伯爵は選民意識が強く、宮廷魔術師としては優秀でも統治者として優れているとは言えなかった。


魔術と家柄にしか興味のないレスター家は統治を家令に任せ、その統治も規制を厳しくすることで楽に済ませている。だが規制が厳しいことと治安が良いことはイコールではない。


利に聡い商人はレスター領を離れ、残っているのはダンジョン関連と冒険者目当ての者たちで、主に領の財源は大規模ダンジョンを管理する補助金にて賄われていた。


それでも他の貴族領と比べて特に酷いわけではない。特産品や他の財源がある場合は、そのような統治をする貴族家は多かった。だが、そんな場所で統治者の目が隅々まで届くはずもなく、非合法の組織がその地を根城として巣くっていた。


──ザッ。


小さな砂利を踏む音が微かに響き、カルラが足を止めると視界の端に柄の悪い数名の男たちの姿が映る。


「……おい、そこの奴っ。お前がこの辺りで殺しをやったガキか？」


男たちの敵意が自分に向けられていると知って、カルラが静かに振り返る。


魔力で成長していても線の細いカルラは、子どもと呼ばれることに違和感はない。だが、大の男が子どもに対して殺しを問う光景は、カルラを知らなければ不自然に見えるだろう。


そんな男たちに対してカルラは緊張感もなく口を開く。


「あなたたちは知っているかしら？　裏社会の情報屋を捜しているのだけど」


「……てめぇがやったのか、と聞いてるんだ」


カルラの零したとぼけた返事に、リーダー格らしき三十代の男がドスを利かした声を出す。


「知らないのならいいわ」


そんな男を一瞥して興味をなくしたように背を向けたカルラに、男は青筋を立て、若い連中が我慢できずに飛び出した。


「このクソガキ、兄貴が──」


ドゴンッ！


その瞬間、カルラが振り返りもせずに軽く振った手から岩石弾が飛び出し、前に出た男の頭部を粉砕する。


その魔術にどれほどの威力が込められていたのか、頭部が消滅した男の身体はわずかに揺れただけで吹き飛ぶことなく、ゆらりと崩れ落ちると同時に噴き上げた大量の血が周囲の男たちを赤黒く染めた。


「──ひぃいいいいいっ!?」


一瞬置いて血肉を浴びた若い男たちが悲鳴をあげて腰を抜かす者もいる中で、リーダー格の男は血を浴びながらもカルラを睨み付ける。


「……やっぱり、てめぇが犯人かっ！」


この辺りで起きた複数の殺人事件。死んだのが物乞いやスラムの住人なら誰も気にしないが、被害者の中に男たちの身内が交ざっていた。


吼えるように叫んだリーダー格の男が、短剣を抜いてカルラに襲いかかる。


戦闘力で４００以上……ランク３上位の実力はあるだろう。彼は裏社会でも武闘派で知られる暗殺者崩れの男で、カルラとの七メートルの距離は、並の者ならまだしも男にとって魔術師が魔術を放つまでに充分殺せる距離だった。


男は決してカルラを子どもだと甘く見ていない。素の戦闘力で同程度。だが、魔術師である故にこの距離で先に動かれたらカルラに為す術はなく、刃を構えて迫り来る恐怖を克服できる子どもなど、まずいない。


（殺とった！）


短剣の切っ先がカルラの喉元寸前まで迫り、男はそう確信する。


だが、その瞬間に男は、カルラが瞬きもせずに自分を見ていることに気付いて、背筋が凍りつくような悪寒を覚えた。


「──【雷撃ディグボルト】──」


ドドンッ！


「────!?」


カルラの目前から放たれた雷撃が男を撃ち、その後ろにいた男の子分ごと吹き飛ばす。


雷撃呪文に物理的な衝撃はない。だが、雷の威力を調整することによって撃たれた生物は死の寸前に痙攣し、自らの力で吹き飛ばされていた。


それでも目の前に迫る刃を恐れない子どもはまずいない。該当者はたった二人だけ……。男の不運はその一人が目の前にいることだ。


繊細な魔力制御と子どもらしからぬ胆力。そのどちらが欠けても倒れていたのはカルラだった。だがカルラにとってそれは必然であり、それが戦闘力でしか相手を測れない男の限界でもあった。


「……て……めぇ」


「あら生きていたの？」


男の背後にいたランク１や２の子分たちは雷撃に耐えきれず全員殺されていたが、リーダー格の男だけは全身から煙を上げて倒れ伏しながらもまだ生きていた。


でもカルラは殺し損ねたことを気にすることもなく、隈の浮いた目を細めて微笑むように見下ろした。


「まぁ、当然よね。とっさに刃の魔力で雷を逸らそうとしたでしょ？　惜しかったわね。そのまま斬りつければ私を殺せたかもしれないのに」


「く……」


保身に走ったから負けた。子どもに胆力で劣るから負けたのだ。そう煽り立てたカルラは身動きできない男の髪を掴んで持ち上げ、そっと顔を近づける。


「でも、ちょうど良かったわ。知っていそうな人がいてもすぐに死んじゃうから、なかなか辿り着けなかったの。案内してくれる……？　〝盗賊ギルド〟へ」






盗賊ギルドだけでなく裏社会に属する組織は、一般人から隠されている。


小規模な組織ならば住宅や商会などに偽装され、古くからある組織は大衆の目に触れながらも、その街の歴史として認識できない存在となっている場合もある。


カルラが捜していた盗賊ギルドのような大規模な組織の場合は、すべてを束ねる本拠地というものはなく、各地の支部は姿を隠して現地に潜み、時には定期的に拠点を替えることで捜査の手を逃れていたことから、カルラは見つけ出すことができなかった。


「お嬢さん、困りますねぇ……。構成員に手を出さないよう、お願いしたはずですが？」


隣国からの輸入品を扱う商会を隠れ蓑にした盗賊ギルドの応接室で、嫌みを言うその男に、対面のソファーに優雅に腰掛けたカルラは気にした様子もなく朗らかに笑う。


「拠点を替えているのが悪いのよ。ただ場所を聞いただけなのに手を出してくるなんて、教育がなっていないわ」


「……気をつけましょう」


その男……盗賊ギルド支部長であるロイドは、カルラの態度にドス黒い気持ちを抱きながらも誠実そうに微笑んだ。


ロイドがカルラと関わるようになってから三年が経つ。最初の出会いは構成員の詐欺師が、大量にあるダンジョン素材の売却を考えていたカルラを騙そうとして殺されたことだが、いち早くカルラの異常性に気付いたロイドは敵対よりも手を取ることを選んだ。


ダンジョン素材も貴重ではあるが、相場よりも高く買い取っていたのはカルラに対するみかじめ料のようなものだと考えている。


その判断に間違いはなかったと今では当時の自分の英断を誇りたくなる。だが同時に、すべてをかなぐり捨ててでも逃げるべきだったと後悔もしていた。


そんなことを口に出せば裏社会から、臆病者、気が触れたなどと侮られることになるだろう。だが、そう考え、カルラをただの子どもだと侮り手を出した武闘派の幹部は、子飼いの部下諸共カルラに焼き殺されていた。


カルラの言うとおり、構成員にカルラの容姿を伝えて手出し無用と厳命するべきだった。だが、ロイドがそれをせず、拠点を移しながら彼女にそれを知らせなかったのは、このままカルラと手を切れるのではないかという淡い願望の表れだった。


「例の女も、噂ではまだ年端もいかない小娘だと聞きますし、最近の若い女はどうなっているんでしょうかねぇ……」


疲れたように溜息を吐きながら零したロイドは、その言葉に爛々と目を輝かせたカルラの様子にギョッとする。


「……まさか、お知り合いで？」


「ええ、この世界でただ一人、私を殺してくれる大事な人よ」


「…………」


その言葉を聞いてロイドは神を呪いたくなった。どうして自分はこんな少女たちと関わらなければいけないのか、と……。


暗殺者ギルドの北辺境地区支部を壊滅させ、手を出してきた幾つもの盗賊ギルド支部を潰してきた少女……〝灰かぶり姫〟──。


盗賊ギルドでは報復すべきとする武闘派と、被害を考慮して手を出すことを控えるべきだとする穏健派がいて、有力支部の代表者たちからなる評議会でも方針は定まっていなかった。


現在はさらに被害が増えていることから〝灰かぶり姫には関わらない〟ほうへと意見が傾きつつあるが、そんな人物と関わりのある人物と取引をしていることが評議会に知られたら、ロイドの支部長という立場さえも危うい。


（……いや、そうではないか）


取引相手ではあるがカルラも盗賊ギルドからすれば危険人物だ。彼女は〝灰かぶり姫〟が殺してくれると言うが、実際は殺し合うことになるだろうと彼女を知るからこそ、そう理解した。


評議会がどう動くにしろ、危険人物に手を出して死ぬのはご免だ。だが、手を出すこと自体が危険である二人が殺し合ってくれるのなら、わざわざ危険を冒して手を出す必要もなくなり、その情報をもたらしたロイドは評議会の一員となれるかもしれない。


だがこれは危険な賭けだ。下手な情報を流せばカルラと〝灰かぶり姫〟の両方を敵に回すことになるだろう。そのためにはある程度でもカルラの機嫌を取っておく必要がある。


「それでお嬢さん。本日はどんな取引がお好みで？」


＊＊＊


それから二ヶ月後……カルラの姿は西方の国境沿いにある貴族領にあった。


距離的にはもう少し早く着くことも可能だったが、カルラでも多少なりとも準備をする必要があった。


「さて……どこにいるのかしらね」


盗賊ギルドから得た情報によれば、それは一年ほど前に目撃されたという。その後に目撃された情報は出ていないが、その頃から寒村で行方不明になる者が増えているらしい。


行方不明自体はそれほど珍しくない。国境沿いの寒村なら尚更だ。魔物が存在する世の中で人間が生息できる場所は限られており、人族は海沿いから徐々に生息域を広げているが一定以上の地域から先に進めずにいた。


停滞している理由は、人が住める場所自体が少ないからだ。探索専門の傭兵である冒険者が人の住める場所を見つけて魔物を排除しているが、強引に進めれば強大な魔物が容赦なく牙を剥く。


敵を排除して人が住む地域として魔物に示し、人を派遣して村を築いても、半数の開拓村は魔物の脅威により数年で撤退することになる。


行方不明事件になる場合、当然、魔物に襲われて亡くなるものも多いが、行方不明になるとしても森に赴いた狩人や迂闊に村から離れすぎた者であり、今回の事件のように、村の中にいる者が死体も残さず消えることはあり得ないことだった。


当然そうなれば事件性を考慮して領主に陳情をするが、騎士や兵士が派遣されると行方不明事件は起こらなくなり、またしばらくして他の村で行方不明事件が起きるらしい。


行方不明事件は別として、当地の盗賊ギルドもこの情報を貴族に売れないかと考えたそうだが、目撃情報が一度しかなく、それが行方不明事件との関連性も立証できなかったことから一蹴され、それを不服に思ったその支部は複数の支部長に情報の買い取りを打診した。


ロイドがその情報を買い取ったのは、後日裏付けできる情報が出てくれば上級貴族に売れると考えた先行投資だった。だが、その思惑に沿わず追加の情報は出てくることはなく、当時そこそこの値段でカルラも持ちかけられたが、今回はほぼただ同然で情報を得ることができた。


貴族としての伝手を使い、金で動く文官を使って行方不明事件に関するさらに詳しい情報を集めたカルラは、その情報を基にレスター家にあった禁書を含めたすべての文献から知識を合わせて、一つの仮説を導き出した。


まず目撃情報が正しいと仮定し、それが現れた理由はクレイデール王国への潜入と、それによる情報収集及び破壊活動だと考えた。彼らにはそれをする理由があるからだ。


人族ではない彼らは街に入り込むことができない。人族と敵対する彼らでも裏社会を頼れば拠点を造ることも可能なはずだが、それが出来ない理由は行方不明事件と関連があると考えれば理由付けができる。


人間を攫う理由があるからこそ潜入が困難であり、いまだに場所を替えながら人を攫っていることから、まだまともな潜入ができていない。そして定期的に人を攫う必要がある彼らは場所を替えながらも法則性があった。






「やっと見つけた」


「──!?」


深夜、とある村の炭焼き小屋で村人を襲っていたそれは、突如現れたカルラに牙を剥く。


「やっぱり〝人外〟だったのね」


人と似た姿をしていながらも〝人〟ではない存在。


そのような存在の特徴として多くは人間を糧にする。人と同じ思考をしながらも人を捕食しなければ生きていけない存在は人間社会に受け入れられることなく、裏社会から忌避されていた。


だが、彼らが人族の街に入ることができず、人族国家に潜入を試みているのはもっと大きな理由があった。


それは──


「初めて見たわ。──魔族エビルレース──」


「キサマッ！」


魔族──闇ダークエルフの蔑称であり、人族国家と敵対する者たちの総称だ。


人族の歴史書には記されていないが、禁書によれば闇エルフこそこの大陸の先住民であり、他の大陸から移住してきた人族の聖教会によって〝邪悪〟と定められ、追放された者たちであった。


彼らは聖教会を憎悪し、それを信じた人族国家を憎んでいた。追放され、過酷な地で生きる彼らは、戦力を確保するために〝人外〟でさえも民と認めていると聞く。


その男は、魔族と呼ばれる闇エルフであり、おぞましき人外でもあった。


「殺スッ！」


正体を見破られたその闇エルフは、訛りのある言葉で叫び、武器を抜く。


「ふぅ～ん……」






▼人外の男　種族：闇エルフ♂・ランク３


【魔力値：１９４／２１２】【体力値：１５３／２３０】


【総合戦闘力：３６０×２（７２０）】






感じられる実力はランク３程度。だが、鑑定で見た戦闘力はそれを遙かに超えていた。


闇エルフの力は森エルフと変わらない。だが人外であるこの男は、強さとしてはランク３でありながらランク４に近い強さがあった。カルラも戦って簡単に負けるつもりはないが、彼らを捜していた理由は別にある。


「待ちなさい。あなたたちに良い話を持ってきたのよ」


「…………」


カルラの言葉に男の動きが止まる。カルラを信用したわけではない。彼も人外ゆえの本能でカルラの〝強さ〟を感じ取っていたからだ。


戦闘力以上に戦えばただでは済まない──そう感じさせる〝何か〟があった。もちろん人外である彼はただの人間に負けるつもりはない。だが、その人外ゆえに感じたカルラの異常さが攻撃することを躊躇ためらわせていた。


「ナニが望みダ？」


「話を聞いてくれて嬉しいわ」


大人しくさせるために一戦を交えることも考えていたカルラは、隠しきれない微妙な殺意を隠しながらニコリと微笑む。その笑みが一層男の猜疑心をかき立てたが、カルラの外見が病人じみた子どもであったことから、人を超えた存在である自尊心がそれを塗りつぶした。


「あなたたちが、この国に潜入しようとしていることは分かっているわ。それが上手くいってないこともね」


「……ソレがどうしタ」


見た目が人族とは懸け離れているため、少数精鋭を意識して彼らのような人外種族が潜入をすることになったが、闇エルフは人族国家の天敵として知られており、人を捕食しながら人と関われない彼らの潜入計画は実際に一年近くも進展していない。


「でも、もし人が行方不明になっても大きな騒ぎにならず、拠点となる、誰の物でもない建物が多くある場所があるとしたらどうする？」


「……ナニが望みダ？」


男はもう一度先ほどの問いを繰り返す。確かにそんな場所があればここまで苦労することはなかった。拠点があれば行動範囲が広がる。ようやく目的の第一歩が踏み出せる。だが、この人族の少女にそれを教えてなんの利益があるのか？


そんな男の問いかけに対してカルラは寒気がするような暗い目差しで笑みを浮かべる。


「簡単よ。殺したい人が沢山いるから」


カルラは男に語る。


自分の人生を……運命を弄んだ者たち、それを容認した者たち、弄びながらそれに気付くことなく幸せに笑い合う〝すべて〟を燃やし尽くしたいのだと。そのために同じく人に恨みを持つ魔族を国内に引き込み、その強さを利用したいと言った。


そのおぞましいまでの憎しみと情念を間近で感じて気圧されながらも、男はその怒りと憎しみが自分たち魔族に近いものを感じて、ようやく納得できる理由を得た。


「キサマの望みハ、理解シタ。だが、オレでは決められナイ」


「それでも構わないわ。では、決められる人はどちらにいるのかしら？」


「今、ワレらは個別に動いていル。だが、何人かならスグに会えるだろう」


「それでは案内してくれる？　私はカルラよ」


相手が人外と知りながら握手を求めて手を差し出すカルラに、男は心の底から滲み出る不安を感じながらもその手をそっと握る。


「オレは……ムーサと呼べ」


当然だが、カルラの話を聞くことは決めてもムーサは多く語ろうとしなかった。


それでもカルラが言葉の端々から推察した感覚では、彼らの仲間は多くない。多くても十数名と言ったところだろうか。その中でもムーサは弱い部類らしく、王都を燃やすために強い存在を求めていたカルラは満足げに頷いた。


全員が人外ならばムーサと同様にランク以上の戦闘力を持つからだ。それでこそわざわざ魔族を捜して接触した甲斐がある。


「手土産としてこれを渡しておくわ」


信用してもらうため……そう言ってカルラが見せた〝手土産〟にムーサの目の色が変わる。それが手に入らないからこそ、ムーサたち魔族の潜入は上手くいっていなかったからだ。


他国から間者が入り込む場合は、当地の裏社会と接触して大枚をはたいてでも最初に手に入れたい物だった。それは……。


「地図だと……本物か!?」


「ええ、必要でしょ？」


ムーサはカルラの手にある詳細に描かれたその地図を食い入るように見つめる。


この一年、地図を手に入れようとしてきたが、化け物でも受け入れるという噂のある暗殺者ギルドに接触することさえもできず、彼らは少ない人員を個別に動かす危険を冒してまで、地図を手に入れようとしてきた。


だが、寒村や商隊を襲ってもまともな地図が手に入るはずもなく、あっても周辺の簡易的なものばかりだったが、カルラが持参したのはクレイデール王国の主街道と主要都市が描かれたかなり詳細なものだった。


ムーサの手が伸びてカルラの手にある地図を掴む。これがあれば計画が進む。そう考えてムーサがその地図を手元に引き寄せようとしたその時──


ビリ……ッ。


「な、何をスルっ!?」


その瞬間、カルラが強く手を引き、地図は折り目から半分に千切れて二人の手に残る。


「こちらは、あなたがちゃんとお使いをできたらあげるわ。とりあえず、そちらだけでも用は足りるでしょ？」


「くっ……」


ムーサの手に残った半分の地図には王国の西側──現在、魔族が潜伏している地域の情報が記されていた。確かにこれがあるだけでも拠点を探すことは容易になるだろう。だが、魔族が必要としている王都周辺の地理情報はカルラの手にあった。


「分かっタ。明日になれば数人と連絡がトレル。それでイイか……？」


「ええ、もちろんよ。良い返事を期待しているわ」






その翌日の夜──カルラがムーサの指定した廃村に姿を見せると、カルラが一人で来たことを確認したムーサが出迎えた。


「……キタな」


カルラが興味深げに辺りを見回すと、ムーサがわずかに顔を顰める。


元は三百人程度の開拓村だろうか。民家の朽ち具合から放棄されて十数年は経っているように思えた。放棄された理由は分からないが、魔族も拠点にはできなかったのだとカルラは思った。


民家の中には最近修復された跡があり、それでも諦めるしかなかったムーサからすればカルラの視線は揶揄されたように感じたのかもしれない。


でも、カルラが周囲を見渡したのは、そんなどうでもいい理由ではない。


「そちらの方々は出てこないの？」


そんなカルラの言葉に、どこからか〝気配〟が揺れる感覚が届いた。


「……気付くか、娘よ」


その瞬間、カルラの背後数メートル後ろに、二人の闇エルフを伴った一人の男が現れた。


感じられる気配だけでもかなりの実力者だ。付き添いの二人もムーサと同程度──ランク３ほどの実力が感じられたが、一人だけいた女魔族が不機嫌そうな顔をしているのは、揺れた気配が彼女のものだったからだ。


ムーサを含めた三人の実力は、戦闘力さえ気にしなければカルラと同程度かわずかに下だった。だが、中央に立つ男だけはムーサたち三人とは格が違っていた。


「へぇ……」






▼魔族の男　種族：闇エルフ♂・ランク４


【魔力値：２３４／２５４】【体力値：３２８／３８９】


【総合戦闘力：９２５×２（１８５０）】






ムーサたちランク３を情報収集担当とするなら、高い戦闘力を有するこの男は目的を果たすために選ばれた、魔族の戦士だった。


男もカルラの戦闘力を鑑定したのか、わずかに見下すような顔で懐から地図を取り出した。


「地図は見せてもらった。どうやら本物のようだな」


片言のムーサと違い、流暢な公用語を使いながら半分になった地図をひらひらと揺らす。


重要なものでありながら扱いがぞんざいなのは、カルラに対して優位にみせたいのと、すでに写しを取り終えているのだろう。


「これで拠点を見つけるのも容易となる。餌を見つけることもな。お前が持つ残り半分があれば、王都への襲撃も可能となるはずだ。だがな……」


男は闇エルフと言うよりも、人外である魔族としての不遜な態度でカルラを睨めつけた。


「娘……カルラと言ったか。お前の目的はムーサから聞いた。お前は我らを戦力として利用したいらしいな？　人族の傲慢さには目を瞑ってやるが、お前は我らに何を望む？」


協力といっても、互いが望むものをすべて叶えることはできない。


魔族としてはカルラが地図まで与えたのだから、もっと有意義なものを引き出せると考えているのだろう。だがそのためにはお互いの希望を擦り合わせる必要があった。


ランク４の魔族が執拗にカルラを威圧するのは、交渉を有利に進めるのもあるが、彼らは人族であるカルラを侮っているからだ。


彼らも望んで〝人外〟となったわけでもないはずだが、その強さは彼らの拠り所の一つであり、だからこそ無意識にカルラを見下し、カルラのような怪しげな人間の提案にも乗ってきた。


「私の望みを話す前に、お名前を教えてくれない？」


ニコリと微笑んで話すカルラに顔を顰めながらも、ランク４の男はその程度なら良いだろうと鷹揚に頷いた。


「俺の名はスライマンだ」


「ワシム」


「……セダよ」


ランク４の男スライマンに続き、長身の男ワシムとセダという女が名を名乗る。


「ありがとう。良い名前ね。スライマン、あなたくらい強い人はまだいるの？」


「案ずるな。この地に来た者たちは我が氏族の戦士たちだ。族長ほどではないが、人族の戦士に後れは取らん」


それを聞いて、なるほど、とカルラは思う。


彼以外にもランク４は複数存在する。だが、『族長』と呼ぶ存在を上にして他の戦士を同列に扱っているので、ランク５はいない。もしくはその族長とやらがランク５だとカルラは推測する。


「それは良いことね。弱い人なんていらないもの」


思わず〝本音〟が漏れたカルラにセダが一瞬怒りを見せ、スライマンが片手を上げてそれを抑え、先を促すようにカルラに顎をしゃくる。


「私の望み……そうね、少し聞いてくれる？」


カルラはそろそろ自分の限界を感じていた。ここまで猫を被ってきたのだ。もうそろそろ良いだろうと着ていたローブを脱ぎ捨て、ドレスの裾を摘まんで舞うように歩き出した。


「すべてを殺したかった。すべてを燃やしたかった……。でも、私はとても弱い。私だけでは千人も殺せない」


突然の独白──その姿は死者の国より舞い戻った幽鬼のようでありながら、その声は恋する少女のように弾んでいた。


「私は〝独り〟だった。誰も私を理解してくれなかった。でもある日……そんな独りだった私の前に『王子様』が現れたの……」


わずかに振り返ったカルラの爛々とした瞳に、スライマンたちが息を呑む。


「私は、私が殺した沢山の屍の上で死にたかった。でも、私をいらないという人たちの手で死にたくはなかった。あの子だけが〝私〟を理解してくれた。あの子だけが〝私〟の本当の望みを理解してくれた」


少しずつ雰囲気が変わり始めたカルラに、魔族たちの顔にも困惑の色が浮かび、徐々に認識の違和感を覚え始めた。


「沢山の屍の上で、二人で殺し合えたらなんて素敵なのでしょう……。でもダメね。最悪の環境で強くなっていくあの子に対して、私は甘えすぎていたの。私を殺してくれるあの子を殺してあげられないなんて、不誠実だわ」


「……何を言っている？」


思わずスライマンが口を挟む。その顔には困惑と得体の知れないものに対する〝不安〟が浮かんでいた。


カルラは彼らに協力し、彼らの協力を求めた。今のカルラの強さでは満足する結果を得られないからだ。


カルラは魔族たちに強さを求めた。魔族たちの〝強さ〟を利用するためだ。魔族たちもそれを聞いてその理由に納得もした。


だが、そのすべての前提自体が間違っていた。


それは──


「あなたたちが強くて嬉しいわ。だって……」


振り返るカルラの純粋な笑顔を見た魔族たちが、バケモノでも見たように身を震わせた。






「あなたたちを殺せば、私はもっと強くなれるわ」






カルラから発せられるどす黒い殺気にスライマンが声をあげる。


「散れぇええっ!!」


スライマンが跳び下がり、ムーサとワシムが一瞬遅れて動き出す。だが、カルラの笑顔と言葉の意味が一瞬で理解できなかったセダは、次の瞬間膨大な炎に包まれた。


「ぁああああああああああああああああああああああっ!?」


「セダっ！」


炎の中でのたうち回るセダにムーサが慌てて水魔術を使う。


「そいつを止めろっ！」


カルラの魔力の高まりを察してスライマンが〝針〟を投擲し、同時にワシムが飛びかかる。


だがカルラはそれを避けなかった。正確には目を見開き、三十センチ程もある魔鉄の針をその身に受けながらも無防備な二人に魔術を撃ち放った。


「──【雷撃ディグボルト】──」


飛びかかろうとしていたワシムごと、水の塊を浴びせられたセダを雷撃が撃ち抜いた。


「ぎゃぁあああああああああああああああああああっ！」


炎と雷撃──水が瞬く間に蒸発し、それどころか水を媒体にして内部から雷に焼かれたセダの身体が炭化して崩れ落ち、灰となって消えていった。


「ああ、やっぱりそこまでやれば〝吸血鬼ヴァンパイア〟でも死ぬのね」


「貴様っ！」


カルラの言葉にムーサが目を剥いた。


吸血鬼──人から変化した血を吸う魔物だが、全体的に個体数の少ない魔族は魔物と化した者たちでも氏族として受け入れていると聞く。


それでも一般の闇エルフと比べて人を食料とする彼らは肩身が狭く、人族国家の住人を襲うことでぎりぎり受け入れられているのだろう。そうでなくては全滅する可能性が高い他国への潜入工作など少数氏族でやるはずがなかった。


それでも彼らがやると判断したのは、吸血鬼ゆえのステータスの高さと不死身性だろう。


身体は魔力があるかぎり再生し、首を刎ねるか心臓の魔石を砕くか、燃やし尽くすしか殺す手段がない。その高い再生力ゆえに吸血鬼は肉体の限界を気にすることなく、高い戦闘力を得ることができた。


だが、肉体があるかぎり、殺せば死ぬのだ。


「貴様、最初からそのつもりでっ!?」


スライマンの言葉にカルラが薄く笑みを返す。彼らの不安は正しかった。カルラの望みは最初からただ一つ──


「私が強くなるための〝糧〟になってもらうわ」


弱い相手では糧にならない。一瞬でも気を抜けば即死するような戦いの中でこそ、ようやく人は強くなれる。


カルラは自分の腹を貫いていた長い針を事もなげに引き抜くと、さらに蒼白くなった顔色で楽しげに笑っていた。


「殺せぇええええええええ！」


怒りのままスライマンが声を張り上げる。


魔族内でも迫害され、仲間のために危険な任務を買って出た彼らは仲間同士の繋がりが強く、その仲間が殺されたことで怒りと憎しみを漲らせた。


「そう、本気で来て」


「ぬかせっ！」


その再生力ゆえに雷撃の威力から立ち直ったワシムが、カルラの言葉に長い爪を出して再びカルラに飛びかかる。


「──【石弾ストンショット】──」


それをカルラの石弾が迎撃し、ワシムは腕が砕けるのも構わず打ち払うがその威力に押し戻された。だが──


「終わりだっ！」


それと同時に、一瞬で消えたスライマンがカルラの〝影〟から飛び出し、魔鉄の針が彼女の胸を貫いた。


「!?」


そのときスライマンは自分に伸ばされるカルラの白い手を見て、思わず彼女から距離を取る。


胸を貫かれてどうしてまだ動けるのか？　不死身のはずの自分がどうして距離を取ったのか？　それは言葉では言い表せない、不死になってから初めて感じた〝死〟の予感だった。


「……まだダメね」


胸を貫かれたまま、ぼそりと声を漏らすカルラを、電撃の痺れから復活したムーサを含めた三人が取り囲む。


「貴様、不死身か……!?」


「……そんなわけないでしょ」


カルラがゆっくりと胸元から針を引き抜いた。だが、噴き出すはずの血はすぐに止まり、その全身が仄かに光に包まれていることに気付いて、スライマンはカルラが治癒魔術を使っているのだと見抜く。


しかし、どれだけ治癒魔術に優れていようと、人は胸を刺されたら死ぬ。それなのにカルラがまだ生きている理由は何か？


「……ぉああああっ！」


ワシムが耐えきれないように叫びをあげた。


相手はたかがランク３。しかも子どもで近接戦闘もできない魔術師だ。それでも、カルラの得体の知れなさと異様な戦い方……そして同じ吸血鬼であるセダをあっさりと殺されたことで精神の限界に達したワシムは、再び爪を伸ばしてカルラに飛びかかっていた。


砕かれた腕はすでに再生している。彼らが不死でなければワシムもムーサも戦うことなどできない傷を負っていただろう。


ワシムはその不死性ゆえに生き残り、不死性ゆえの無謀さでカルラに襲いかかり、不死性を以てしても理解できない恐怖に耐えられなかった。


「なっ!?」


人間より数段高い身体能力で振るわれた爪がギリギリで躱された。それでも躱しきれずに自分の肩から血が噴き出すのを見てカルラが眉を顰める。


「うぉおおおおおおおおおおっ！」


それを見たムーサも短剣を構えてカルラに襲いかかった。ワシムも何かに突き動かされるようにカルラに爪を振るい、二人の猛攻をカルラが紙一重で躱していく。


紙一重といっても無傷ではない。致命傷となる傷を避けているだけでカルラの身体もドレスもボロボロになって血に染まっていった。


元々幼児程度の体力しかないカルラだ。わずかな出血でも致命傷となりかねないはずだが、それでもカルラは倒れなかった。


「…………」


そんな光景をスライマンが睨むように見つめる。彼は生粋の剣士ではなく魔術師だった。ただ魔力値がさほど高くないため、普段は闇魔術を使って暗殺まがいの戦闘をしていたが、本気になったからこそ魔術を使う機を窺っていた。


だが、カルラを見つめるスライマンの瞳にはわずかな戸惑いと焦りがあった。


吸血鬼は成長しない。再生する肉体と不老の代わりに、その肉体は育つことなく新たな技能スキルを覚えることはない。


スライマンはカルラを恐れていた。生も死も顧みない戦いしかできなくなった彼らと違い、戦いの中で変わっていくカルラに恐怖を覚えた。


「うぉおおおおおおおおおおお！」


ムーサが短剣を振るい、それを速度で数段劣るカルラが躱した瞬間──スライマンの身体が震え、その目を大きく見開いた。


「──退けぇえええっ!!」


スライマンが悲鳴のように叫び、それを発動ワード代わりにしてレベル４の火魔術、【竜砲ファイアブレス】を撃ち放つ。


その声に無我夢中で攻撃を仕掛けていたムーサとワシムの瞳に理性が戻り、即座に飛び離れると同時に放射状の炎が棒立ちのカルラに襲いかかった、その瞬間──


「……分かったわ」


カルラの手の先に【氷槍アイスランス】の刃が生まれ、強力な魔力制御によって生み出された氷は剣つるぎの如く【竜砲ファイアブレス】の炎を引き裂いた。


「──っ!?」


その信じられない光景にムーサとワシムが息を呑み、唯一その意味を理解したスライマンが愕然とした顔をする。


スライマンが……吸血鬼たちが感じた不安と恐れの正体。


吸血鬼は成長しない。だが人は……子どもは驚くべき速さで成長する。カルラがこの無謀な戦いに身を投じた理由は、まさしく彼らを成長の〝糧〟とすることなのだとようやく気が付いた。






▼カルラ・レスター　種族：人族♀・ランク３


【魔力値：３２７／４１０】　【体力値：３／47】


【筋力：７】△1UP　【耐久：３】【敏捷：11】△1UP　【器用：８】


《体術レベル３》NEW


《光魔法レベル３》《闇魔法レベル３》《土魔法レベル３》《水魔法レベル３》


《火魔法レベル３》《風魔法レベル３》《無属性魔法レベル３》《生活魔法×６》


《魔力制御レベル４》△1UP　《威圧レベル４》《探知レベル２》《暗視レベル１》


《簡易鑑定》


【総合戦闘力：５１１（魔術攻撃力：７６６）】△39UP






「ああ……ようやく理解できたわ」


血塗れの素肌がまるで不死生物のように再生していくカルラの姿に何を感じたのか、なり振り構わずワシムがカルラに襲いかかる。


「……ぅがぁあああああああああああ！」


人間と吸血鬼では身体能力に大きな差がある。だがカルラは、今までとは比べものにならない動きでそれを躱し、【水球ウォータボール】を使いワシムごと三人の身体を押し流した。


カルラは《体術》スキルを一気にレベル３まで会得していた。本来なら鍛練を積むことで一段階ごとに成長するスキルを一気に習得できたのは、そうなるよう絶望的な戦いに臨んだからだ。


自分と同等以上の相手が三人。魔術師であるカルラは近づかれたら勝ち目はない。


だからこそ、その価値があるとカルラは考えた。


生と死の狭間だからこそ見えるものがある。並の人間ならすでに十回は死んでいるような死闘の中で、躱しきれない刃は内臓を避けるようにあえて受けた。


カルラの読み込んだ禁書には人体解剖の記述もあり、カルラも襲撃者の身体でそれを実践した。そうして生と死の狭間で攻撃を躱し、治癒魔法で身体を癒やし、極限状態で体術を会得した。


そうして覚えた《体術》スキルの影響で身体強化が使えるようになり、その影響かレベル４に上がった《魔術制御》は、スライマンの魔術さえ引き裂く技量をカルラに与えていた。


カルラは飛躍的に成長した《魔力制御》によって得られた四割増しの思考加速を使いながら、ムーサやワシム、まだ唖然としているスライマンを瞳に映す。


正に世界が違う。見えている世界がこれまでとまるで違う。


思考加速を得たことによって敵の動きが見えるようになり、感覚的に余裕ができたことでより精密な魔術を使えるようになった。


「……ァハハハハハハッ！」


高揚感にカルラが高らかに笑う。今ならさらに〝何か〟が分かりそうな気がした。


「ワシム、下がれ！」


水に濡れたことでセダの最期を思い出したのか、ムーサが地面に倒れたワシムに叫ぶ。


人なら即死する電撃でも吸血鬼なら一撃は耐えられる。だが倒れたワシムは二撃目を躱せない。即座にそう判断し、仲間のために自分が盾になろうとムーサは両手を広げるようにカルラの前に飛び出した。


だが、カルラがその手に冷気を放つのを見てムーサの顔に勝ち誇った笑みが浮かぶ。


「そんなものが我らに効くものか！」


弱点属性である炎や雷と違い、冷気に強い吸血鬼は氷魔術に耐性がある。


その一撃を耐えきればそのままカルラを殺すことができると笑みを浮かべたムーサの背後から、スライマンの悲鳴のような声が届いた。


「ムーサ！　それを受けるな！」


援護をしようにも、両手を広げたムーサが盾になって逆に吸血鬼側の攻撃を防いでいた。


ムーサがワシムを見捨てればカルラに勝てたかもしれない。


スライマンがムーサを見捨てて魔術を放てばカルラを殺せたかもしれない。


だが彼はそれをすることができず、スライマンの焦りを含んだ声と仄暗い瞳のカルラに、ムーサは自分の失態に気付いた。


「──【氷槍アイスランス】──」


氷系の魔術は、冷気よりも硬度と速度によって敵を破壊する。だがカルラの放った氷槍は破壊よりも凍らせることを重視した魔力制御をされていた。


ムーサの身体に纏わり付いた水が凍りつき、それを媒体に内部まで凍りついたその身体は、カルラの放った一発の石弾で砕け散る。


「ムーサっ！」


魔族たちの名を呼ぶ悲鳴の中、キラキラと舞う細かな氷の中でカルラが笑い──


「砕かれても死ぬでしょ？」


愉しげなカルラの声に、スライマンが覚悟を決めたように目を据える。


「ワシム……死んでくれ」


「分かった」


スライマンの唐突な要望にワシムが躊躇もなく応える。


恐るべき敵……。魔族の二人はもうカルラをただのランク３だと思うことは止めた。


カルラは恐ろしい敵であっても尊敬できる戦士ではない。


まだ少女でありながら、異様な精神と成長速度で不死である吸血鬼二人を殺してみせた。カルラをこのまま放置すればいずれ魔族にとって災厄をもたらす敵となるだろう。


今のこの場で……ランク３でしかない今こそ確実に倒せる最後の機会だと、スライマンだけでなくワシムも理解した。


「ぬぉおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


雄叫びをあげてワシムがカルラの動きを封じるため、ムーサと同じように飛びかかる。


でもそれでは、身体強化と思考加速を得た今のカルラなら、ムーサと同じ結末となるはずだ。


「ここで滅びよ、カルラ!!」


スライマンが叫びをあげて魔力を放つ。ムーサとセダの死は無駄にしない。スライマンとワシムはたとえ自分が死んでもカルラを殺すと覚悟を決めた。


「──【竜砲ファイアブレス】──っ！」


スライマンは闇と炎の魔術師だ。吸血鬼となったことで技能スキル的な成長はなくなったが、永い年月をかけて精度を高めてきた。


どれだけ強くてもランク３のカルラでは対抗する術はない──はずだった。


「ああ……そう使うのね」


スライマンとワシムの耳にカルラの呟きが届く。


魔力制御が成長し、何かを掴めそうになっていたカルラに、スライマンはその永い年月をかけて研鑽した魔術を何度も見せて、最後の切っ掛けを与えてしまった。


「──【竜砲ファイアブレス】──」


カルラの手からも膨大な魔力と共に放射状の炎が放たれ、二つの竜砲を前後から受けたワシムが一瞬で蒸発する。


「おのれぇえええええ！」


「アハハっ！」


スライマンの叫びとカルラの笑い声の中、二つの炎がぶつかり合って魔力の火花を散らす。






▼カルラ・レスター　種族：人族♀・ランク４　△1UP


【魔力値：３２７／４４０】△30UP　【体力値：２／47】


【筋力：７】【耐久：３】【敏捷：11】【器用：８】


《体術レベル３》


《光魔法レベル３》《闇魔法レベル３》《土魔法レベル３》《水魔法レベル３》


《火魔法レベル４》△1UP　《風魔法レベル３》《無属性魔法レベル３》《生活魔法×６》


《魔力制御レベル４》《威圧レベル４》△1UP《探知レベル２》《暗視レベル１》


《簡易鑑定》


【総合戦闘力：７３２（魔術攻撃力：１０９８）】△221UP






あり得ない……カルラの戦闘力を見たスライマンの瞳がそう語っていた。


スライマンも彼らも望んで吸血鬼になったわけではない。それでも魔族氏族の中では別格の強さがあった。その力ゆえに魔族内でも疎外されたが、この任務で人族国家に痛手を与えれば魔族内でも見る目が変わるはずだった。


だが、強力な不死生物であるからこそ手が届くはずだったそんな希望は、たった一人の……成長する人間の少女に阻まれた。


成長を止めた吸血鬼と、さらなる成長を遂げて迸る力の差が、ぶつかり合っていた炎の均衡を崩し、最期にスライマンが悲しげな顔で夜空を見る。


「申し訳ありません……族長……」


スライマンの脳裏に自分たちを送り出した〝少女〟の姿が浮かび、その思い出ごとカルラの炎に焼かれて燃え尽きた。






カルラは強い魔力の影響で口から血を零しながら、彼ら魔族の死に何を思うこともなく、まるで恋する少女のようにそっと胸元に手を当て、月を見上げた。






「これでやっと……あなたと殺し合えに会いに行けるわ。アリア……」







    
  
  




クロエがその役目を仰せつかったのは、彼女が王立魔術学園を卒業した十五の時だった。


メルローズ家直属の騎士爵家の生まれで、兄や弟はメルローズ家の騎士となることが決まっていたが、女が生まれた場合は一般の騎士爵家の娘のように他の騎士に嫁ぐのではなく、〝暗部〟の騎士となることが決められていた。


その事に不満はない。クレイデール王国にも女性騎士はいるが、戦力としてよりも上級貴族女性の護衛や式典の華が主な任務であり、戦場に出ることはなく、剣の腕で手柄を立てて成り上がることなど不可能だった。


技能が魔素により魂に焼き付く〝スキル〟というものがあるこの世界では、戦いにおいて男女の差はさほど重要ではないが、おそらく貴族には昔気質の考えを持つ者が多いのだろう。そんな現状にクロエのように才気ある女性は不満を持つ者も多かったが、『暗部の騎士』となれば話は変わってくる。


クロエの家は古くからメルローズ家に仕える家臣の家系であり、彼女自身も剣を振るうことは苦ではなく、持って生まれた高い筋力と耐久力を活かして、重騎士として高い評価を得ていた。


暗部の騎士は、暗部組織の中でも戦闘に特化した者たちだ。身分を隠し、国内だけでなく国外まで赴いて敵を倒し、必要な情報を奪う。


暗部組織に属していても文官のように戦闘を行わない者も多いが、敵を追い詰めて倒す暗部の騎士は特に信用のある人物に限られており、近衛騎士のようなエリートと言っていい。


南部と王都しか知らないクロエにとって、各地を巡り、間諜と戦闘を行える暗部の仕事に、不謹慎とは思いながらも期待に胸を膨らませていた。


ところが、クロエが学園を卒業して最初の任務は、新人とは思えない重要すぎるものだった。






「……え？」


「聞こえませんでしたか？　クロエ、あなたには第一王女殿下の専属メイドとなっていただきます」


王都に呼び出され、直属の上司となったセラ・シルドレンの言葉は聞き違いかと思ったが、残念ながら間違ってはいなかった。


つい先日生まれたばかりの第一王女──第二王妃を母に持つエレーナ王女殿下のメイドに、何故か新人であるクロエが選ばれたという。


「……どうして私なのでしょうか？」


暗部の命令は絶対だと理解していながらも、クロエはセラに問い返えさずにはいられなかった。


セラ・シルドレン男爵令嬢。クレイデールの貴族では珍しいクルス人の女性で、クロエの憧れでもある人物だ。


シルドレン男爵家はメルローズ家臣の中でも高い忠誠心と戦闘力を持つ家系で、セラはまだ二十歳という若さでありながらその強さはランク４にも到り、王妃宮の警護主任に抜擢されている。


その強さを知る者は限られているが、彼女はその強さより美しさで知られており、人気は国内だけでなく、王妃のメイドとして接した、砂漠の大国カルファーン帝国の大使に一目惚れされ、求婚された話は記憶に新しい。


そんなセラがいるのに、わざわざ自分のような新人で騎士爵家の娘を王女殿下のメイドにする意味が分からない。手慣れた暗部の騎士はくせ者も多いが彼女なら御せるはずだ。


それ以上に恐れ多いのと、各地を見て回る自分の希望のために食い下がるクロエに、セラは表情を崩すことなく口を開いた。


「ここだけの話になりますが、王女殿下の母君となる第二王妃殿下の精神状態が良くありません。あなたの〝盾〟としての能力は王女殿下に必要だと判断しました」


「えぇ……」


癇癪による虐待も考慮して四六時中その身で王女を守れ、ということらしい。


「……私、実績もないただの騎士爵家の娘ですよ？」


「問題ありません。あなたの学園の成績や評価も確認しています。クロエもあなたの家族も思想的な問題もないので、私があなたを推薦してメルローズ閣下に了承をいただいております」


「そうですか……」


すでに調査もされて外堀も埋められていた。暗部の騎士になろうと頑張りすぎた結果、正しく評価をされてしまったらしい。


「分かりました。セラ様の部下として精一杯やらせていただきます……」


王宮という雲の上の世界に突然放り込まれる訳だが、上司にセラがいるのなら困ったときはなんとかしてくれるのだろう。そう考えてクロエが承諾すると、満足げに頷いたセラはふと思い出したように一言付け加えた。


「ああ、そうそう。私は今月いっぱいで結婚退職しますので、後はお願いしますね」


「えっ!?」






そうしてクロエは暗部の初任務にて、王女の護衛メイドとして王宮に勤めることになった。


完全に放り出されたわけではなく、同じ暗部の男性も執事として王女殿下の世話役となったが、やはり男性に王女殿下の身の回りの世話をさせるわけにもいかず、クロエは孤軍奮闘を強いられた。


王女殿下のお世話なのでクロエ一人がするわけではないが、王女殿下の側仕えとなると大抵が男爵家や準男爵家の次女や三女といった身分のある女性であり、暗部であっても若いクロエの立場は一番低かった。


しかも彼女たちは第二王妃の癇癪を恐れて表面的な世話しかせず、王女の毒味もおしめの取り替えもクロエ一人で行っていた。


それでもクロエが頑張れたのは王女エレーナが可愛かったからだ。


金髪碧眼の妖精のような外見だけでなく、常に側にいて世話をするクロエにエレーナはよく懐いてくれた。滅多に顔を出さない母を想って泣くエレーナを抱きしめ、いつしか彼女を本当の妹のように思えていた。


だが、それもエレーナが三歳になると状況が変わり、第二王妃による虐待のような英才教育が始まった。それでもエレーナは母のぬくもりを求めて必死に頑張り続けた。だが、彼女が四つの魔術属性を得て身体を壊したことで第二王妃はエレーナを見捨てることになった。


その頃からエレーナの雰囲気が変化した。元から才気溢れる少女であったエレーナは才能が開花することで父である王に進言するまでの知性を得た。


クロエはそれを悲しいと思いながらも、彼女をこの身に代えても守ろうと、王家ではなくエレーナ自身に騎士としての忠誠を捧げた。


そんなエレーナが再び変わったのは、とある少女と出会ってからだ。


エレーナの女王としての片鱗を見た国王陛下によって呼び戻されたセラが、その桃色髪の少女をエレーナの護衛メイド見習いとした。


彼女もエレーナと同様に子どもとは思えない感性を持ち、彼女に助け出されたことでエレーナはまた一つ大人になった。


その少女が暗部の任務で北の地に赴き、グレイブの裏切りによって行方知れずとなったと聞いたときは、エレーナは彼女の生存を信じながらも随分と憔悴して見えた。


そんなエレーナを支えるために、クロエも彼女と同じようにエレーナが生まれた時から仕えている執事のヨセフと共に王女の環境を良くするために尽力し、ダンドールでの王女誘拐の際には弱い立場から更衣室にも同行できなかったクロエは、王女側仕え筆頭の地位を得て、王女の侍従にさえ命じられる権限を得た。


それから数年が経ち、エレーナが王女として王太子である兄王子よりもあきらかに才気を見せ始めた頃、桃色髪の少女の生存の一報が届けられた。


エレーナも王族としてダンジョン攻略の王命を受けており、その護衛の冒険者として彼女が参加すると聞いたエレーナの表情から、以前の張り詰めた空気は消えていた。


＊＊＊


「これでいいかしら……」


「ええ、お似合いですよ、エレーナ様」


エレーナは常に王女としての振る舞いをして生活している。まだ十一歳でありながら、高い知性を以て自分が民を導き守る王族であることを理解していた。


わずか四歳で身体の弱さから自らが王になることを諦め、エレーナは兄が王の器として弱いと判断しながらも、彼女は王族として国の混乱を避けるため、このダンジョン攻略においても兄の盾として散ることすらも覚悟している。


だが……常に王女であろうと張り詰めた雰囲気を漂わせ、自らを律する凜としたエレーナの印象は、この数日でものの見事に崩れ去っていた。


「でも、もう少し動けるようにしたほうが……」


本人は普段と変わらないつもりだろう。実際に人の目がある場所では自分に厳しい王女としての姿を見せていたが、王太子である兄の公務までも代わりに務めていた目まぐるしいまでの忙しさが通り過ぎると、そわそわと落ち着きのない様子でお出掛けをする少女のように、ダンジョンに赴く服装や髪型を気にし始めた。


「エレーナ様は魔術師ですから、鎧のような重い物は必要ないかと」


クロエはそんなエレーナの行動にひとつひとつ付き合いながらも、そんなエレーナの変わりようを微笑ましく見守っていた。


その理由は分かっている。あの桃色髪の少女──アリアと会えるからだ。


これまで、知り合いのご令嬢は多くても、お花畑の蝶々のようなふわふわとした彼女たちとは単なる家同士の付き合いであって、エレーナに友人と呼べる人はいなかった。


メルローズ家のミハイルなどとは会話が成り立つが、男性であり常に他者を物差しで測るように見る彼では気が休まらず、唯一同性の中で会話が成り立っていたダンドール家のクララとも、彼女は人が変わってしまったらしく友人ではなくなった。


必然的にエレーナの話し相手は大人との会話が多くなるが、彼らは〝王女〟を会話で楽しませることはできても〝エレーナ〟の安らぎにはならなかった。


クロエや執事のヨセフも生まれた時からの付き合いから気を許してはくれているが、あくまで王女と侍従の関係であり、エレーナと対等の相手にはなり得なかった。


でも……アリアは違う。


エレーナがこの国で唯一対等の〝同志〟と認めた存在。


友人ではない。王女と冒険者では友人となれない大きな壁がある。けれど二人の関係には、そんな常識では測れない強い絆があった。


今エレーナが見せている心の揺らぎは、そんなアリアと再会するのに少しでも良く見てもらいたいという、乙女心の揺らぎであった。


「そ、そうね。私は前に出て戦うわけではありませんから……」


「そうでございますよ。こちらのローブなど派手すぎず、エレーナ様にお似合いかと」


すでに庶民の家が丸ごと入るようなクローゼットでは、この度のダンジョン攻略のために暗部の女性陣が取り寄せた、『王女に見えない旅衣装』が数十着も広げられていた。


こんなエレーナを他の侍女やメイドに見せるわけにもいかないと判断して、この場にはクロエとエレーナしかいないが、次々と広げられていく衣装を全部自分が片付けなくてはいけないのかと、クロエの頬がわずかに引き攣る。


「これと、この衣装と……ああ、これも」


「かしこまりました。そちらはリストに入れておきますわ」


これまでほぼすべての事柄を知識と感性で決めてきたエレーナの決めきれない衣装に、クロエは穏やかに微笑みながらもその額に一筋の汗が流れた。


（……入りきるかしら？）


王女であるエレーナに用意された拡張収納鞄は特別製だ。愛情の深い国王陛下が娘のために用意したそれは、魔術師ギルドに特注したもので馬車一台分の収納力を誇るが、クロエは最悪、自分が持っていく拡張収納鞄に入っている大盾の数を減らすべきかと本気で考え始めた。


それでもクロエの苦労もあり、ようやくエレーナがダンジョンへ着ていく衣装が決まり、ほっと胸を撫で下ろしていると、エレーナがふと気付いたように振り返る。


「髪型はこれでいいのかしら？」


「……どんな髪型でもお似合いになりますよ」






それでもクロエはこれを嫌とか面倒とか感じてはいない。これまでまったく子どもらしさを見せてこなかったエレーナが初めてできた対等の存在に浮かれている様子を微笑ましく見ていた。


それから無事にダンジョン攻略を終えて、身体の虚弱さを克服したエレーナは民のために女王となることを決め、アリアにも協力を取りつけることに成功した。


アリアとの新たな誓いのような場面を経て、王女の顔で彼女を見送ったエレーナは何かを考え込むように黙り込むと、突然セラとクロエに振り返る。


「ねぇ、二人とも。アリアは確かに護衛なのだけど、一緒に学園に通ってもらうには、どうしたらいいかしら？」


「「…………」」


そんな彼女の珍しい我が儘に、王女の筆頭侍女となったセラが困ったような笑みを浮かべ、クロエは笑いを噴き出すのを我慢して、可愛い妹を見るように目を細めた。






（あなたとアリアは、誰も認めなくても、私は〝友達〟だと思いますよ……）









あとがき






初めましての方は初めまして。お久しぶりです、春の日びよりです。


ついに４巻の発売となりました！　この巻が第一部の最終章となり、次からは第二部の始まりとなります。


私はウェブ版の時点で書籍の一冊分の文章量で計算しているのですが、今回は上手く行かなかった部分で長くなり、前後編となった後編です。ところが切りのいいところで分けた結果、後編は文章量が少なくなり、これも良い方向に捉えようと、テンポ重視のウェブ版では省いた、カルラの話を長編書き下ろしとしてぶっこみました。


アリアがあれだけの戦闘を経て強くなっているのに、同じく強くなったカルラがただ才能で強くなったとしたくなかったので、カルラがランク４になる戦闘を書かせていただきました。


もちろん、５巻に続く伏線もばりばり含められたので大変満足です。


書籍４巻のコミカライズも早く読みたいところですが、十巻くらいですかねぇ……。大変ですがコミカライズのわかさこばと先生には足を向けて寝られません。






今回の見所は大規模ダンジョンの攻略です。あとがきから読まれている方も少数ながらいらっしゃると思うので軽い解説にしますが、大規模ダンジョンで得られる恩恵は、王家が求めるほど強大なものです。


たとえ戦闘系でなくても、予見の力を軍人が持てば大抵の戦場で勝利できます。完全鑑定があれば他国のスパイなんて丸裸も同然です。この二つが揃えば他国の奸計を退けて国家を大きくできるわけですが、その対価は恩恵を得た者の命なのです。


恩恵を得た者たちがひしめく学園で誰が生き残るか……。


ここまでの第一部が放浪編で、次からの第二部はようやく乙女ゲーム本編に入ります。


乙女ゲームの内容からは大きく離れて、王女エレーナの護衛として魔術学園に入学することになったアリア。ランク５の魔物を単独撃破できるほどに成長したアリアが学園でどういう生活になるのか、お楽しみに！


軽くネタバレになりますが、アリアの学園生活をもっと書いてほしいとご要望がありまして、そちらも増やす予定です。






今回もひたきゆう先生が美麗なイラストを描いてくださりました。毎回、私の表紙案は担当編集様にボツを食らうんですけどね！（笑）


それでは五巻でお目にかかりましょう。読んでくださる読者様と、置いてくださる書店様と、関係者の皆様に最大限の感謝を！










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS

	
百年の冒険







「てめぇ、サマンサっ！　またやりやがったな！」


「だって、こんなに〝的〟があるんだもん！　きゃははっ！」


クレイデール王国南方にある森に囲まれた村で、小さなドワーフ少年の怒声にこれまた小柄な人族の少女が喜声をあげながら逃げ回る。


こう見えて二人は十歳になる。少年のほうはドワーフと呼ばれる種族なので頑強な肉体ながら背が低いのは仕方ないことだが、サマンサと呼ばれた人族の少女は、同年代の子どもに比べて明らかに小柄だった。


「ドルトンもドワーフなら鍛冶をやれば良いじゃん。ちまちま木工とかやってるからだよ！」


「俺は、岩ドワーフじゃなくて山ドワーフだって言ってんだろ、ちんちくりん！」


「はあ!?　誰がチビ種族ホビットだって!?」


「んなこと、言ってねぇだろっ！」


サマンサが杖から撃ち放つ【飛礫ストンブリット】に、今度はドワーフ少年のドルトンが悲鳴をあげながら逃げ回り始めた。


普通なら子どもが魔術を撃つこともそれを子どもに撃つこともあり得ないことだが、ほとんど生まれたときから一緒にいる幼馴染みの二人は、ある意味こうしたやり取りに慣れており、サマンサは魔術の手加減が出来るようになって、今ではドルトンも小石程度が当たったくらいではダメージにならないくらいに鍛えられていた。


喧嘩の原因は、ドルトンの木工細工をサマンサが攻撃魔術の的にしたことだ。


一般的に想像する小柄で頑強な岩ドワーフは穴蔵に住み鍛冶をたしなむが、ドルトンのような山ドワーフは森に住み、木工や貴金属の細工など手先の器用な種族だった。


親の代からこの村に住んでいるドルトンは、当然のように親の真似をして木工細工を始めたが、それに気付いたサマンサがドルトンの試作品を見て、ちょうど良いと魔術の練習に使い始めた。


まだ稚拙ちせつな練習品だが、自分が作った物を壊されて許せるほどドルトンも大人ではない。だが、練習を始めて付き合いが悪くなった幼馴染みにちょっかいを掛けているのだと、ドルトンも理解できているからこそ本気では怒れない。


なにしろ、三歳の頃に魔術の楽しさに嵌はまって付き合いの悪くなったサマンサに、ドルトンも似たような感情を持ったからだ。






「武器作れぇ、武器作れぇ」


「うっせぇぞ、サマンサ！」


騒ぎが一段落して、再び森に近い場所で木を削り始めたドルトンに、丸太に腰掛けたサマンサが脚をパタパタ動かしながら騒ぎ立てる。


「杖なら作ってやっただろうが！」


サマンサが使っている杖はドルトンが作った物だ。もちろん本職の魔術師が使うような魔石をはめ込んだ物ではないが、誕生日に貰ったサマンサはそれ以来ずっと持ち歩いている。


「ちーがーうー。ドルトンの武器だよ」


「お前……まだ諦めてないのかよ」


ドルトンは呆れたように呟いて、子どもらしくない溜息を漏らす。


「俺は〝冒険者〟じゃなくて、細工職人になるんだよ。サマンサも魔術師になるなら冒険者じゃなくて、えっと……なんだっけ？　きゅうてい魔術師とか目指せばいいじゃねぇか」


サマンサは冒険者になりたいらしく、事あるごとにドルトンを誘っていた。


村長の娘であるサマンサの家はこの村では裕福な部類に入り、伝手を使えば王都で魔術師の仕事に就くこともできるだろう。それ以上にドルトンの父親と友人でありサマンサの父である村長は、できれば娘が裕福な商家辺りにおとなしく嫁に入ることを望んでいた。


サマンサはちんちくりんではあるが、実際に複数の商家から見合いの話もあると聞く。


ふわりとした銀髪に赤紫の瞳。顔立ちは種族の違うドルトンから見ても整っており、小柄な体躯も庇護欲を覚えさせるには充分な魅力があった。


実際、見合いの話を抜きにしても、本性を知らずに見た目だけでサマンサを気にしている村の男児はそれなりに存在する。


「違うの！　私はドルトンと〝冒険〟がしたいの！」


「…………」


サマンサの素直な気持ちに、ドルトンは微妙に顔を歪める。


二人は友人が少ない。もちろん知り合いはいるが、心を許せる友人となると二人には互いしかいなかった。


サマンサは見た目は良いが性格が強烈で、幼くして魔術を覚えた彼女を同年代の子どもが怖がるのも仕方のないことだった。ドルトンは山ドワーフであることから喧嘩になると彼に勝てる者は誰もおらず、男児を纏めるガキ大将から仲間はずれにされていた。


親同士が友人であり、村長であるサマンサの父の誘いでこの村に来たドルトンの家族は、村長一家と家族ぐるみの付き合いだが、物怖じしない性格の二人にとって、互いがかけがえのない友人になっていた。


だが、そこに甘い感情はない。男女の幼馴染みであるが、人族のサマンサの好みは背が高い優男で、ドワーフであるドルトンの好みはがっちりとした太い女性であり、二人は互いを異性として意識したことは一度もない。


そんな性別も種族も超えた幼馴染みで友人でもある二人だ。サマンサは何かするのならドルトンと一緒が良いと考え、ドルトンも同じ気持ちがあったからこそサマンサの思いを無下にはできずにいた。


ドルトンも狩りの経験はあるし、サマンサと一緒にゴブリンなら倒したこともある。ドルトンも男の子だ。それに心が躍らなかったわけではないのだ。


「……気が向いたらな」


「よし！　じゃあ、いつ出発する？　明日？」


「気が向いたらって言っただろうが！」






そんな日常を繰り返したある日、いつものようにドルトンとの喧嘩が終わったサマンサは、ふと思い出したようにドルトンに話しかけた。


「ねぇねぇ、ドルトン。エルフって見たことがある？」


「エルフぅ？　んなもんねぇよ」


サマンサの突飛な行動も話題の変化も慣れているが、珍しい内容にドルトンは首を傾げると、サマンサが得意げに話し出す。


「父から聞いたんだけど、この村にエルフの一家が来るらしいよ」


「はぁ～？　そりゃ珍しいな。しかも家族ごとかよ」


森の奥に住む森エルフは、物を作るために人族と関わるドワーフと違い、閉鎖的で排他的だ。そんな種族が森から出てくる場合、変人であることが多い。


「うん、家族。そんでそのエルフ一家にも子どもがいて、しかも私らと同じ十歳なんだって！」


「なおさら珍しいな……」


人族の国でもエルフを見かけることはあるが大抵は個人の大人だ。そもそもドワーフ以上に長寿であるエルフの子は成長が遅く、個体数も少ないので、治安が悪い地域では誘拐の対象とされることもあると聞く。


まともな親なら子どものエルフを森から連れ出したりしない。親が変人かどうか分からないが、ドルトンは他人事ながらエルフの子どもが人族の村でちゃんとやっていけるか、不憫ふびんに思った。


だが、そんなドルトンの思いは杞憂きゆうどころか、完全に見当違いだった。


その一ヶ月後──。


「ほんとにドワーフがいるわっ。ずんぐりしてる！　すっごく変ね！」


サマンサに腕を掴まれてドルトンの作業場にやってきたのは、人族でいうならまだ六歳か七歳児程度の小さなエルフの幼女だった。


「……おい、サマンサ。なんだ、この失礼な奴は？」


半眼になったドルトンが幼女エルフを連れてきたサマンサを睨むが、睨まれたサマンサは何故かドヤ顔で薄い胸を張る。


「見つけたから捕まえてきたわ！　ちっちゃくて可愛いでしょ！」


「ちいさくないわよ！　あなただってそんなに変わらないじゃない！　それに私は〝奴〟じゃなくてミランダよ！　生きている木を切るなんて、本当にドワーフや人族は野蛮ね！」


「はぁ？　あんたのほうが小さいじゃない、ちびっ子！　ドルトンと一緒にしないで！」


「俺は小さくねえだろうが、どチビとちんちくりん！　森が大事ならエルフはおとなしく草でも食ってろ！」


「エルフは肉だって食べるわよ！　血の味が苦手なだけなんだから！」


「誰がちんちくりんよ！　すぐにおっぱいだってばいんばいんになるんだから、エルフとは違うのよ！　ね！　ドルトン！」


「俺にそういう話題を振るんじゃねぇよ！　下品な女どもだな！」


「私だって大きくなるもん！　エルフはドワーフよりも背は大きくなるから！」


「俺は山ドワーフだ、バァカ！　そこのちんちくりんやエルフよりもデカくなるわ！」


「「はあ!?」」


出会った当日に取っ組み合いの喧嘩を始める人族とドワーフとエルフの子どもたち。精霊魔法や属性魔法が飛び交う物騒な喧嘩は、全員が同時にぶっ倒れるという決着を迎え、幼女エルフのミランダは無事に（？）サマンサやドルトンとの友情を育んだ。






「はぁ？　冒険者になるぅ？　それ、本気で言ってるの？」


数日後、またドルトンの作業場に集まった三人の子どもたち。その中でサマンサの言葉を聞いたミランダが胡乱うろんげな視線をドルトンに向けると、頭にこぶを作ったドルトンが面倒くさそうに頷いた。


「サマンサのいつもの病気だ」


「ああ……そういう」


「ええ!?　ミラもそんな反応!?　やろうよ、三人で！」


あまり乗り気でなさそうな二人の態度にサマンサが不満そうに声をあげた。


ちなみに三人はあの喧嘩で、擦り傷やらひっかき傷やら青たんやらの怪我をしていたが、それはすべてサマンサの光魔術で治っている。それでもドルトンの頭にたんこぶが残っているのは、女の子と喧嘩したのがバレて母親のゲンコツを貰ったからだ。


「冒険者って、ドワーフの作った鉄の武器を使うんでしょ？　野蛮よ」


「ミラ……喧嘩を売ってんなら買うぞ、高慢ちきエルフが」


「なんですって──むぐっ」


やたらと尖っているせいで人族の子どもと友達になれなかったミランダだが、また喧嘩になりそうになったところで、隣のサマンサから口にお菓子を突っ込まれておとなしくなる。


大きな麦芽のクッキーを小さな口でちまちまと無言で貪るミランダに、ドルトンは怒りを忘れて溜息を吐いた。


これまで森で育ってきたミランダは、甘い物は酸味の強い果実と、祝い事で少し舐めただけの蜂蜜しか知らず、すっかりサマンサが持ってくる砂糖が使われた菓子の虜となっていた。


餌付けともいう。この村で砂糖を菓子に使えるのは村長の家だけで、ドルトンは食えればいいので甘い物にこだわりはなく、サマンサは偏食なので彼女のおやつはほぼミランダの餌付けに使われていた。


「冒険者になって都会に出れば、毎日甘いお菓子が食べられるよ」


「やる」


「即決かよ！」


ツッコミを入れるドルトンの目前で、手と口をお菓子のかすで汚したミランダと悪い笑顔のサマンサが、がっつりと手を握り合う。


「そんなわけだから、ミラにも武器よ、ドルトン！」


「あ、鉄は嫌だからね！　ずっと触ってるとかぶれるの！」


「俺が作るのかよ!?　それと鉄嫌いってそんな理由かよ！」


「ミラが刃物を使うならミスリルかしら？」


「そんなん、この村の鍛冶屋だって作れねぇよ！　そんなに武器が欲しかったら、一年くらい前に来た変な岩ドワーフに頼めばよかったじゃねぇか！」


ドルトンが言う変な岩ドワーフとは、まだ若いドワーフの職人だが王都に店を構えるために資金繰りをしているらしく、一年ほど前にふらりと村に来てドルトンの父親に細工物を作ってもらい、ほくほく顔で大量のボタンを抱えて帰っていった人物だ。


「あら無理よ。ゲルフちゃんは女の子の服を作るお針子さんだもん。私が大きくなったらモデルになってほしいんだって。見る目あるわね！」


「デカくなれたらな」


「なるわよ！」


「なんで、岩ドワーフが女の子の服を作ってるの……？」


そんなミランダの当たり前の呟きは、当然の如く喧嘩する二人に届くことはなかった。


「俺は弓しか作れないぞ……」


結局、ドルトンがミランダのために弓を作ることになった。森エルフは例外なく弓矢を使える。ミランダも練習用の弓しか持っていなかったので、自分用の狩猟弓に目を輝かせてドルトンの作業を見つめていた。


「鏃やじりは石でも使うか……。サマンサ、尖った石を作ってくれ」


「それはいいけど、木工でいいから棍棒もお願いね」


「なんに使うんだ？」


「あんたのよ、ドルトン。出来上がったら狩りに行くけど、まさか、美少女二人だけで行かせるつもりはないわよね？」


「…………」


この二人を女と認めるのは腑に落ちないが、ドルトンはまた深く溜息を吐いて、なし崩し的に巻き込まれることを自覚した。






手先の器用な山ドワーフであるドルトンは一日で弓矢と棍棒を作り上げて、そのまま森の中へ狩りに向かうことになった。


ミランダは新しい弓の具合を確かめ、良い笑顔でドルトンに振り返る。


「ちゃんと倒木を使って作るなんて、ドルトン、ドワーフのくせにやるじゃない！」


「……サマンサ」


「ほい」


ドルトンの呟きにサマンサが、尖った発言を繰り返すミランダの口に飴を放り込んだ。一瞬でおとなしくなって幸せそうに飴を舐めるミランダに、ドルトンは漏れそうになる溜息を抑えて二人に声を掛ける。


「隊列を決めるぞ。俺が前、魔術師のサマンサが真ん中、弓兵のミラが後ろな」


「うん」


「りょほかい」


「口に物を入れて喋るな」


それから三人で森を歩いて、時折ミランダが地面を調べて獣がいそうな方角に進み、ミランダが飴を食べ終わった頃、ふいにドルトンが二人を止めた。


「やべぇぞ……熊だ」


「え……」


「マジで？」


魔物がいる世界でも熊は別格だ。野生動物だが、小さな種類は魔物に淘汰されて大きな種類の熊しか残っていないからだ。


三人から十数メートルも離れていない森の中に、兎のような小動物を食べている熊がいた。


「最近、ゴブリンを見ないと思ったら、こいつが食っていたのかもな……」


「「…………」」


大きな餌がなくなれば村に現れてもおかしくはない。村には魔物除けの柵はあるが、外で飼っている家畜は全滅するかもしれない。


優に二メートルはありそうな巨大熊を倒すのなら、村の狩人を含めた大人が数人必要だと判断したドルトンが、音を立てずに撤退するように手を振ると、それを合図にサマンサが勢いよく飛び出した。


「ヒャッホーっ！」


「「なんで!?」」


『ガァ!?』


悲鳴のような二人の声よりも素晴らしい笑顔で突っ込んでくるサマンサに、巨大熊も驚愕の声をあげる。


「──【飛礫ストンブリット】──」


突っ込みながら振り下ろした杖から数十もの飛礫が飛び出した。


小石を放つ【飛礫ストンブリット】は術師の技量によって命中精度と数が変わる。ドルトンとのじゃれ合いでは単体の小石を放っていたサマンサも、憧れた〝冒険〟を前にしてついに自重を投げ捨てた。


「きゃはははは……あ、やば」


『ガァアア！』


だが、飛礫程度では熊の毛皮を貫くことができず、それでもダメージを受けた熊は、怒りの形相でサマンサに向かって爪を振り上げた。


ボコンッ。


その瞬間、前に出た熊が地面の穴に足を取られて転ぶ。


「サマンサ、何をやってるの!?」


土の精霊魔法で地面にくぼみを作ったミランダが弓を構えて叫ぶ。


『ガアアアアアアアアアアア！』


それに気付いた熊が今度はミランダに向かう。一瞬、恐怖で脚をすくめるミランダ。だがその熊の突進は真横から顔面に打たれた棍棒によって防がれた。


「二人とも距離を取れ！」


ドワーフの膂力りょりょくで振られたとはいえ、まだ少年で木製の棍棒では大きなダメージにならず、逆に怒りで振られた熊の爪に、棍棒を深く傷付けられたドルトンは肝を冷やした。


「──【風刃ウインドカッター】──」


『グガァ！』


「サマンサ！」


あの小さな身体のどこにあの体力があるのか、森の中を異様な速さで走り回りながら放った風の魔術が熊の毛皮を切り裂いた。


「えい！」


そのとき放たれたミランダの矢が熊の目を掠める。


『ガアアアアアアアアアアア！』


再び熊がミランダに狙いを定めた。だが、意欲的に動き回り怯むことなく攻撃を仕掛けるサマンサに何を見たのか、ミランダも今度は怯むことなく、弓を構えたまま跳び下がり熊の攻撃をギリギリで回避した。


「めっちゃ怖いんですけど!?」


「キャハハ！」


怒鳴るようなミランダの悲鳴にサマンサの笑い声が重なると、その怒りをぶつけるように至近距離から放った矢が今度は熊の目を貫き、熊の悲鳴が森に響く。


「ええいっ！　全員で攻撃だ！　仕留めろ！」


「やるわよ！」


「キャハハハハハハ！」


自棄になった声でドルトンが叫ぶと、ミランダとサマンサの高ぶった叫びが返ってきた。


「ぬぉおおおおおおおおおおおりゃ‼」


「風の精霊、力を貸して！」


「──【石弾ストンショット】──っ！」


『グガアアアアアアアアアアアアアアア！』


風の精霊が熊の顔面を斬り裂いて動きを止め、ドルトンの棍棒が熊の頭蓋を砕き、サマンサの石弾が最後に熊の顔面にめり込んだ。


ズズン……。


ふらりと揺れた熊が仰向けに倒れる。最期の痙攣けいれんが止まり、ようやく熊が死んだことを確認したドルトンとミラが力を抜くと、その向こうから良い笑顔のサマンサが戻ってきた。


「「このバカっ！」」


その瞬間、かなり本気の二人の拳がサマンサの顔面に炸裂する。


たまらずぶっ飛ぶサマンサ。でも彼女はダメージもなかったように身を起こすと、鼻血を流しながらも満面の笑顔を浮かべた。


「楽しかったね！」


「「…………」」


そんなサマンサにドルトンとミランダは気が抜けたようにへたり込み、思わず顔を見合わせて盛大な溜息を吐いた。


熊と戦い、ミランダの笑顔を見て、二人は自分もサマンサと遜色のない馬鹿だと気付かされた。こんな生死をかけた戦いの中で、二人にも確かに『楽しい』と思う気持ちがあったのだ。






「それじゃ、行きましょう！」


「それは俺の台詞だろう」


「どうでもいいわ」


それから三年後、以前より少し大きくなった三人は、冒険者になるために王都に向けて旅立つことになった。


その見送りには村の主立った者たちが来ていたが、問題児三人が村を出ることに心配よりも安堵の色があったのは、彼らの親でさえも同じだった。


「なんで王都なの？　ドルトン」


「俺は知らねぇ。サマンサに聞け」


「ゲルフちゃんがお店を出したんだって。きっとミラも気に入るわよ」


「へぇ！　それは楽しみね！」


「…………」


彼女たちの会話に、変人の防具屋の正体を知るドルトンは微かに首を振って沈黙を貫いた。


「まずは仲間ね。盗賊シーフと剣士かしら？」


「冒険者は斥候スカウトだ」


「なんでもいいわ。できれば格好いい優男がいいわ！」


「それ、サマンサの好みでしょ？」






三人の子どもたちは大人となり冒険者となる。


それがこれから続く、三人の『百年の冒険』の始まりだった。
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